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竜ヶ崎市の北部地域における竜ヶ崎ニュータウンの建設は、宅地開発公団に

より進められておりますが、その地域内にいくつかの埋蔵文化財包蔵地の存在

することが確認されております。

地域開発と文化財保護の調和を図ることは、行政の使命の一つであります。

そのため本県においては、昭和52年度に財団法人茨城県教育財団本部に調査課

を設置し、宅地開発公団から埋蔵文化財発掘調査事業の委託をうけ発掘調査を

行ってまいりましたが、昭和54年度は前清水遺跡ほか7遺跡の調査を実施し、

多くの貴重な成果を上げることができました。

昭和55年度には、これらを整理するとともに報告書の執筆e編集に当りまし

た。この報告書が上梓されるまで種々御協力いただいた宅地開発公団、竜ヶ崎

市教育委員会、地元関係者及び御指導いただいた茨城県教育庁文化課等の各位

に対し、心から感謝を申し上げます。

おわりに、本書が学術研究の資料としてほもとより、教育資料としても広く

活用されますことを希望してやみません。

昭和56年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　健　内　藤　男



言

上本書は、宅地開発公団と茨城県教育財団との委託契約に基づいて、主に昭和54年度に実施し
紹

た竜ヶ崎市所在の前清水遺跡。大羽谷津遺跡湖越A遺跡。打越者童跡e中根台壕群。廻r用

B遺跡の発掘調査報告書である。昭和54年度にはこの6遺跡のほか塚下遺跡。ウツブタ遺跡の

調査も行ったが、遺構が明らかでなく遺跡と判断することが出来ないため割愛した。

2．宅地開発公団の開発地城内における前清水遺跡ほかの調査にかかわる当教育財団の組織は、

次のとおりである。

理　 事　　 長 竹　 内　 藤　 男 （茨城県知事）

副　 理　 事　 長
大　 金　 新　 一 （諾 監禁 語．6）

古　 橋　　　 靖 i 儲 監禦 長 ）

常　 務　 理　 事 川野辺　 四　 郎 （昭和52．4～　 ）

事　 務　 局　 長
大　 内　 秀　 夫 （昭和52．4～55．3）

P J、 林　 義　 久 （昭和55．4～　 ）

調　 査　 課　 長
川　 俣　 吉之助 （昭和52．4～55．3）

！大　 塚　　　 博 （昭和55．4～　 ）

企画管 理姓長 i 拝　　　 秀　 雄 ［（昭和54・4～　 ）

川　 崎　　　 曝 （昭和52．4～54．3）

企 画 管 理 班 鈴　 木　 三　 郎 （昭和52．4～　 ）

栗　 田　 孝　 志
i

；（昭和53・4～　 ）

！

】i

調査第　2　班

i

i

寺 内　 寛 ！（雷雲慧‥覧鵠 苧壷雫憲跡調査）

佐　 野　　　 正 （票票窒欝 芳志。。中根台塚群）

鈴　 木　 邦　 男 （豊 票篭 雫憲跡）

渡　 辺　 俊　 夫 （票禁 蓬甥 露台塚群）

人　 見　 暁　 朗
（冨菜 崇 蓋ア諸 相B遺跡、中根台塚群）

瓦　 吹　　　　 堅 僕票詣 甥 志。遺跡、中根台塚群）

3．本書での遺構は次のとおり、記号をもって表示することにした。

SI一住居址　　SK一土壌　　SD一溝状遺構　　SB一掘立柱建築址　　SXp竪穴状

遺構

4．土層解説および土器の色調については『標準土色帳』（農林省農林水産技術会議事務局監修

財団法人日本色彩研究所色標監修）を用いた。

5．遺構の土層断面図において、木根址をⅢ腑挽乱址を庭‥息で表示した。また、焼土の遺存範

囲は平面図において、㌦㌦㌦で表示した。



次

序

例　　言

遺跡分布図（1）e（2）

第1章　調査に至る経過

第2章　遺跡の立地と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　前清水遺跡

第1節　調査経過

第2節　遺構。遺構出土遺物

1

2

2

2

3

3

5

1住居址…・5　　2土壌…・6　　3溝址…・‖　　4掘立柱建築址…・12

5塚…・13　　6竪穴状遺構‥‥14　　7ピ、ソト群‥‥15

第3節　グリッド出土遺物

1縄文式土器・…16　　2土師質土器…・17　　3砥石・…17

4石鉄…・18　　5古銭…・18

第4節　まとめ

第4章　大羽谷津遺跡

第1節　調査経過

第2節　遺構

1住居址・…　43　　2土墳・…　45　　3溝址…・49

第3節　遺物

1住居址出土遺物…・50　　2土壌出土遺物…・52　　3溝址出土遺物…・53

4石器……53　　5砥石……54　　6土製品…・・・54

第4節　まとめ

第5章　打越A遺跡

第1節　調査経過

第2節　遺構

1住居址・・…・79　　2土壌‥…・80　　3炉穴……85



第3節　遺構出土遺物

1住居址出土遣物……86　　2土壌出土遺物・・0…88

第4節　グリッド出土遺物

土器……90　　2土製品・…‥93　　3石器……93

第5節　まとめ

第6章　打越C遺跡

第1節　調査経過

第2節　遺構

1住居址……122　　2土墳・…・つ22　　3線址・・…・129　　4塚・・…e130

第3節　遺構出土遺物

1住居址出土遺物……130　　2土壌出土遺物・‥…131

3溝址出土遣物・…‥134

第4節　グリッド出土遺物

1土器……134　　2土製品……138　　3石器……138

第5節　まとめ

第7章　仲根台塚群

第1節　調査経過

1仲根台1号塚……170　　2仲根台2号塚……170

第2節　仲根台1号塚

1塚……172　　2遺物……172

第3節　仲根台2号塚

1塚……173　　2土壌‥・…174　　3遺物…‥・174

第8章　廻り地B遺跡

第1節　調査経過

第2節　遺構

1住居址……185　　2土壌……187　　3炉穴……191　　4礫群……193

第3節　遺構出土遺物

1住居址出土遺物・…・つ94　　2土墳出土遺物……194

3炉穴出土遺物……196

第4節　グリッド出土遺物…・…‥…

1土器……197　　2石器・…・・201

第5節　まとめ 202



（
一
）
図
時
車
誌
鱒



…葦斗葦j萱i
欄精髄叶寸ul王＝ユ坤トRロm

嘩鰐曝叶寸Lつこ：ユ坤トRロここ：1！ ：
聾
埴
蓋i

［

i
E

車「「軽

狛

！‾‾高

lヰ

圭堂

三式

事

各

項
増

屑

篭壁

野

郎

辛く
要

ポ

聾

沌

ま堂

コ

皐

当

聾

i

佃 i

群

・把

琳

；華

好

佃

宰

i華 ：

羞堂

コ

単

甘－

鮮

通

聾

i旭

宰

要

盤

コ

串

丑－

尊
重

嶺

要

斥

宰

増

中

j
i
i：i

i：怪
j

盤

コ

皐

j各

聾

・匿

重堂

ヨ

単

甘－

亜

恵

嶺

要

帯 ≡

礫 津畑 礫

枯

蝉

薗 薗 薗 畠 ［薗 邸 畠 ！睾

畠

結 鈷 患 浮 垣 】結

i
亀 薗 庵 ；亀 薗 誌 薗 裏

軽 轢 軽 ヰ血く中耳　＿［
畿

聾

i

［i

】叫

轢

：畔

群
i

蝉 畿 程 蝉 畿 轢 軽　 度 培 轢 壊 嘩

蝶 蝶 ！蝶

［

吉 I
l

軽 】

：畔
iE中 当
1
寄 i叫 勘 皿く 寄 ：畔

［
可 蝶 薯 蝶 寄 屈

ー　 ！
！　」

和
栗
モト
、†‘‾一一白
蝶
義

裏
r‾－ヽ 聴
姜

［

l

臣 ；

j
】i

里 旨

】

橿
ヨ
主 i匿
皿

l

g
＼
舶
用

堪！
金ま
塗ま
匿
皿

溝
幸曽
檻

蝉
曝
皿く

曝
錬

・匡

i

匪 l午 抑
凍
寄
細く
駐

勲 ㊥ 痙 監 ′娯 モト、㌣ 搬 羽 ヨ 掛 搬 旨 誌 旨 檻＝瀬
琳 糾 ・匡

旨 旨 旨 旨 振 旨 旨 旨 旨 旨 ヰト 旨 蝉 蝉 蝉 旨　 旨 旨 臣 旨 旨
蛇 窒某 琳 琳 耕 檻 賀来 畔 蛇 駐 蝶 ヰ担 螺 町 曝 畦 如　 く如 缶 田 田 感叶う≡王轟 撮 願 椒 舶 踪 撮 毒 轟 宗 ；毒 廟 j義 可 皿く 皿く 町 控 斗ト 斗ト 斗ト 嘱

曇 i j

k i

J 訂

癖 ！ロバ
i
l

’∴ I

嘲 ［

u i
∵ I

k i

q⊃［ご小
出；
［［

薗
噂

や＼
ト
ト
か i
T…「
㌫ i
出 i
E［

枯

蝉

4L

蜜

各、r．

00N
ロ霊

畠 畠 缶　 詰 薗 】邸 亀 薗 鈷
】
蝉 誌 聾 誌 祐 畠 祐 薗　 誌 畠 患 誌 畠

噌
噌 薯 噂 旭

噸 璽 邸 皿く 寄 1屯
噸
エコ＿」
蝉 薯 亀 増 豊

ヨ

蟹

ヨ
瑚 壊 噌

CQ 瑚 橿 1＝ 祁 ト ヨ 1罠鮨
皿く 蝉 噸 ヨ 芸呟

裏 蝉 宅媒 菅 鑑 ヨ 婁
匿
＼
蛇 ‡担 匿

貨
J
t壁
軽 絆 i堤

rく
姉 田 窟 整

rヽヽ
勲 ㊥ 蜜　 椒 度 堤 ・寅 モト、tr‾‾

皿
樅 羽 轟 顔

軋
樅
手曽
紅 皿〈
韓

、匡

′真
紅 i彗 琳 丼 糾 、匡

CnN
出
r4
十 i 寸 】i

L∫つ qO 　ト （X〉 Cn C⊃r→
i

r→
▼・・→
N
rづ
いつ
I→
寸
I・・→
Ln
I・・→
！

畑
00
▼→
Cn
l－・」
C⊃N I・→N

軸、

iii
i

ii

！

盤

嘩
鰐
壇
叶

朝
鮮冨
咄
叶

盤 盤

欄
鰐
嘩
粍

欄
罷

欄
鰐
壇
叶

欄
鰐
欄
鰐

鱒】
鰐

輔
鰐
咄
叶

戟壁

いつUつ LJつuつ
咄
叶
巻頭
繚－

曝
叶
lJつ
lJつ

咄
叶
曝
叶

曝
糠
寸Ln

、r叫
i

N
LJつ1＝ユ坤トRロ
ロユ

寸
Lfつ⊂ユー桂一Rロ
ロユ

寸Ln
l＝ユ坤卜
Rロ⊂＝1

盤
71

寸Lrつ
⊂：＝lq←
Rロここ1

寸lJつ
こ：ユ†軒Rロm

寸Ln
E：ユ時ト
Rロ臼ユ

UつUつ
王＝ユ時卜
Rロこ□こ

N
Ln工＝ユ叫ト
Rロ臼ユ

いつl∫つ亡：ユ時ト
Rロこ＝1

いつLつこ＝ユ坤ト
Rロ亡n

璧

ま堂

j　ヨ

醇

！佃

鮮 羞堂 羞生 空堂 群

佃

邸 雲堂 羞堂 羞堂 琳

増

琳

要

好

一妃

好 邸 邸 羞堂 好 聾 皐

コ
旭
三‡

皐

ヨ

単

コ

皐
佃
憲 ∃ コ ∃

ニべ串
ヨ

・匿 逓 種

i

∃

串
1竜

琳

佃 顆

曽

；
［
［皐 単

竜一

？

甘

さ

甘

さ

？

皐 単

l
11漣 率

亜一

群

・匿
単

せ－ 琳

要

好
遁

】甘 甘－

嶺

要

崩

増

事

理

琳

増

嶺

要 甘 薬－

！［［各 甘－
回
要 童－

市

境

崩

増

琳

増

醇

種 増 ポ
嶺
増

薗

I

枯 祐 薗 垣
畿
薗
］喪
薗
轢
枯 薗

蝉

祐

蝉

蝉

】

薗
建

結
聴
章！ 薗 蝉

皿く

畠

薗 亀 畠 薗 枯

聴

薗

薗 薗 畠

草

！世

E

】

：駐 邸 軽

薯

畠

礫

垣

蝶

畠
醇 轢

肺

患

蝉

皿く

捺

捻 軽 軽 轢 波 軽 軽 軽 軽

薯 旭 蝉 蝶

軽

：畔

蟹
寄
畿
寄 ・匿 蝶

畿

繋

ぶ蛮
轢
礫 蜂 ：畔

軽

：畔 琳 ：畔 蝶 蝶

軽

蝶 蝶 畔 蝶

r［
［裏

［樽

売

牽

：昧
七、
脾
旨
樹
三

煙
旨
耕
一：≡王雌

蝉
叫
＋
蝉
主 I

市
祁
顧 海星 疋

軽

哺 頑〕 田 紬 要肺、

索
鷹 上 Eヨ 定

懸
綽 裏

覇 監 酔
蝉

忠＼ ＼ 11 晋 寒 確蔓 ‾‘‾‾▼江ご 仁 量 霹 「　、ヽ 偏－ 番
珪＝ 薯
旨
ど

薯
旨
ど

｛亡 け「 亙 甘－
臣
蛇

慮
旨
琳

壬ト 聴
白
米

旨
ど

・稗終
旨
ど

旨
ど
旨
′
蝉
′
撃 蝉
′

臣
臆
軽

撃 蝉
′
蝉
′

てヾ－旨
さ主こ

旨
ユ】
旨
盛’

旨
嘘’

旨
離

′′ヽ－巨
獣

1ロ、 旦 旦 旦 亀 旦
く 「く 「く く く 搭 皿〈 皿（ 皿（ 江泣く 皿（ 皿く 皿（ 宗 舶 轟 毒 轟 椒 車幅 椒 椒

薗 祐 駄 誌 薗 薗 誌 枯 薗 蝉 祐 蝉 誌 亀 畠 薗 薗 畠 薗 畠 薗 畠 ！誌 畠 l薗

」畔
聾
聾 蝉 噸 瑚 増

薯
曹 噸 わ 蝉 穂

薯 瑚
頸 瑚

瑠 頸 噌 噌 瑚 顛
瑚
瑚 噸

薗 一粒 聴 市 ≡ピ ＜く
沌 嘘 ト 鴬 ヰこ 懸 くく 蝉

噌
督 頑叶べ≡王 111

駄 く ≡ピ …ピ
蝉

軽 叫
六 l 田 ウ′や

窟

♯
腫

應 ト 田 量
綽

搭

裏

r、
覇 監 琳 1卦 番 忠

蝉 噂 ＋ 増 去 咄 唯】 堤 堰 年、　 臣 ′I・R 橿 i蝉 旨 駐 ーK 惑 計 囁 史 塞 蛍 聴

軒 r・4 N いつ 寸 Lr）
・く ロコ

亡、、 00 Cn C⊃1－4
r4
▼・－」

l
N
▼－」

「　　「
3 上票 上狛

票 ［ ！iFー；
r－・叫　j
0〇
r4
Cn
r一一1
C⊃N t－→N NN CYつN 寸N

鱒 〔ユニ ロゴ

［

C已 C已 ロゴ I（．D
〔已

暮
q⊃
〔已
ロコ
f！
〔ピ 出 i 出
i
l

ロゴ 出 当 当 当 出 出 出 〔：已 ロゴ ［已 出 ロゴ ロコ

．
＼
　
∵
∵
∴
・
C
二
い
血
中



第ユ章　調査に致る経過

竜ヶ崎ニュータウン建設計画は、昭和46年1月に「竜ヶ崎牛久都市計画事業」として市街地開

発事業に関する都市計画が決定され、事業名を「北竜台及び龍ケ岡持志士地区画整備事業」と称

し、当初日本住宅公団が計画した。しかし昭和51年4月、宅地開発公団茨城開発局の設立により

引き継がれて事業を実施することになった。事業面積は67且．5haで、その現況は、北竜台において

は山林原野が約70％で、畑および水田等の耕地は約24％を占め、龍ケ岡において山林原野は約50

％で、畑e水田等の耕地は40％以上を占めている。

茨城県教育委員会は、地元龍ヶ崎教育委員会と昭和45年に行った埋蔵文化財の分布調査に基づ

き、22遺跡について、文化財保護の立場から必要な措置を講ずる協議を重ねた。その後、昭和51

年7月に、再度分布調査を実施し、新たに7遺跡が追加された。その結果、北竜台15遺跡、龍ケ

剛4遺跡について関係機関で再協議を行い、29遺跡のうち26遺跡については現状保存が困難なの

で、記録保存の措置を講ずることになった。

茨城県教育財団は、茨城県教育委員会の指導により、県内各地の開発事業の進展に伴う埋蔵文

化財発掘調査の需要増加に対応するため、昭和52年4月、本部に調査課を新設し、「北竜台及び

龍ケ同士地区画整理事業の施行に係る埋蔵文化財発掘調査」の業務委託契約を宅地開発公団と締

結した。

昭和54年度の発掘調査業務は、北竜台では前年度より継続の調査が行われていた赤松遺跡、太

羽谷津遺跡、仲根台塚群、打越A遺跡、打越C遺跡、廻り地A遺跡、廻り地B遺跡、ウツブタ遺

跡（以上北竜台）、前清水遺跡、塚下遺跡、屋代A遺跡（以止龍ケ岡）の11遺跡の発掘調査を行っ

た。このうち赤松遺跡は6月に終了し、祖を）地A遺跡、屋代A遺跡については次年度継続して行

うことになった。なお、調査は調査第2班6名が担当したが、赤松遺跡終了後1名が整理に当っ

たので、現地における発掘調査は5名で行った。

発掘調査を実施した遺跡

遺　 跡　 名 調　査　年　度 遺　 跡　 名 調　査　年　度

松　 葉　 遺　 跡 昭和52年度 打 越 C　遺 跡 昭和54年度

外 八 代 遺 跡 昭和52 ・53年度 ウツブタ遺跡 昭和54年度

沖　 餅　 遺　 跡 昭和53年度 中 根 台 塚 群 昭和54年度

赤　 松　 遺　 跡 昭和53 ・54年度 廻 ㌢）地B 遺跡 昭和54年度

太羽谷津遺跡 昭和53 ・54年度 廻 り地A 遺跡 昭和54 ・55年度

塚　 下　 遺　 跡 昭和54年度 屋 代 A 遺 跡 昭和54 ・55年度

前 清 水 遺 跡 昭和54年度 成　 沢　 遺　 跡 昭和55年度

打 越 A 遺 跡 昭和54年度 自蔵 寺 遺 跡 昭和55年度
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第2章　遺跡の立地と環境

第1節　地理的環境

竜ヶ崎ニュータウン建設は龍ヶ崎市北部の台地に計画されているが、この地域は稲敷台地の南

端部に位置している0稲敷台地は筑波台地より東にのび東が霞ケ浦に面し、南は利根川低地となぅ

ている0台地は標高20～30mでほぼ平地であるが、東に高く西に低い形状を示し、小野川、花室

川、乙戸川、清明川により開析されている。

遺跡の所在する龍ヶ崎市の北部台地は、女化が原の南に当る台地の縁辺部で、谷津が入りくん

で樹枝状となり複雑な地形となっている0この台地は、海の幸、山の幸に恵まれて、先人の生活

に適していたため、多くの遺跡が所在している。

龍ヶ崎市街を形成している利根川低地は、千葉県木下付近まで約10kmの幅を有し、穀倉地帯と

なっている。

第2節　歴史的環境

稲敷台地上には、明治12年日本人による最初の貝塚発掘として知られる陸平貝塚（美浦村）を

はじめ、椎塚貝塚（江戸崎町）、福田貝塚（東村）、広畑貝塚（桜川村）などの貝塚が多く、茨

城県内において遺跡の分布が最も顕著な地域である。

弥生時代の遺跡としては、殿内遺跡（桜川村）、尾島祭祀跡（桜川村）などが知られ、古墳時

代の遺跡としては、浮島の原古墳群（桜川村）、木原古墳群（美浦村）などがある。
え1レJ　つ　　すなわ　うまや　お　　　　　　　　　　ひたち．L

常陸図風土記信太郡の条に「榎の浦の津あり。便ち辟家を置けr）。策蒜の芙蕗にして、常陸路
はじめ

の頭なりdとある。この駅家がどこに置かれていたかについては龍ヶ崎市大徳付近、新利根村柴

崎付近等諸説があるが、稲敷台地南端辺に置かれていたことは確かであろう。

龍ヶ崎市城においては、竜ヶ崎ニュータウン地内の発掘調査からみると、松葉遺跡は古墳時代

前期の集落址であり、沖餅遺跡は先土器時代の遺物のほか純文時代中期及び古墳時代前期の集落

址があり、赤松遺跡は、縄文時代中期のフラスコ状土壌を伴う集落址であった。外八代遺跡は、

弥生時代から奈良・平安時代の集落址及び中世の城館跡であり、屋代A遺跡は弥生時代から古墳時

代の集落址であった0なお、酎）地A遺跡ま地点貝塚を伴う縄文時代後期の遺跡である。このよ

うに、龍ヶ崎市の北部台地には、原始・古代の遺跡が多く各時代にわたって人々の生活が営まれ

ていたことがうかがえる。

このほか、龍ヶ崎城跡、馴馬城跡、若柴城跡、屋代城跡、外八代城跡、貝原塚城跡など中世の

城館跡も多い。
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第3革　前清水遺跡

亀この遺跡（図2、写1－1）は、龍ヶ崎市と美浦村を結ぶ県道（木原街道）に沿った貝原塚集

落の南東約500mの台地南縁辺部にある。遺跡の北側台地は小支谷が入り込んで樹枝状とな生

南側はゆるやかな傾斜の谷を形成している。周辺には、自蔵寺遺跡が西側に近接する外、貝原塚

城跡。屋代城跡などの遺跡がある。

第瑠節　調査経過

昭和54年4月19日～4月26日　調査エリアを再確認し、伐開作業と大調査区の杭打ち作業を業

者に委託する。本遺跡においての調査区設定は、基準杭（公団1等多角点No．193を基準とし、磁

北N」9021′29′′－Eの方向37．074mの点）から更に南へ80m、東へ80m移動した点を起点とし、

調査区の名称は40mおきに東へ1e2・3……、南へA・B。C……とした。併せて、第1号塚

（稲荷塚）調査のため修祓を行い、器材点検をした。なお、24日に地元有志による協力員会を

開催して、作業員募集等を依頼した。

5月6日～5月9日　調査区清掃、小グリッド設定の杭二打ち作業のかたわら、備品格納小屋の

設置作業をする。遺跡全景写真を撮影する。

5月11日～5月25日　遺跡北側のエリア中心部のC3区より放射状に、遺構分布状況確認のた

めの表土除去作業を開始した。作業の進展に伴い、C3区。D3区に竪穴式住居址状遺構を検

出した。また、土師器片とともに縄文土器片を少量検出し、次いで塚の地形測量等を実施した。

5月28日～6月7日　遺跡北側については、遺構の分布状況をほぼ確認することができたが、

なお詳細を把握するため遺構確認のための調査を続行した。南東側については、E4区を中心に

これも放射状に表土除去作業を実施し、遺構確認調査を開始した。その結果、掘立柱建築址と推

測されるピット群を検出することができた。

6月11日～6月13日　遺構の確認調査と、遺構プラン追求のためのグリッド発掘拡張の結果、

C3区。D3区及びE5区e F5区を中心に、各遺構の分布状況や遺構数を知ることができた。

また、表土より土師質土器片。施粕陶器片e内耳土器片。燈明皿、それに中世古銭等が検出され

たことから、中世の遺構群であろうことが推測された。

6月15日～6月28日　F5区の溝状遺構を第1号溝と仮称し、掘り込み調査を開始した。また、

㌔。
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第2回　前清水遺跡全体図
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その西側にも平行する1条の溝状遺構を検出し、第2号港と仮称した。西側の溝状遺構において

は、掘り込み調査e精査の段階で一部に槻列状ピットを検出した。

塚の頂部をほぼ中心にグリッドを設定し、封土の断面調査を行い、同時に、塚に周溝が廻って

いることを確認した。

7月2日～7月20日　掘立柱建築址の調査を開始した。第1号から第3号の土壌の掘り込み

精査実測作業と併行して、塚の周溝部分の調査を実施した結果、覆土内から土師質土器片、陶

器片を検出した。また、北東部に土壇らしき部分を検出した。遺跡北側の調査をほぼ終了する。

7月23日～8月10日　第4号から第14号土壌の精査◎実測をする。竪穴住居址状遺構3軒の平

面プランを確認。隅丸方形2軒のうち炉を有するもの1軒のほか、不整形1軒であることが明ら

かとなった。

8月21日～8月27日　第1号から第3号の住居址状遺構の掘り込みe精査e実測をする。当初、

北地区にほぼ北行するものと西行する2条の溝の存在が考えられたが、D3区でコーナー部を検

出し、同系のものであったことを確認した。27日青山学院大学講師伊穏正雄氏を招樽し指導を受

けた。

8月28日～8月30日　遺跡北側の残存調査e実測を終了し、南側へ集中して調査作業を開始す

る。第4号土壌から古銭2枚を検出した。

8月31日～9月5日　C3区の第15～18号土壌等の断面実測、第2号溝の平面実測の調査を終

了するだけとなか上塚下遺跡への器材e人員の移動をした。第14号土壌については、地下式境の

ため土砂の落下の危険性を考慮し、調査の安全を期した。

9月6日～9月13日　当遺跡における調査はほぼ終了し、第14号土壌の精査、並びに図面の加

筆を行い、13日をもって全ての調査が終了した。

第2節　遺構◎遺構出藍遺物

1　住居地

第1号住居址（図6、写1－1）

本址はC3f2。C3f。に確認した。平面形は長軸3．9m e短軸3．6mを測り、ほぼ方形を呈して

ている。覆土は5層からなる自然堆積状である。壁は4面ともほぼ垂直に近い立ち上がりを示し、

遺存状態は硬くしまっていて良好なものであった。床面の深さは48cmを測㌢上　中央より北東側床

面には焼土粒子を帯びた堅い部分を有したが、一部抜根址により挽乱されていた。確認されたピ

ットの配列は不規則で、壁際をも加えると大小合わせて16か所を数える。主柱穴と見られるもの
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はPleP2eP。だけで、南側コーナー部におけるピットの確認はできなかった。西壁際のP5eP4は間

口施設のものと推測される。覆土内及び遺構に伴った遺物は出土しなかった。

2　土壌

第1号土壌（図7）

本址はE5j5を主体に確認した。長径方向N－490－Eを指す。平面形は長径3．4m。短径2．5

mを測る不整楕円形を呈す。覆土は自然堆積を示している。出土遺物はない。

第2号土墳（図8）

本址はC3j7に確認し、第7号土壌と形態が類似する。平面形は楕円形を呈し、長径1．2m。短

径1．0mを測る。長径方向はN－360－Eを指し、深さは中央最浅部で18cm、両端最深部で52cm

を測る。出土遺物はなかった。

第3号土壌（図10、写2－1・2）

本址はF4j。に確認され、平面形は長径3mほどの楕円形を里し、長径方行はN－810－Wであ

る。本来、円筒状の土壌が複合したものと考えられ、深さは東西ともに2．4mである。覆土は人

為的な埋め戻しの可能性を有する。図に示した遣物出土分布図のうち、3は覆土内からの黒曜石

剥片。4は五輪塔空輸と思われる花崗岩塊（写10－4）elの墳底面西寄りの底直上からは、馬の

歯牙7本。2からは緑の色を保っている笹菓（和名アズマザサ）5枚を出土した。なお、その他

の分布地点からは、土師質土器片。施粕陶器片e施粕陶磁器片等の細片を出土した。2について

は、馬の埋葬の際一緒に埋めた笹葉が何らかの影響で腐らず残ったものか、井戸状遺構に投棄し

たものかの何れかであろうと思われる。

第4号土壌（図11、写2－3・4）

本址はD3a4を主体に確認された。竪墳部、羨道部、主室からなる地下式壕であるが、天井部

が陥没し壁が崩壊しオーバーハングしている。主室は、長辺3．1m e短辺1．9mの長方形に近く、

高さ1．2mを測る。長軸の方向はN－690－Eを指す。なお、主室東寄りには、径55cme深さ45cm

のピットが掘られており、羨道部は主室より一段高くなっている。天井部の陥没のため竪墳部と

ともにその規模については不明であるが、類似する遺構に第14号土壌がある。陥没のため覆土は

複雑な自然的二次堆積を呈している。遺物分布図1～5のうち、1は、施粕磁器底部片（図43－

2）である。器面に長石和を施し、ミズビキ整形痕を残す。底部は、糸切り後へラ状工具により

－　6　－



格子状引きずり痕を施し、高台を貼り付けたものとみられる。長石粕が器と高台の装着部を通り、

引きずり痕に付着している。色調は表がオリーブ灰色、裏が灰白色を呈し、胎土中に砂礫を少量

含んでおり、焼成は良好である。中世以降の磁器とみられる。2は、小型球形土器（図43－3、

写9－3）で、横ナデ整形で底部内面に洗練が残る。底部は糸切り痕を有す。口径8．1cm・底部

径5．3cme器高1．5cmを測り、残存率は90％である。日録部内面に煤が付着していることから、

燈明皿と見られる。色調はにぷい橙色を呈し、胎土中に長石e雲母eスコリア等を含む。焼成は

良好である。3ほ、小型棒形土器片（図43－4、写9－4）で、口径26cme器高2．4cm、残存率

20％程度の燈明皿である。内外面ともに横ナデ整形痕があり、色調は橙色を里し、胎土中に砂礫・

砂粒・スコリア等を含む。焼成は良好である。4の古銭（図49－4、写11－4）は、末代の黙寧

元宝であり、5の古銭（図49－5、写11－5）は末代の聖宋通宝である。その他の分布点は、土

師質土器細片である。

第5号土壌（図13、写2－5）

本址はC2d。に確認した。平面径は径2．6mの円形で、深さは2．9mを測t上粘土層まで掘り込

まれている。墳底面は径1．1mの円形で、ほぼ平坦面を呈し、開口部の中心点と墳底の中心点が

ほぼ一致するように掘り下げられている。壁は2．2mほどまでは垂直に立ち上が『上　壁上部は比

較的粗雑な掘り込み面を呈して外傾する。9層下の覆土は確認が不可能であったが、人為的埋め

戻しの可能性を有していた。遺物の出土は皆無である。

第6号土埴（図14、写2－6）

本址はD3d6を主体に確認した。平面形は径2．5mの円形で、深さは2．9mを測る。墳底面は

径1．0×0．8mの、北西に長軸を指す楕円形を呈して皿状に振川込まれていた。壁の道春は良好

で、深さ1．6m程より下は粘土層を掘り込んでいる。覆土は3層に区分でき、上層は暗褐色を呈し

てロームブロックを少量含み、中層は黒褐色を呈してロームブロックを微量に含んでおり、下層は

黒褐色を呈して砂粒を少量含んでいる。遺物に小型棒型土器片（図43－5、写9－5）がある。残

存率45％程度のもので、口径8．1cme底部径6．Ocme器高2．1cmを測る。器内はナデ整形痕を有し、

外面は横ナデ整形痕を残すが、一部未整形である。底部外面に糸切り痕をもつ。色調はにぷい

橙色を呈し、胎土中に雲母eスコリア等を含み、焼成は良好である。

第7号土壌（図9、写3－11）

本址はC3j7に確認した。長径方向はN－240　－Eを指し、平面形は長径1．2m e短径1．0m

の不整楕円形を里す。深さは最浅部で18cme最深部で35cmを測r上境底面は起伏する。壁はおお
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むね垂直に近い立ち上がりであるが、北東壁面のみ外傾する。覆土は黒色で、堆積状態は不明で

あった。遺物の出土はない。

第8号土壌（図12、写3－2）

本址はC3j5を主体に確認し、第9号土壌。第15号土壌と重複する。各土壌との新旧関係は不

明である。平面形は長軸方向N－700　－Wを指し、平面形は不整楕円形で、長径は一部不明であ

るが3m強、短径は上4mである。深さは32cmで、墳底面は平坦で軟らかであった。壁はやや硬

く、覆土は暗褐色の1層被覆のみである。出土遺物に、覆土内からの土師質土器細片がある。

第9号土墳（図15、写3－2）

本址はC3j6に確認し、第8号土壌が西に、第15号土壌が北に重複する。平面形は径約1mの円

と、径0．9×0．5mを測る楕円とで構成する双円形を里し、長軸方向はN－650－Wを指している。

遺構検出面から墳底までは双方其20cmと浅く、楕円形方には深さ20cmのピットを有している。覆

土は自然堆積である。遺物の出土は無い。

第10号土墳（図18、写3－3）

本址はD3a6に確認した。長径方向はN－260－Wを指し、平面形は長径2．1m・短径1．7mを

測る楕円形である。深さは70．5cmと深く、墳底面は踏み固められた痕跡を有して硬く平らであっ

た。壁は垂直に近い立ち上がりを呈するが、東側壁はテラス状の張り出し面を有し、壁は全体的

に脆い状態であった。覆土は、焼土粒子とロームブロックの混入を比較的多く認められる人為的

な埋め戻し状の堆積を示す。遺物の出土は無かった。

第11号土壌（図16、写3－5）

本址はC3j6に確認した。長軸方向はN－200－Wを指し、平面形は長軸1．6m・短軸1．3mを

測る不整長方形で、深さは37cmである。墳底面はかなり締っており、壁の形態と共に第10号土壌

に類似する。覆土は人為的な埋め戻し状の堆積を豊し、ロームブロックを混入する褐色土が主体

を占めた。遺物の出土は無い。

第12号土壌（図17、写3－5）

本址はC3i5に確認され、第13号土墳と重複する。新旧関係は本址が古い。平面形は、長軸方向

N－870－Wを指す長方形で、長軸は1．9m・短軸は1．5m、深さは30cmである。墳底面は平坦で、

南東壁下に径42×33cme深さ20cmのピットを有する。壁は締りがあり比較的硬く、覆土は人為的
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埋め戻しの状態を呈している。遺物の出土は無い。

第臓号藍磯（図20、写3－6）

本址はC3j4に確認され、第12号土壌と重複する。長軸方向はN－710－Eを指し、平面形は長

軸2・4m。短軸1・3mの長方形で、深さは41cmを測る0壁は硬質ローム面で遺存状態は良好であり、東

壁が垂直に立ち上がる他はゆるやかに外傾する。墳底面はおおむね平坦で硬く、南北両壁下に深

さ15cm程度の鉢状掘り込みを有する。覆土は3層が主体をなし、自然堆積と見られる。出土遺物

に、覆土内より縄文式土器片を検出しているが、微細なため資料とはならなかった。

第14号土壌（図19、写4－1）

本址はD3a4　e D3a6にかけ確認された地下式嬢である。平面形85×70cmの長方形を呈する竪

墳部は、硬質ロームを掘り下げ粘土層に達しており、深さ工6mを測る。北側に羨道を設け、段

差40cmを有して長辺2・2mゆ短辺0・9m。高さL2mを測る直方体状の主室となる。その長軸方向

は、N－800－Eを指している。竪墳部の壁は軟質であったが、羨道部e主室の壁及び天井は硬く

道春状態は良好であった。主室底面は、炭化材。炭化粒子◎焼土とを少量含む黒褐色土の硬い面

を呈していた。主室内部の堆積土は、ローム混入の黒褐色まで、脆い顆粒状のものであった。覆

土はおおむね9層に区分できるが、竪墳部は人為的堆積、内部は自然堆積の状態を示している。

遺物は、地下境内覆土より縄文式土器片1片を出土した。遺物分布図1の遺物（図44－10、写9

－10）は、竹管による横位沈線を配し、口唇部にも竹管の押庄痕を有する土器片である。胎土中

には砂粒㊧長石eスコリア等を含み、色調はにぷい褐色を呈しており、焼成は良好である。

第15号土壌（図21、写3－2）

本址はC3j5で確認し、第8号土壌昏第9号土壌と重複する。長軸方向はN－160－Wを指し、

平面形は長軸2．7m e短軸L9mを測る長方形である。深さは30cmを測り、墳底面は平坦で比較

的軟らかい状態を呈した。壁は、第16号土壌と形状が類似し、壁傾斜角がほぼ同一である。覆土

は3層∫に区分する自然堆積の状態を示す。遺物の出土は無い。

第柑号丑堵　図22、写4－2）

本址はC3j9で確認した。長軸方向N－50－Wを指し、平面形は長軸2．1m。短軸1．3mの長

方形である。壌底は敢らかな平坦面を呈し、深さは50cmを測る。壁は4面共に同傾斜角を有し、

覆土は3層に区分する自然堆積の状態を示す。遺物の出土は無い。
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第17号土壌（図23、写4－3）

本址はC4jlで確認した。長径方向N－410－Wを指す不整楕円形で、長径2．Om e短径1．5m

深さ35cmを測る。南西壁が内側に若干猛れ、東壁に接する底面直下に径4．2cm・深さ10cmを測る

皿状の掘り込みを有する。壁は硬く、おおむね急傾斜を呈して外傾する。覆土は、上層がローム

粒子を少量含有する褐色土で、下層はローム粒子・ロームブロックを微量に含む褐色土である。

遺物の出土は無い。

第18号土蠣（図24）

本址はC3j9に確認された。長軸方向N－420－Wを指し、長軸2．Om e短軸L2mを測る不整

形を呈し、深さは18cmと浅い。中央に径40×20cme深さ20cmを測るピットがある。覆土は2層が

主体をなす自然堆積層を示している。壁は、北側が不整面で緩傾斜を呈している。出土遺物は無い。

第摘号藍堵（図25、写4－4）

本址はC3j4に確認され、遺構確認面は焼土粒子を多量に含む黒褐色土が覆っていた。平面形

は不整形で、長軸方向はN－380－Wを指し、長径2．7m e短径2．5mを測る。墳底面までは21cm

と浅く、覆土は極めて軟かな黒褐色土とローム混入が認められる褐色土からなり、人為的二堆積

積層を示す。遣物は、南東部の緩傾斜を呈した壁側に、長さ35cm・径10cmの木炭と、墳底面中央

部に炭化材を検出した。壁は軟らかいが、墳底面は比較的硬く、特に炭化材の遺存した周辺は堅

く締っていた。

第2⑳号土壌（図26）

本地まD3a6に確認された。径1mを測る不整円形で、深さは最浅面で20cm。最深面で42cmを

測る。墳底面は不整面を呈し、壁は外傾して立ち上がる。覆土は2層に区分でき、上層には黒褐

色土、下層には褐色を呈した顆粒状の堆積土が認められた。2層の堆積は、自然堆積である。遺

物の出土は無い。

第21号土墳（図27、写4－5）

本址はD3a6を主体に確認した。長軸方向はN－530－Eを指し、長軸2．1m e短軸0．95mを測

る。墳底部は階段状を呈し、南西側の1．0×1．0m・深さ39cmの方形部が主体である。墳底部は

比較的硬いが、特に有段面が非常に硬く、人骨の遺春を確認した。人骨の保存状態は悪く、頭頂

骨、及び下顎骨のみの検出であった。壁は墳底部よりやや軟らかい程度で、おおむね垂直ぎみに

立ち上がる。覆土は3層からなる自然堆積を実測図では示すが、掘り込み調査においては人為的
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埋め戻し状の堆積であった。人骨（写11－13）の分析は、東京大学理学部助教授遠藤萬里氏に依

頼した結果、30歳代の女性であろうとのことあり、また、埋葬年代は中世以降のものであろうと

のことであった。

第22号土壌（図30）

本址はD3a6で確認した。平面形は長径上2m・短径8．5mの楕円形で、長径方向はN－880－W

を指している。墳底面には2か所にピットがあり、その深さは15cmと37cmである。覆土は3層に

区分できる自然堆積層を示した。遺物の検出は無い。

第23号土壌（図28、写4－6）

本址はF4b6で確認した。平面形は長径1．65m e短径0．95mを測る不整楕円形を里し、長径方

向はN－390－Eを指す。深さは23cmを有し、北東側の墳底面は比較的平坦である。壁は外傾して立

ち上がる。覆土は2層に区分する。覆土内からの出土遺物として、馬の上顎骨の一部と歯牙6本

がある。

第24号土壌（図29）

本址はF4C。に確認した。平面形は長径1．7m e短径1．35mの不整形を呈し、長径方向はN－

520－Wを指している。北東壁は緩傾斜を呈し、墳底の平面形は北西に長径を示す楕円形である。

墳底面は起伏が激しく、壁には皿状の窪みを有する。覆土は5層に区分でき、人為的埋め戻しの

状態を示す。出土遺物は無い。

3．溝址

第瑠号溝址（図31、写5－1、写8－1）

本址はE5区e F5区に位置するピット群を囲むように、北東部に開口する「コ」の字状を呈

している。E5g2より主軸方向N－320－Eを指し、最大幅員1．8m e最底幅員0．8m e深さ35～

50cmの、ほぼ「U」字形の断面を呈してF4a。まで延び、そこで主軸方向をN－520－Wに曲折させ

F5d4に至るが、途中F5C。においては「T」字形に分岐し、主軸方向をN－3アーEに変えて北

東存する。調査した溝の全長は、F5g2から曲折するところのF4aoまでが19m、F4aoから「T」

字形に分岐するF5C3までが16．5m、分岐して北東行する距離が14m程で、全長49．5mにおよぶ。

この溝は、更にE5g2より北東方に、F5d4においてほ南東方に延びるものとみられる。

なお、溝底面のレベルは不規則で、壁は不整面で起伏が多い。遺物は覆土内より、縄文式土器片
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2片e内耳片1片e古銭1枚を検出している。

遣物（図43。図44、写9）について。11は、比較的厚手の土器片で、外面に縦位櫛目文を有し、

内面はへラナデ整形痕を残す。色調は明褐色を里し、焼成は良好である。胎土中に長石等を含む。

堀之内式土器の底部片と見られる。12は、徴隆起線を配している。色調はにぷい褐色を里し、焼

成は良好である。胎土中に砂粒e石英。長石等を含む。中期後薬の土器片であろう。6は、小片

で時期不明の内耳土器片である。外面が黒く焼け、内面はにぷい褐色を呈す。同系と見られる内

耳土器は、隣接する塚下遺跡からも出土しており、塚下遺跡出土の時期を推定し得る形状のもの

と比較して、16世紀辺りに編年されるものと思われる。古銭（図49－1、写11－1）は、明代の

洪武通宝である。

第2号溝址（図32、写5－1、写8－1）

本址はE5g2より主軸方向N－340－Eを指しF4b8に至る。規模は、幅員工9m e深さ35～60cm

を測る「U」字形状の毛抜掘りで、調査した長さほ30mである。覆土は中層までが黒褐色を、下

層がロームブロックを含む褐色を呈し、自然堆積の状態を示している。覆土内より土師質土器片e

陶器細片のほか、底部外面に糸切り文を有した棒形土器1点を検出した。この第2号溝のF4C8e

F4C9付近には、第1号溝との間に土塁らしき盛土が残存していたと云われるが、現在は耕作に

よる削平のためか連滅している。本址の第1号溝に近い内壁には、一部に槻列状ピットとみられ

る数本の比較的規則的な柱穴を有している。溝底面は北が硬く、南がやや軟らかい。溝底面のレ

ベルは全体的に水平面を呈しており、その平均値は35．8cm程を測る。

遺物（図43、写9）について。7ほ、覆土内から出土した小形皿型土器である。口径7．2m e

底部径4．8cm。器高上7cmを測り、残存率は70％程度である。底部内面のみこみ部はナデ整形痕

を残す。外面は横ナデ整形である。底部外面に糸切り文を有す。色調はにぷい橙色を呈し、焼成

は良好である。胎土中に、雲母eスコリアe長石等を含んでいる。

4．掘立柱建築祉

第1号掘立柱建築址（図33）

本建築址は、F5a2e F5a3を主体に確認された。規模は、北西面桁行が4．5m（3間）。

南東面桁行が4．5m（4間）、梁行3m（1間）を測る。「コ」の字状に囲む第1号港内にあ

り、主軸方向はN－540－Wで、第2号掘立柱建築址とほぼ同方向を向き、面積は13．5mZである。

柱間寸法は、n～践間が1．5＋上5m、n～島は3m、島～島は1．5＋1．0＋0．9＋1．1m程を

測る。掘り方は、Pl。島。Be質が楕円形、BeB。島がほぼ方形を呈し、ほかは不整形である。
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深さは汽e銭を除き均一的なものであった。遣物の検出は無い。なお、本建築址に付随する施設

としてPlO～P12が考えられる。

No． 径 （cm ）
深 さ

（cm）
備　 考 N o． 径 （cm ）

深 さ
（cm ）

備　 考

5 方 形1 92 ×64
！

［ 4 3

［
楕 円 形 84 × 7 1 ［ 42

2
10 0 ×9 1 ［ 4 3

不 整 形
［

I
6 i 66 × 6 1

！ 30

jも

！
「轄 円形

3
！ 70 ×7 1 ； 4 1 ！ 方形

7
：

楕 円形i 48 × 25

I

20

8 38 × 30

i

10
I
方 形4 95 ×65 4 3

i 楕 円形

⊥
i
i 9

113 ；言 丁 45
不 整 形

第2号撼豊櫨建築址（図34）

本建築址は、E5jl。E5j2を主体に確認した。第1号掘立柱建築址の北西に隣接する。規模

は、桁行3．5m（1間）、梁行2．5m（1間）程で、面積は8．75mZの小規模な建築址である。主

軸方向はN－540－Eを向き、第1号掘立柱建築址と同方向を指す。本址は、第1号溝の南西コー

ナー部に構築されている。掘り方は、Plは長方形を里し、P4が比較的方形に近い。P2eP3は楕円

形である。遣物の検出は無い。

No． 径 （cm ）
深 さ
（cm ）

備　 考 No． 径 （cm ）
深 さ
（cm ）

備　 考

1 65 × 38 32 長 方 形 3 42 × 50 15
不整

楕 円形

2 50 × 43 33 楕 円形 4 45 × 43 4 2 方 形

5．塚

塚（図35、図36、写6－2、写7－1・2）

本址は、遺跡東側の、台地が沖積地に緩傾斜を呈する突端部付近に位置し、稲荷塚と呼ばれてい

た塚である。付近には、いくつかの塚とみられる盛土がある。現在は、ほぼ円形と認められるだ

けで、北西裾部は掘削され、南裾部は耕作により削平されたり芋穴に利用されたりしていた。

測量調査の結果は、塚に付随して北東側に極めて低い起伏を有する部分が認められた。傾斜面

のために、前方部の封土を流出した前方後円墳の崩壊寸前の古墳かとも見られたが、北東部の小

起状は耕作による盛土であることが判明し、円形の塚として調査を実施するに至った。塚の形状

は、径4m程を測る円形であって、その規模については、全体に南西部への封土の著しい流出と、

北西裾部の連滅等により変形しているが、塚頂部の高さは、最も高い北東部より見通した時
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0．7m、最も低い南西部より見通した場合は1．8mである。調査は頂部を中心に4本のトレンチ

を設定し、以後グリッド発掘に移行しながら行われた。塚の土層断面は、旧表土上にそのまま

築造されたもので、北東面から南西面に下降する基盤に比較的平行しながら盛土を行っている。

しかし、頂部付近に至っては北面から南面への流出を大きくし、築造時に緩斜面上の盛土方法

のバランスを考えたと見られる痕跡を認めた。トレンチ発掘の結果周溝を認め、C2j。区のグリッ

ド設定杭に基づき、封土の一部除去と周溝確認調査を行ったところ、周溝は塚の北東裾部C2

f3から塚を因むように、幅工2m e深さ0．9mの急勾配で掘り込まれており、基盤の傾斜上、北

東部がより深く、比較的溝底面は水平を保ちながら南西方に至っていたことが確認されたが、南

西部が連滅していたために全体を把握することはできなかった。また、C2f3においてほ、幅上5

m程がテラス状に張り出して地続きとなり、その裾部には有段の造－）出し状部分が幅1汀－、傾斜

角250で3段に築かれていた。

塚からの遣物は、縄文式土器片2片と、頂部第1層よF）燈明皿片が出土した。また、溝覆土内

より土師質土器の細片を2片と、北東裾部第1層より燈明皿1枚を出土した。

遣物（図43、図44、写9）について。13は、撚糸文を配し、薄手で色調は褐灰色である。焼成

は良好で、胎土中に砂粒e長石等を含んでいる。14は、RLの縄文を配し、色調はにぷい褐色で

ある。焼成は良好で、胎土中に石英。長石・砂粒等を含んでいる。8は、塚頂部の第1層内で

検出した残存率40％の燈明皿である。大きさほ口径6．1cme底部径3．8cme器高1．0cmで、内外

共ナデ整形を施し、底部には僅かに糸切りのような文様がある。色調はにぷい橙色で、焼成は普

通である。胎土中に、スコリアe雲母e砂粒等を含んでいる。9は、北東裾部の第1層内から検出

した燈明皿である。大きさは口径6．4cm。底部径3．7cme器高1．2cmで、目線内面の3か所に油

と煤が付着している。整形法はナデ整形による。色調はにぷい橙色で、焼成は普通である。胎土

中にスコリア・雲母・砂粒等を含んでいる。

6．竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構（図37、写5－2）

長軸方向はN－330－Wを指し、平面形は長軸4．1m e短軸3．8mの長方形である。深さは45

cm、柱穴。地床炉等の施設は皆無である。遺物検出も無く、住居址とは認定し難い。構築時期に
〃叫こニ。．”〆、く－、か〆㌦くノ

ついても不明である。なお、覆土は4層に区分でき、自然堆積状である。

第2号竪穴状遺構（図38、写6－1）

本址はC3d2　e C3d。に確認した。平面形は、長径6．1m。短径4．1mを測る不整楕円形で、
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長軸方向は、真北に近いN－60－Wを示している。深さは23cmと浅く、床面には多数のピットを

有する。覆土は3層に区分できる自然堆積状で、覆土内より6点の縄文土器片が出土した。床面

の状態は、第1号竪穴状遺構と同じで軟らかい褐色の平坦面を呈している。本址の構築時期等に

っいては不明である。遺物（図44、写9）について。17は、比較的厚手の繊維土器片で、表裏共

に条痕文を有す。色調は暗褐色を呈し、焼成は良好である。胎土中に繊維・長石等を含んでいる。

広義の茅山式に含まれる。18は、器面の摩耗が著しく、文様の識別が不可能である。薄手で色調

は褐色を里す。焼成は不良で、胎土中に砂粒・石英e長石等を含んでいる。19は、口綾部と見ら

れる土器片で、指頭によるナデ痕があり、LRの縄文を配している。色調は明褐色で、焼成は良

好である。胎土中に石英e長石等を含んでいる。20は、薄手の沈線を配す土器片で、焼成は良好

で堅緻である。21は、波状沈線文を配し、色調は明褐色で焼成は良好である。胎土中に長石等を

わずかに含んでいる。

7．ピット群

C3区ピット群（図39）

ピット配列は、図4の通りである。C3区に検出されたピットは、掘立柱建築址を除いて総数

27本である。各ピットの径は平均値で49cmを測り、深さは浅いもので8cme深いもので5伽mであっ

た。ピット間の間隔は不定で、配列に規則性はない。覆土は2層から3層に区分でき、C3区に

おける覆土の堆積は自然堆積の状態を示す。出土遣物に、P9の覆土から縄文式土器片が検出され

た。

遺物（図44、写9）について。15は、やや内攣ぎみに立ち上がる櫛目文をもつ土器片である。

色調はにぷい橙色で、胎土中に砂粒・長石・雲母eスコリアを含み、焼成は良好である。16は、

LRの細い施文地にRLの太い側面庄痕文を一条配している。色調は褐色で、胎土中に石英eス

コリア等を含み、焼成は良好である。

『5匹ピッ浄辞（図40－42、写8－1。2）

ピット配列は、図5の通りである。F5区に検出されたピットは、総数65基を数えた。C3区

と同様ピット間の間隔は不定であr上配列等に規則性はない。本群の平面形状は、円形から楕円

形を呈し、径は平均値で49cmを測る。深さは最も浅くて14cm、最も深いところで56cmで、平均値

は25cmである。断面形は皿状e深鉢状に分類でき、そのほとんどの墳底面は皿状に窪んでいる。

覆土はC3区と同様、2層から3層で自然堆積状である。出土遣物は皆無である。
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鑑　節　ダニ　ッ机：立遠地

グjッドからの出土遣物は、量的に少なくいずれも細片であったが、縄文時代から近代にまで

およんで出土し、時期的にかなり広範囲なものであった。

1．縄文式土器

縄文式土器の出土は希有であった。ここでは、文様の相違から4群に分類した。

第1群土器

第2群土器

第3群土器

第4群土器

洗練を配したもの。

洗練区画を有し、縄文を充填したもの。

微隆起線を有するものと、それに縄文を充填したもの。

縄文を配すもの。

第1群土器（図45－1・5・16・17）

1は、僅かに外反する厚手の目線部片。丸味をもつ口綾部に粗雑なスリットを配し、外面に三

角文を配す。前期の土器片と見られる。5は、上位が厚い土器片で、指頭押庄による浅い横位沈

線と、隆帯貼り付け部にスリットを配したものである。16は、比較的薄手の細片で、横位沈線を

配している。17は、厚手の土器片で直線的な沈線を配している。色調は、1が灰褐色、5。16◎

17はにぷい褐色で、胎土中に、1は砂粒e長石等を含み、6　e16。17は砂粒e石英eスコリア等

を含んでいる。焼成は共に良好である。

第2群土器（図45－3・4）

3ほ、内攣する口綾部片で、隆帯に平行沈線を配し、その区画内にRLの斜行縄文を充填した

もの。4ほ、直線的に外傾する薄手の口綾部片で、沈線区画内をLRの斜行縄文で充填したもの

に、更に竹管文を配している。後期の土器片と見られる。色調は、3がにぷい褐色、4が褐色を

呈し、焼成は良好である。胎土中に、微砂粒。石英。長石等を含む。

第3群立器（図45－6～10）

6～9ほ、微隆起線区画に縄文を充填したもの。6　e8ほ僅かに内攣、7が外反、9は直線的

に立ち上がる。10は、内攣ぎみに立ち上がる土器片で、微隆起線を配すもの。いずれも中期複葉

のものである。色調はにぷい褐色で、焼成は良好である。胎土中に石英。長石e微砂粒等を含

んでいる。
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第4群土器（図45－11－15）

11は、RLとLRの縄文の幅を狭く施文している。12は、胴の綴れ部でLRとRLの縄文を配

している。15は、相反する撚りの複合部で同系の細片と見られる。いずれも輪積み痕を部分的に

残し、中期か後期の粗製土器と見られるもの。色調は褐色を里し、焼成は良好である。胎土中に

微砂粒e石英e長石eスコリア等を含んでいる。

望。藍師質藍器（図46－18～25、写10－18～23）

土師質土器で、実測可能な破片は9点であった。これらの土師質土器片は、時期的に少なくと

も国分期以降と見られるだけで、その所属する時期は明確に把握できなかった。

図　 版

番　 号
出土地区 器　 楯

口　 径
法妄評 鸞

整　 形　 技　 法 ［ 胎 土

i

色　 調
備考禁春雷

内　 面 外　 面 底 部外面

18 D 3　d 7 士不形土器
19
7 ．3 （cm ）
3 ．4

横 ナデ 横 ナ デ’ 糸切 り

i
砂 粒
雲 母

スコリア

にふい橙
良 好

20 ％

19 D 3　d 9 棒形土器
ニ （cm ）

巨 6 ・0
ナデ、 横 ナ デ 糸切 f）

砂 粒
雲 母
スコ リア

橙
良 好

20 ％

） 2 0 － l・一1　‾TT‾ノ　I　U目口

「

】ら （cm ）

i

l

E

イ′　1ニTl lヽ稀ちリリ

砂 粒
ノ≡E：ゥ　ー‾－． ！ 橙 i

良好
士1）　一一 ∫不1丁フ二仁者霹 芸 七撞

スコ リア
10 ％

！
l・一1　‾TT‾ノ　I　U目口 ／　　　　＼

i
イ′　し111＼

砂 粒
ノ≡E：ゥ　ー‾－． 擁

良好
Z U i 士 b　‾
j
i

∫不1丁フ二仁者霹 －　 LCm ノ
7 ．4

稀ちリリ 芸 七撞
スコ リア

榎 10 ％

i
！

2 1 i D 3 C 5 Ⅲt彬土器

i

7 ．4
5 ．8 （cm ）
工 6

ナ デ 横 ナデ 糸切 り

】 豊

i スコ リア
橙

良好

95％

ii
22 i D 3 d 6 皿形土器

7．1
5 ．7 （cm ）．
1 ．6

横 ナ デ、 横 ナデ、 糸切 り 砂 粒
に ゾミごい

黄橙

良好

10％

23 i D 3 d 6 ！

皿形土器
7．3
1 ．7 （cm ） 横 ナ デ 横 ナデ －

砂 粒

雲母

に－ミごい

黄橙

良好

4 0％

24e25は、土師質の内耳土器片である。いずれも口綾部片で、24の内耳部器肉が外側に袋状に

張り出している。25は、内耳装着部の上部だけ残っている。24より器肉の張り出しは少ない。装

着部は目線に非常に近く、器形整形後に棒状粘土を攣曲させて装着したと見られる。装着部に指

頭による押庄痕があり、器肉張り出し部内面には横ナデ整形痕を残している。色調は、内外面共

ににぷい橙色で、焼成は良好である。胎土中に、砂粒e長石等を含んでいる。

3。砥石（図47－26。27、写10－26e27）

26は、C2a。で出土した。石質は泥岩で、大きさは7・0×4・2×1・7cme重量は78gで、金属研

磨に使用されたものである。27は、D3blで出土した。石質は泥岩で、大きさは4・8×3・65×

2．3cm e重量は62gで、金属研磨に使用されたものである。
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超。　石毒液（図48－28）

28は、無柄石鉄でF5C。で出土した。大きさほ全長で2．11cm。横幅1．53cm。厚み0．4cme重量

は1．1gで、石質は石英である。

5。音銭（図49、写11）

グリッド出土の古銭と遺構出土の古銭を一括して記載した。

図版
番号
震　 銭貨名冊 笠 霊訂 銭貸名慄 出 針 銭貸名

1 i S D o l i渋武通宝
Hii 5 i

S K o 4 i聖床通宝
！ 9 iD 3 b 9 歳 寧元宝

十　　　 ［
2
lD 3 b 4 i寛永通宝 ii 6 i

i

D 3 b 4 ！寛永通宝 i lO iD 3 b 9 i文　 団

3 i D 3 b 4 悸 永通宝 ji 7 D 3 b 4 i寛永通宝 11 i D 3 b O i寛永通宝

4　 S K o 4 i黙寧元宝 il
i 8

D 3 b 4 i寛永通宝 … 12 i E 4 b 3 序 元日宝

第磯節　豊藍め

本遺跡から縄文式土器片の出土がみられたが、遺構との関連性を有する遣物の出土はなかった。

また古墳時代の遺構、もしくは遺物についても、明確な確証を得ることはできなかったが、古銭e

青磁片e内耳土器片。土師質土器片e鋪鉢片などの遺物や、溝e地下式境などの遺構から、前

清水遺跡は中e近世紀の遺跡として考えられる。

住居址については、確認された住居址はC3区の1軒だけである。出土遺物は無く、時期が不

明であるが、何らかの目的を有した遺構であろうと思われる。一部捜乱されているが焼土粒子が

床面に遺存していることから、炉址の存在も推測され、床面の状態から使用期間は長期間におよ

んだのではないかと思われる。

土壌については、大別して地下式境。墓填。井戸とに分けられる。第4号・第14号は、墳墓。

貯蔵庫の2説を主に、麹室。隠れ穴等種々様々な機能を有していると言われ、時期的に12世紀～

14世紀にかけて出現するといわれる地下式境である。第4号地下式境では、時期不明の土師質の

棒形土器が出土し、覆土内には宋銭が認められたが、時期の決定資料とはなり得ない。これらの

類例（註1）から（中世仏教を背景に発生した）墓地的な施設ではないかと思われる。本遺跡の周辺

には、自蔵寺。長昌寺。坊ロe塚下e寺久保等の字名が今なお残と上　第21号から人骨を出土した

例からも、寺院に関連する遺跡内での遺構とみることはできないだろうか。

地下式境の主室長軸方向とほぼ同じにする土壌に、第13号e第21号がある。第21号には人骨が

遣存し、墓境の可能性を有していた。第5号・第6号は、下層に沈澱物を検出し、掘り込みは
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粘土層まで達していた。形状と、付近の湧水層レベルが一致することから、井戸跡であろうと

思われる。第3号については、他に類例も無く今後の資料に期待したい。

その他の土壌は、出土遣物が第19号を除いて皆無であったが、形状が比較的類似するものとし

て、第10号。第11号e第15号e第16号・第19号があげられる。平面形がほぼ長方形を呈し、長軸

方向を北に向けており、地下式境に近接して確認されている。前述の字名と関連づけるのは早計

だが、墓頻の可能性を有してはいないだろうか。

溝址については、貝原塚と長峰の尾根状地形を切断する中間の地点で確認された。この貝原塚

には、高井城跡と呼ばれている場所や、貝原塚城跡があり、「興国二年九月　屋代信経等　攻信

太庄高井城縦火焼民合」（註2）と高井城落城が記されている。また、貝原塚という地名については

「元徳中　信太庄有上下高井　諸岡系図　木工庄衛門尉盛綱　観応三年屠信太高井城　相云琴諸

岡氏世々屠貝原塚城　而其地亦古言信太東条、然別貝原塚旧名高井」や土岐原氏五代治頼（註2）

の勢威を奮った天正年間「天正十一年三月四日多賀谷政経と課し合わせたる佐竹義重は－歩兵堂

々龍ヶ崎に向ふ其数責に五千鎗兵、歩式堂々龍ヶ崎に押寄せて貝原塚に陣を張る」（註3）とあり

14－世紀あるいは16世紀の貝原塚を知る手がかりを与えると共に、この地方が中世において、その

攻防地となっていたことを物語っている。J第1号・第2号溝及び掘立柱建築址仁ついて、その規‘、－　’－　　ヽ－　　　」＿　　l／ヽ′　トlトJ　　　一′　　　ヽ－　　　　　　　ヽノ　U　　　　ノ′l　▼　’．‾．．．’　　ヽ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　ヽ　　　　　ヽ一

校も小さく、防備用の施設とは考えられないだろうが、尾根を切断する場所にあることから、往

来をチェックする何らかの機能を有していたものと考えられなくはない。

掘立柱建築址については、不明な点を多く含むが、第1号。第2号溝跡に伴う施設であろう。

溝の曲折する位置に、長軸を溝址と平行している。推測するに溝との関連を有した番屋的性格を

もったものと考えられなくはない。

塚については、構築理由を明確に把握するまでには至らなかったが、形態（形状）が松葉遺跡

（註4）のものと類似している。塚の構築について、鈴木道之助氏が千葉県東寺山戸張遺跡の報

告でまとめられた「台地先端部等には存在せずに道路沿いに位置し、寺院との関係を示唆してい

る」（註5）は、本址の解釈に示唆を与えてくれる。学名に寺院に関係する地があか主塚に接して

古道が走っている。検出された遺物も煤の付着した燈明皿で、周棒状の溝も検出していることか

ら、ほぼ同様の性格を有した塚と考えられるだろう。本遺跡では1基だけの調査であり、資料に

乏しいが、松葉遺跡e美野里町花野井遺跡（註6）と同様、何かの供養のためのものと考えられ、

時期的には中世～近世において構築されたものと思われるが、今後の研究にまつところが多い。

その他の遺構・遺物について。住居址付近で確認された竪穴状遺構については、住居址とは認め

難いが、形状、床面の状態等から、それに近い性格のものと思われる。遺物等でも、縄文時代～

中近世に至るものまでを出土していることから、古くから人々の生活が営なまれた地であること

とが推察されるが、遺構の性格等の確証を得ることはできなかった。ただ、溝e塚e古道e土壌
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等と兼ね合わせ、ひとつのパターンとして考えるべきかも知れず、今後、類例をまって検討を加

えていきたい。

註1　鹿島町角内遺跡　鹿島町詞詞遺跡

註2　官本茶村「関城繹史」

註3　野口如月「稲敷郡史」

註4　財団法人茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書I－松葉遺跡」昭和54年

註5　千葉県文化財センター「京葉II千葉市東寺山戸張作遺跡」昭和52年

註6　美野里町教育委員会「花野井遺跡調査報告書」昭和52年

一　20　－
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第3図　遺構分布図
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第5図　遺構分布図
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第6図　第l号住居址

S＝）l焼土土層解説　B－B’

1．明褐色（ローム粒子中量含む）

2．明褐色（硬いローム含む）

3．明褐色（非常に硬いローム含む）

4．明褐色

5．明褐色（やや硬いローム含む）

土層解説　　　D－D’

1．明褐色（焼土粒子中量含む）

2．明褐色（焼土粒子中量含む）

3．明褐色（焼土粒子多量、硬い）

4．明赤褐色（娩土粒子多量含む）

5．明赤褐色（焼土・塊）

6．褐　色（焼土粒子少量含む）

7．褐　色（焼土粒子微量含む）

8．褐　色（焼土粒子少量含む）

9．褐　色（小焼土ブロック中量・中焼土ブロック少量含む）

10．褐　色（焼土粒子微量含む）
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第8図　第2号土壌
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第相国　第3号土壌
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第9図　第7号土壌



第日図　第4号土壌
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第I3図　第5号土壌
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第12図　第8号土壌

S KO5土層解説　C－C’

1．褐　色（ローム粒子多量含む）

2．褐　色（ローム粒子少量含む）

3．褐　色（炭化材微量含む）

4．褐　色（焼土微量・ローム粒子少量含む）

5．褐　色（小ロームブロック含む）

6．褐　色（小ロームブロック多量含む）

7・褐　色（小ロームブロック多量・大ロームブロック微量含む）

8．褐　色（小ロームブロック多量含む）

9．褐　色（ハードロームブロック含む）
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第摘図　第6号土壌
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第17回　第12号土壌
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第I5図　第9号土壌　　　　第16図　第Il号土壌

S KO9　土層解説　A－A’

1．褐　色（ローム粒子少量含む）

2．褐　色（炭化材少量含む）

3．褐　色（ローム粒子微量含む）

4．褐　色（小ロームブロック微量含む）

S K用土層解説　A－A’

1．褐　色（中ロームブロック少量・′焼土微量含む）

2．褐　色（炭化材微量含む）

3．褐　色（焼土微量・小ロームブロック少量含む）
1．tl　　　′一　ノ　I

4．燭　巴し甲ロームブロック少量含むj

5・褐　色（中ロームブロック少量・焼土微量・炭化材少量含む）

S Kll　土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム粒子少量含む）

2．褐　色（小ロームブロック少量含む）

3．褐　色（小ロームブロック含む）

4．褐　色

5．褐　色（ローム粒子少量含む）

6．褐　色（中ロームブロック少量含む）

7．褐　色（中ロームブロック多量含む）

8．褐　色（小ロームブロック少量含む）

S KI2土層解説　A－A′

1・褐　色（小ロームブロック少量含む）

2・褐　色（小ロームブロック少量含む）

3・褐　色（小ロームブロック微量含む）

4．褐　色（ローム含む）
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第I8図　第10号土壌
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第I9図　第国号土壌
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第21図　第I5号土壌
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第2　図　第沌号土壌

S K16土層解説　C－C’

1．褐　色（小ロームブロック中量含む）

2．褐　色（中ロームブロック中量含む）

3．褐　色（中ロームブロック中量含む）
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L＝26．5m［二三竺二∃

第20図　第13号土壌

S K13　土層解説　A－A．

1．褐　色（小ロームブロック少量含む）

2．褐　色（小ロームブロック中量含む）

3．褐　色（小ロームブロック少量含む）

4．褐　色（中ロームブロック中量含む）

S K15　土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム粒子多量含む）

2．褐　色（中ロームブロック多量含む）

3．褐　色（大ロームブロック多量含む）
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第23図　第I1号土嘩
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第鋼図　第柑号土壌

S K18土層解説　A－A’

1．褐　色

2．褐　色（ローム粒子含む）

3．褐　色（ロームブロック微量含む）

∴∴／
8－　　　　　　　　　　　　　　　－B，

l一二＿＿一一一‾

L＝26．5m

ヒ＝空＝ニヨ

第27図　第2！号土壌

S K21土層解説　A－A’

1．褐　色（小口一一ムブロック含む）

2．褐　色（中ロームブロック含む）

3．褐　色（中ロームブロック含む）

第30回　第2超号土壌

第25図　第19号土壌
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第28図　第22号土壌

S K22土層解説　A－A′

1．褐　色（小ロームブロック含む）

2．褐　色（中ロームブロック含む）

3．褐　色（ロームブロック含む）

S K24土層解説　A－A’

1．褐　色（撹乱）

2．褐　色（やわらかい）

3．、暗褐色（やわらかい）

4．褐　色（やわらかい）

5．褐　色（やわらかい）
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第26図　第20号土壌
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第29図　第23号土壌

S K23土層解説　A－A′

1．褐　色（やわらかい）

2．褐　色（やわらかい）



Sl－1一一　　（1）　　－S’　S－

6

S－　　　（5）　　　　－S’S－

（2）　　－S’　S－　　　（3）　　　－S’　S－　　　　　（4

（6）　　　　－S’

用土層解説

1．褐　色（表土）

2・褐　色（やや　やわらかい、小ローム粒子を少量含む）

3．褐　色（やわらかい）

4・褐　色（ややしめっている）

5・褐　色（やややわらかい）

6．褐　色（ハードローム）

（2）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（小ローム粒子を少量含む）

3．褐　色（やややわらかい）

4．褐　色（中ロームブロックを含む）

5．褐　色（中ロームブロックを含む）

（3）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（ローム粒子を含む、軟らかい）

6．褐　色（小ロームブロックを含む、やや硬い）

7．褐　色（やわらかい、サラサラ）

8．褐　色（′トロームブロックを含む、やややわらかい）

9．褐　色（やや硬い）

S－　　　　　　（1）　　　　　　－S’

El－　　　　　（4）　　　　　－E’

＼　　ノ

L＝27．0m

（4）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（小ロームブロック粒子含む、やわらかい）

3．褐　色（小ロームブロック含む）

4．褐　色（やわらかい、サラサラ）

5．褐　色（ローム粒子を含む、やややわらかい）

6．褐　色（やわらかい）

7．褐　色（しまっている）

（5）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（ローム粒子を含む、やわらかい）

3．褐　色（やわらかい）

4．褐　色（やや硬い）

（6）土層解説

1．褐　色（表土）

2・褐　色（ローム粒子を含む、やわらかい）

3．褐　色（やわらかい）

4．褐　色（やや硬い）

5．褐　色（しまって硬い）

第3I図　第I号溝址土層断面図

E－　　　　（2）　　　　－E’

一一－、　　　　　　　　　r

」　ノ／

Sl－　　　（5）　　　一S’

＝）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（ローム粒子を含む、やや硬い）

3．褐　色（小ロームブロックを少量含む、やや硬い）

4．褐　色（小ロームブロックを少量含む）

5．褐　色（ハードローム）

S l　　　　　（3）　　　　　－S’

℃二二望望ア／

（3）土層解説

1．褐　色（表土）

2．褐　色（ローム粒子を含む、やや硬い）

3．暗褐色（硬い）

4．暗褐色（小ロームブロックを含む）

5．褐　色（よくしまって硬い）

6．褐　色（硬くしまっている）

（5）土層解説

1．褐　色（よくしまり硬い）

2．褐　色（やわらかい）

3．褐　色（小ロームブロックを含む）

4．褐　色（ロームブロックを含む）

5．褐　色（やややわらかい）

6．褐　色（非常に硬い）

7．褐　色（やや硬いがサラサラしている）

8．褐　色（硬くしまっている）

第32図　第2号溝址断面図
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第33図　第l号掘立柱建築址

ヒ二二二聖と二二二二二」

第34図　第2号掘立柱建築址
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第35回　塚
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土層解説

1．褐　色（表土、ローム粒子少量含む）

2．褐　色レトロームブロック少量含む、炭化材少量含む）

3．褐　色

4．観　色（中ロームブロック少量含む）

5．褐　色（暗褐色土中量含む、小ブロック含む）

6．褐　色

7．褐　色（粘土少量含む）

8．褐　色（′上中ロームブロック少墓含む、暗褐色土少量含む）

9．褐　色（小ブロック微量含む）

10．褐　色（旧表土、小ロームブロック少量含む）

11．褐　色（粘土ブロック少量含む、暗褐色土小量含む）

12．褐　色

13．褐　色

1生褐　色（褐色粘土少量含む）

15．褐　色（粘土多量・焼土中ブロック徴逼含む）

16．褐　色（粘土ブロック中量含む）

17．褐　色（暗褐色土少量含む）

18．褐　色（中ロームブロック含む）

19．褐　色（暗褐色土中量含む）

20．黒褐色（粒状含む）

21．褐　色

22．褐　色（ややもろい）

23．褐　色（小ローム粒子少量含む）

24．褐　色（小ロームブロック少量含む）

25．褐　色（極暗褐色土中量含む）
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第37図　第I号竪穴状遺構
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第3＄図　第2号竪穴状遺構
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土層解説　A－A′

1．明褐色（焼土粒子微量含む）

2．明褐色

3．明褐色

4．明褐色
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土層解説　B－B′

1．褐　色

2．明褐色

3．明褐色
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土層解説

1．褐　色
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3．褐　色
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土層解説

1．褐　色

2．褐　色

3．褐　色
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1．褐　色
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第4章　太羽谷津遺跡

この遺跡（図50、写12－1）は、若葉町大羽谷津2499の1ほかに所在し、蛇沼を水源とする幅

広の支谷に南面する台地の南縁辺部に立地する。低地との比高は14～15mであ生北には小支谷

が入りこみ、東には廻り地A遺跡が隣接している。現況は畑地であるが、周辺は山林および竹林

となっている。

第瑠節　調査経過

この遺跡は、昭和53年度に一部が調査され、昭和54年度に継続調査が実施された遺跡である。

調査区の設定は宅地開発公団1等多角点No．21を基準に、磁北より方向角N－830蟻′24’’－Eを測

り、距離38．947mの点を基準杭とし、松葉遺跡において設定したⅩ軸（東西）◎Y軸（南北）を

磁北線に沿って平行移動した調査区の設定をした。

昭和53年1月18日～1月26日　調査開始に係る除草◎調査区設定もプレハブ設置などの諸準備

を行う。

2月15日～3月2日　C2区。B2区銀B3区の遺構分布状況把握のために、表土除去作業を実

施した。その結果、15基の土壌を検出した。同区の調査区を拡張した結果、各調査区内より縄文式

土器片および土師式土器片が少量出土した。2月22日には航空写真撮影を行う。第1号～第3号土

壌の調査を実施する。Al区e Bl区の表土除去作業の結果、住居址2軒と溝状遺構を検出した。

3月5日～3月22日　第4号～第17号土塊の調査を実施し、Al区・Bl区の表土除去によっ

て、更に2軒の住居址が確認された。C2区㊧C3区の遺構確認調査を継続して行う。後半に

は器材などの移動をし、昭和53年度の調査を終了させ、残存する未調査分は昭和54年度継続の対

象とした。

昭和54年4月16日～4月23日　前年度に引き続き、Al区e C2区e C3区e D3区の遺構確

認調査を実施する。その結果、Al区に5軒の住居址と鐘状を呈する溝状遺構を検出した。

4月24日～5月9日　第1号～第5号住居址の調査を実施する。第1号住屠址においては、床面

より炭化種子が検出した。第2号住居址は出土遺物が多く、第3号住居址においては床面より焼

土塊。炭化材を多量に検出し、火災の遭遇を示唆した。

5月10日～5月19日10日に遺跡の航空写真撮影を行う。第5号住居址は調査が完了し、そ

の他第1号～第4号住屠址は遺物出土位置の計測を実施する。
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5月21日～5月29日　第1号。第3号。第4号住居址の調査完了。Bl区・B2区の調査拡張

とあわせて、Ali6～ioに先土器遺物の調査区を設定してロームを掘り下げたが、先土器時代に

編年されるものは発見されなかった。

5月30日～6月6日　第18号～第22号土壌の調査を行う。第2号住居址の調査を完了する。

航空写真撮影を6月10日に行い、6月6日で当遺跡の全調査を終了した。

第2節，遠棉

1．住居址

第1号住居地（図53、写12－2、写13－1）

本址はAle6を主体に確認され、当遺跡で確認された5軒の住居址中最東端に位置し、南東に

はAle8から鍵の手に曲折して南行する溝が隣接している。平面形は北西コーナー部が調査区外

に突出しているが、長辺3．8m・短辺3．7mほどの隅丸方形とみられる。主軸方向はN－280－Eで

ある。床面までの擁団込みは26cmほどで、壁はやや外反して立ち上がり、道春状態は良好であっ

た。床面はさほど硬いものではなく、コーナー部2か所より焼土が検出された。壁溝は、幅約15

cm。深さ7cmで断面は「U」字形をなし、壁下を周回している。また、壁溝内には疎な壁柱穴がみ

られる。南コーナー部には径65×40cm。深さ27cmの楕円形を呈する錨鉢形の貯蔵穴がある。炉址

は床面中央より北東寄りに長径72cme短径52cmの楕円形をなし、皿状に1おmほど掘r）込まれていた。

床面には主柱穴4本。支柱穴2本がみられ、PleP2・P。・P4はほぼ等間隔で位置している。覆土は

3層に区分でき、自然堆積の状況を呈している。遺物は、覆土および床面に縄文式土器片e土師

式土器片。円礫。砥石などが出土し、北コーナー部と貯蔵穴覆土より炭化種子が検出されている。

第2号住居址（図55、写13－2、写14－1・2）

本址はAle2を中心に確認され、第3号住居址の北側および第5号住居址の北西側に位置し、

検出された5軒の住居址中最大の規模を有している。長軸6．4m e短軸5．3mほどの隅丸方形の

平面形を呈し、主軸方向はN－170－Eである。壁下には幅約17cm e深さ13cmほどの断面「U」字

形の壁溝が周回し、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。床面までは28cmほどを測り、床面は平坦

で中央部が硬く、南東部に焼土塊が認められた。炉址は北西コーナー部のP4に近接し、長径55cm

ほどの双円形をなしている。柱穴は主柱穴Pl～P4のほか支柱穴4か所が認められ、北東コーナー

部と南西コーナー部にも各1か所ずつ認められた。さらに間口施設と思われるP′6～P′9のピット

があと主　東壁寄りに径70×45cm e深さ19cmと、径55×44cm・深さ14cmほどの貯蔵穴が確認された。

－　43　－



遣物は、覆土および床面より土師式土器を主体に総計1625点が出土している。

第3号住居址（図56、写15－182、写16－1）

本址はAlg2を中心に確認され、北東4．8mに第5号住居址e南東7mに第4号住居址が位置

する。西コーナー部が第2号住居址と同様、調査区外にあり未調査である。主軸方向はN－310－

Eで、長軸5．Orn e短軸4．6mの隅丸方形の平面形をなす。床面までの深さは42cmを測り、床面

は平坦で炉址周辺が特に硬く良好な状態である。主柱穴4本（Pl～P4）のほか、東西の主柱穴よ

り外側にP′5ゆP′6がそれぞれ認められた。P′7とP′8は用途不明であるが、その他のピットは壁柱

穴と考えられる。炉址は床面中央より北東寄りに検出され、長径73cm e短径50cmの不整形をな

し、皿状に15cmほど掘男をまれている。東コーナー付近には径59×47cm e深さ27cmの貯蔵穴が

認められる。壁溝は幅15cme深さ8cmほどで壁下を周回し、北コーナー部で消滅している。床面

および覆土には焼土粒子の炭化材を含み、とくに壁際に多くが確認されている。壁は南コーナー

部の崩壊による外方への緩傾斜を除き、良好な状態で約160の外傾角で立ち上がっている。覆土は

5層に区分され、自然流入によるレンズ状堆積と認められた。

第超号住居址（図54、写16－2、写17－1。2）

本址はAli4を中心に確認され、検出された住居址群中最南端に位置する。長軸4．3m◎短軸

4。Omで、南西壁は明確には把握されなかったが隅丸万形状を呈するもので、主軸方向はN…550

…Eを指す。床面までの深さは33cmほどで、壁は外反して立ち上がっている。壁下には壁柱穴が

認められる。床面は部分的に硬く、中央部より北東側に長径53cm。短径47cmほどの炉址を有する。

炉址の掘り込みは4cmと浅く、焼士道存もさほど多くはなかった。主柱穴はPl～P4が考えられる。

貯蔵穴は南コーナー部の径57×47cm。深さ26cmのものと、北コーナー部近くの北東壁際に、径50

×膳Cme深さ22cmの皿状のものとがみられる。覆土は自然堆積の状態を示していた。遣物は、覆

土および床面から土師式土器が主体をなして出土している。

第5号住居址（図57、写18－1）

本址はAle6を中心に確認され、第1号。第2号。第4号の住居址のほぼ中間に位置している。

平面形は、長軸3．5m e短軸2．7mほどの隅丸方形を呈し、主軸方向はN－350－Eである。床面

までは12cmほどで、壁は外反して立ち上がり、壁下に壁溝は認められない。床面はほぼ平坦で、

炉周辺がやや軟らかいほかは壁周辺までが硬い面を呈した。柱穴は、長軸に平行する壁下に2本

一組で一対（Pl－P2eP。－P4）、短軸に平行する壁下中央部にそれぞれ2本一組で一対（P5－－P6e

P7－P8）の主柱穴を確認した。炉址はやや南よりにあr上長径66cm。短径46cmの楕円形を里し、
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ゆるやかに9cmほど掘り込まれている。覆土は5層に分層され、自然流入による堆積を示してい

る。遺物は土師式土器片が少墓出土している。

2。土地

第1号土：頓（図58、写19－－1）

本址は、遺跡中央平坦部C2C9のやや南西部に位置し、北約1mに第2号土壌が近接している。

確認された土壌22基の中では、C3区の第21号土壌を除いて南端に位置している。平面形は主軸

方向N－850－Wを指す楕円形で、長径1．8nl・短径1．11－－・深さは最浅部で14．Oc汀l・最深部で23．5

cmを測る。壁は外傾して立ち上がり、墳底面は北半分が緩傾斜を示し、中央に3．8×1．lcme深さ

5cmの窪みを有している。覆土は、2層からなる自然堆積を示す。出土遺物には、縄文式土器片

がある。

第2号立場（図59、写19－2）

本址はC2b9。C2C9にかけて確認され、北西お8mに第3号土壌が近接している。平面形は

主軸方向N－750－Eを指す不整楕円形で、長径L8mの短径1．1mを測る。壁高は北東で42cme

南西で14cmを有し、墳底面は平坦で北東に傾斜している。北壁は緩傾斜で外反し、壁直下に10×

8cmのピットがある。その他の壁も外方へ傾斜している。覆土は3層に区分できる自然流入のレ

ンズ状堆積である。出土遺物は無い。

第3号豊蠣（図60、写19…3）

本址はC2b8の中央部にあり、第2号。第9号土壌に近摸している。平面形は、長径方向N－

90－Eを指す楕円形を里し、長径3．3m。短径1．3mを測る。深さは最深部で23。Ocmであるが、

北西部に削り出しを有し、その段差は0．8mを測る。床面は起状に富み、6か所にピットを有し、

その深さは中央の最深ピットで16cmである。壁は外方へ傾斜し、覆土は4層に区分される埋め戻

しの堆積である。出土遺物は無い。

第超考患鳩（図61、写19－4）

本址は遺跡中央のC2b8で確認された。南西2．2mに第2号土壌◎西に第3号土壌がある。平

面形は、長径方向N－12．50－Eを指す不整形を里し、径上7m程を測る。墳底面は最深面で26。O

cme最浅面で1上5cmを有し、起状に富み10か所にピットを認めた。壁高は23．5～25。Ocmで、緩や

かに外傾する。覆土は、4層に区分できる自然堆積である。覆土中より縄文式土器片を出土して
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いる。

第5号土鳩（図62）

本址はC2a8で確認した。西に第9号土墳e南に第3号土壌が近接する。平面形は、長径方向

N－630－Eを指す不整円形で、長径1．0m。短径0．7mを測る。深さは30cmで、墳底は硬く平坦であ

る。壁は若干の起伏をもって外傾し、覆土は人為的な埋め戻し状堆積である。遺物の出土はな

かった。

第6号土鳩（図63、写19－5）

本址はB2j8で確認され、西に第17号土境がある。平面形は、長径方向N－360－Eを指す楕円

形で、長径1．1m e短径0．8mを測る。墳底面も楕円形を呈し、壁との境がない皿状となってい

る。深さは14．5cmを有し、覆土は2層からなる自然流入による堆積を示す。出土遺物は無い。

第7号土埴（図64、写1〔ト16）

本址はB2g8にあと上西5．6mに第13号土境がある。平面形は、長径方向N－600－Eを指す楕

円形で、長径2．3m。短径1．6mを測る。深さは26cmで墳底中央部が平坦面を呈し、北西側が緩

傾斜を示し、そのまま壁に連なる。覆土は、10層に区分できるが、全体にロームブロックを含み、

第5号土境と同様の埋め戻しによるものと思われる。出土遺物は無い。

第8号土鳩（図65、写20－1）

本址はC2C7で確認した。平面形は長径方向N－43〇一Eを指す楕円形で、長径1．7me短径1・2

mを測る。深さは25cmで、墳底は平坦であるが若干南西に傾斜している。壁はおおむね450の傾斜

で立ち上がり、覆土は自然流入の2層からなるレンズ状堆積を示すが、部分的に新しい埋め戻し

の状態を示していた。出土遺物に、覆土内からの縄文式土器片がある。

第9号土鳩（図66、写20－2）

本址はC2a7で確認し、第3号土墳e第17号土壌と近接している。長径方向N－78．50－Eを指

す。平面形は長径2．6m e短径1．4mを測る不整楕円形を呈す。墳底は平坦であるが、北壁が緩

傾斜して中央部まで張り出しているため、双円形状をなす。壁は緩やかに外傾し、壁高は17・5～

25．0cmを有す。覆土は人為的埋め戻し状を里し、6層に区分する。出土遺物は無い。

ー　46　－



第柑号立場（図67、写20－3）

本址は第11号土境の第12号土壌の中間に位置し、B2foで確認した。平面形は長径2．3m e短

径1。1mの不整楕円形で、長径方向はN－40－Eを指している。深さは19cmで、壁高は12．5～19．0

cmを有して急傾斜で立ち上がる。墳底は東西両壁に向け若干内攣しておを上南壁直下にはピット

がある。覆土は2層に区分され、埋め戻し状の堆積を示す。出土遺物は無い。

第m号立場（図68、写20－4）

本址はB2e。に確認した。長径方向N－160－Eを指し、長径0．8m。短径0．5mの楕円形であ

る。墳底までの深さは44cmを測り、南側に径20cme深さ33・5cmのピットを有する楕円形を呈す。覆

土は3層に区分できる自然堆積を示した。出土遺物は無い。

第欄号立場（図69、写20－5）

本址は第10号土壌の南側に確認した。平面形は、径1mの円形である。深さは10cmと浅く、墳

底には3ヶ所の窪みを有し、その深さは5cmを測る。南東壁は垂直に立ち上がるが、他の壁は外

傾している。出土遣物は無い。

第臓号立場（図70、写20－6）

本址はB2g6で確認した。平面形は、長径方向N－350－Wを指し、長径2．1m e短径1．2mを

測る不整楕円形を呈する。北東部が一部撹乱されている。深さは23cmを測r上境底4か所に窪み

を有す。墳底の断面は皿状で、垂直に10cm程立ち上がる壁に連続している。覆土は、2層からな

る自然堆積状である。出土遣物は無い。

第掴号立場（図71、写21－1）

本址はB2i6の北東に位置し、長径方向はN－490－Eを指す。長径1．5m。短径1．0mの楕円

形である。深さは16cmで、縦断面形は西方へ緩やかな傾斜を示す。南西壁直下には径48×37cme

深さ20。5cmのピットがあり、北東壁付近には3か所に窪みがある。壁は墳底より緩傾斜で外傾し

ている。覆土は3層に区分され、自然流入による堆積を示す。出土遺物は無い。

第15号土鳩（図72、写21－2）

本址はB2i5で確認した。平面形は、長径方向N－290－Wを指す不整楕円形で、長径1．7m・

短径0．7m e深さ21cmを測る。墳底は、3か所の窪みからなるゆるやかな波状面を示している。

壁は南e西が垂直に立ち上がり、北・南壁は墳底との区画をもたず、緩やかに外傾する。覆土は
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4層に区分でき、南側からの覆土流入が顕著である。出土遺物は無い。

第柑号立場（図73、写21－3）

本址はB2j5で確認された。平面形は径2．4mを測る円形で、深さは27cmを測る。墳底面は径

45cmの円形を呈してやや北西部に位置している。壁は垂直に近い立ち上がりで、北西壁を除いて

墳底との境はなく緩やかに立ち上がっている。土層は4層に区分できる自然堆積である。出土遺

物は無い。

第膵号患鳩（図74、写21－4）

本址は、遺跡中央のB2区e C2区に密集した土墳群の西側に、等間隔で方形を描く4基の土

壌の内のB2j6で確認された1基である。第14号土壌。第16号土壌がほぼ円形の平面形を呈する

のに対し、第15号土壌と同様楕円形である。長径方向N－540－Eを指し、長径2・Om。短径上5

m e深さ20cmを測り、墳底は平坦である。部分的に張り出した部分は伐根による撹乱址と推定

され、楕円形の墳底面と異質の軟弱な黒色土がピット周辺に混入していた。壁は、おおむね600の

勾配をもって外方へ傾斜し、覆土は3層からなる自然堆積を示している。出土遺物は無い。

第柑号激増（図75、写21－5）

本址はAlj7を主体に確認された。東側3．4mには、Alj6でクランク状に曲折する溝が近接す

る。平面形は不整形を呈し、長径方向N－60－Eを指す。長軸は1・9m e短軸は1・4mを測㌢上

深さは7cmと浅い。墳底は非常に硬く、平坦面を呈す。壁は北側が直線的に立ち上がり、南側は

緩やかに外傾している。覆土は、遺構検出時においては焼土層が薄く被覆していただけであった

が、下層では焼土粒子を多量に含む暗褐色土に変わった。検出遺物は無い。

第19号土鳩（図76、写21－6）

本址はAH6に確認した。第20号土境が西側4mに隣接している。平面形は楕円で、長径方向は

N－240－Eを指し、大きさは長径1．4m e短径0．9m e深さは15cmを測る。壁は墳底よりほぼ450

の外傾角で立ち上がり、のち緩やかに内反する。墳底は開口部長径方向より北西に120ずれて、平

坦な不整楕円形を呈していた。覆土は軟らかく、2層に区分される。検出遺物は無い。

第20号土鳩（図77、写22－1）

第19号土壌の東側に位置し、B2d2に確認された。長径方向N－630－Wを指し、長径1．4me短径

1mの不整楕円形を呈す。深さは最浅面で15cme最深面で25cmを測り、墳底の縦断面では東に緩傾
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斜する平坦な面を示している。墳底面は、硬くほぼ楕円形を呈しているが、主軸方向は開口部長径

方向より270西へずれている。壁は、西側が緩やかに外反して立ち上がり、東側は直線的に外傾して立

ち上がる。覆土は軟らかく、3層に区分できるが人為的埋め戻し状を示す。検出遺物は皆無である。

第21号土壌（図78、写22－2）

本址はC3h2で確認され、遺跡最南東部に位置する。平面形は不整円形で、大きさは径1．3me

深さ20cmである。墳底はほぼ平坦で、北側に径33×30cme深さ54cmのピットを有す。このピット

は、土層から判断して後行するものである。壁は外方へ緩傾斜を里し、覆土は軟らかな3層から

なる自然堆積を示した。遺物は、要倒壊底面に密着して縄文式土器片が出土した。

第調号土壌（図79、写22－3）

本址はBla8で確認され、平面形は径上8m程の不整円形を里し、深さは25cmを測る。墳底は

平坦で僅かに硬い。壁は部分的にやや内反する以外は、ほぼ垂直に立ち上がる。覆土は軟らかく、

3層に区分される自然堆積である。出土遺物は無い。

3．溝　　吐

第瑠号溝址（図51、図52、図80、写22－5e6、写23－1）

本址は全長92．2cmの箱掘り溝で、Alfoから幅員約46cme深さ33cmの大きさで北西方向へ12．7

m伸び、Ale8においてほぼ直角に南西方へ曲折して16．5m伸びる。更に、Alh5付近では滑らか

に960方向転換してAlj6に至る。その間の長さは11。4m e幅員は約21cm。深さはAは5の最深面

で43cme Ali5の最浅面で31cmである。本址は更に、Alj6。Blb6でクランク状に屈曲し、BI

C7付近より東に折れ、再び北西方向に伸びてB2f2に至る。その間の長さ36．2m e幅員約49

cm、深さはBIc6で25cm◎　Ble8で30cmを測る。B2区においては、B2f2e B2d3で再度クラ

ンク状に屈曲して　B2e4に至る。B2区での平均幅員は42cmを測Y上　B2f。での深さは44cmを

測る。方向は総じて、北西ゆ南東弓ヒ東⇔南西を指し、曲折角度はほぼ直角である。覆土は軟らか

く、層位的には2層から3層に区分できる自然堆積を呈している。壁の立ち上がりは概して垂

直に近く、良好な状態であった。溝底は部分的には平坦であるが、全体としては深浅の差が16．5

cm前後ある波状面を示していた。出土遺物に、覆土内から縄文式土器片。土師式土器片の検出が

あった。
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躊3節　遠　　地

1．住居址出土遺物

第1号住居址出土遺物

覆土内より、浮島式期に並行する粗製土器片が出土し、床面に密着して土師式土器片が出土し

ている。しかし、これらはいずれも微細で図化不可能である。そのほか、南コーナー部に位置す

る貯蔵穴の覆土下層から、炭化したくるみが出土している。中央部の覆土より楕円形石器（図94

－1、写27－1）、P。の南側付近の覆土内より砥石（図96－1）を検出した。

第2号住居址出土遺物（図81～87、写24、写25）

接合した土器の平面・垂直分布は、第81図一第84図の通りである。第85図・第86図e第87図e

写24e写25のうち、3　e4　e6　e7・9～13・15－18。20－24は覆土内より単体片で出土したも

のであー上　27～47の接合土器片は細片のため、写真で掲載し解説を省いた。

図版
番号 器　 形

法　 墓 （cm ）
特　　 徴 整　　　 形 胎　　 土 焼成 色　 調 備　　 考

口径 器高 底部径

1 無形土器 16．4 18 ．9　 …
底部穿孔 内　 ナデ

砂粒・砂礫 普 通
H l腰7．5Ⅵ1％ 輪績み痕

頸部接合痕 外　 パ ケ目 褐灰 頚部「く」の宇外反

2 小型無形土器 15．0　8．9　 －
複合目線

刻目

内　 ナヂ

外　 ナデ’
砂粒 普 通

HuelOYR ％

にふい赤橙
頚部「く」の字外反

3 無形土器 頸部径 12 ．6
波状 L＿1線 内　 ナヂ

砂粒 不 良 H l腰7．5YR ％
煤付着

頚部接合痕 外　 ナヂ にふい橙 頚部「く」の字外反

4 事態薔≠＋豊里 ？『一　つ？＋一一 津H 廿日絃
内　 ナデ’

融通寺 尊 涌 Hue7．5Ⅵ1％ 煤付着
‾1 丸 ／l／　－・」」－ト＝u 外　 ナ ヂ Pノ’′l二リ」 L」　　′qLLを 浅黄橙 頚部緩やかに外反

5 無 形 土器 2 1．0　－
波状 目線 内　 ナ デ

外　 ナ チや
砂 粒 普 通

H ue2．5Ⅵ1％

赤禍

煤付着・輪績み痕

頚部「く」の字外反

6 無 形 土器 25．2　－ 波 状 口嫁 内　 ナ テ、、

外　 ナ ヂ
砂 粒・石英 良 好 H ue 5 Ⅵ1％

橙
輪 績 み痕

7 無 形 土器 2 0．4　－
複 合 目線

刻 目
内　 ナ テい

外　 ナ デ
砂粒 良 好 H uelOⅥ1％

赤褐
朱 塗 り

8 小 型壷 形土器 11．6　－
複 合 口緑

刻 昌
内 ナヂ ・外 ＝－横へ

ラナデ 頸一縦パ ケ目
砂 粒 良 好 H l腰7．5Y R ％

にふい橙
大 き く外 反

9 無 形土 器 18．0　－
複 合 口緑

縄 文 押捺

内・横ナチ　外・日一棟ナデ

頸一縦ナチ

砂 粒 ・

ス コ リア
良 好 H ue7．5Y R ％

にふい橙

1 0 小 型 無形土 器 11．8　－ 複 合 目線
内　　 ナ デ

外・頸一縦パケ目後ナデ

砂 粒 ・

ス コ リア
良 好 H l腰7．5Ⅵ1％

赤
朱 塗 り

1 1 小 型壷 形土器 14．0　－
接合［緑復節撚糸

羽状縄文

内 横パケ目後ナデ・外

口・横パケ目頸一縦パケ目
砂 粒 不 良 H ue 5 Ⅵ1％

にふい橙
緩や か に 外反

1 2 無 形 土器 1 9．2　－ 複合 目線 内 縦パケ目後ナヂ 砂 粒 ・ 普 通 H L把7．5Y R ％
輪績み痕

外 縦パケ目後ナヂ ス コ リア 浅黄橙 頚部「く」の宇外反

13 無 形 土器 14．8　－

波 状 目線 内 砂 粒 普 通 H l腰7．5Y R ％ 煤付 着
頸部接合痕 外　 横ナデ にふい橙 頚部緩やかに外反

14 小 型無形土器 2 1．6　 一

l

乎 緑 内　 横パ ケ目

外　 ロー横ハ ケ 目

砂 粒 ・

ス コ リア
普 通 H l腰2．5Y R ％

暗赤褐

15 高 棒形 土 器 17 ．9　 －
杯部 と脚部

ノ＼メコ　ミ

内　 放射状へラ磨き

外　 放射戒へラ磨き
砂 粒・砂礫 普 通 H 聡2．5Ⅵ1％

赤褐
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図版
番号

！

器　 形 法　 義 （cm ）
特　　 徴 整　　　 形 胎　　 土 焼成

［

色　 調 備　　 考
口径 器高底部径

16 高塚形土器
i

内　 放射状へラ磨き

外　 放射状へラ磨き
砂粒 ・

スコリア
良好 H ue2．5YR′％
明赤褐

脚部　 横ナデ

17 高棒形土器 孔径 1．4
卜
i

病　 棟ナヂ

li外　 へラ磨き
砂粒 ・

スコリア
良好
H ue 5Y R％

橙
裾部　 パケ自

18 器 台形土器 裾径 15．1
脚部 3 孔 内　 横ナデ 砂粒 ・

良好 Hue7．5YR％
接合部横へラ磨き

接合部有孔 外　 放射状へラ磨き スコリア にぷい褐 裾部　 横ナデ

19 器 台形土器 裾径 17 ．6 脚部 3 孔
内　 ナデ’
外　 放射状へラ磨き

砂粒 ・

スコリア
普通
H ue7．5YR％

にぷい褐
裾部　 横ナデ“

20 土師器底部 底径　 4．6
J内　 ナデ、
外　 ナデ’

砂粒 ・

スコリア
不良
H ue2．5Ⅵ1％

にぷい赤禍

21 土師器底部 底径　 7．2
内　 ナデ、
外　 ナデ

砂粒・石英 普通
H ue7．5Ⅵ1％

にぷい褐

22 土師器底部 底径　 7・6 i
内　 ナデ’
外　 ナデ

砂粒 良好
Hue 5 YR％

にぷい赤褐
23 i
土師器土器 底径　 6．8

内　 ナデ、
外　 ナデ

砂粒・スコリア
長石・石英 普通

HuelOⅥ摘
赤

24 土師器底部 底径　 5．6
内　 ナデ

外　 ナデ
砂粒 不良

H uelOY R猪

にぷい黄橙

25 土師器底部 底径　 8．4
底部外面に
木葉痕

内　 ナテ、、

外　 ナデ、
砂粒・長石 普通 H ue2．5Ⅵ1％

にぷい褐

26 小型壷形土器 胴部径 18．0
上位に横位

柄描文
内　 横ナデ

外　 ナデ
砂粒 良好

H uelOYR％

にぷい黄橙
焼成後に穿孔

48～65の出土地点は、第82図のYで表示した範囲であり、48－62は、「S」字状結節区画内に

羽状縄文を施したもの。63～67は、その間一個体片と見られるものであり、薄手で胎土中に砂粒3

長石等を含み、焼成は良好で、色調は明褐色を呈す。68－70は、パケ目を施したもので、色調は

灰褐色を呈している。3は楕円形石器で、P3の北西側壁付近で出土した。4は磨製石斧片で中央

よりやや南寄りの覆土から出土した。10は無柄石鉄片で、貯蔵穴間の柱穴辺の覆土から出土した。

土製品の土玉5。6は、P4の北西側壁付近の床面に近い覆土より検出したものである。土製模造

品9ほ、炉址より80cm南へ延びた地点の覆土下層より出土した。

第3号住居址出土遺物（図88、図89、図97、写26、写27）

接合の土器の平面e垂直分布は、第88図の通りである。

図版
番号
器　 形 法　 量 （cm ）

i 特　 徴

整　　　 形 胎　　 土 焼成 色　 調 備　　 考
口径 器高 底部径

1 無形土器 18 ．4　－ 波状 口緑
内　横ナデ　外　上位横
ナデ 下位縦ナデ

砂粒 良好
H ue7．5Y R ％

にぷい橙
口綾部片

2 器台形土器 15 ．6　－
杯部と脚吾臣＼メ 内・杯へラナデ脚横ナデ外・杯へラナデ脚放射状 砂粒（多量） 普 通 H ue 5Ⅵ1％

接合部に棒状押庄痕
コミ　脚部3孔 へラ磨き にぷい橙 穿孔時の胎土痕あり

3は、横位櫛清文の区画内に縦位の櫛描文が施文されている。薄手のもので、胎土は精緻であ

り、焼成は良好、色調は灰褐色を呈している。土玉（図97－7、写27－7）は、P2付近の南側覆

土内より出土している。
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第超号佳屠址出藍遺物（図90～92、図97、写26、写27）

接合土器の平面・垂直分布は、第90図。第91図の通りである。

9－14の接合土器は、細片のため写真で掲載して解説を省いた。

図版

番号
器　 形 法　 最 （cm ）

特　　　 徴 整　　　 形 胎　　 土 焼成 色　 調 備　　 考
口径 器高 底部径

1 婆形土器 14．5 21．2　5．2
内　 斜パ ケ目

外　 縦・横・斜パケ目

砂礫・砂粒・

スコリア
良好
H uelOYR ％
赤橙色

胴部貴大径が中央

2 婆形土器 18 ．2　－　　 － 複合口緑 内　パケ昌後ナデ　外ロー
横ハケ昌　頸一縦パケ目

砂粒・長石・

i スコリア
普通
H ue7．5YR ％
［ 橙

口綾部片

3 婆形土器 i16・0 ‾　 ‾ 複合口緑
内パケ員後ナデ外ロー横

ハヶ月　頸一縦パケ目

砂粒 ・長石

石英

l
普通 憬 詣 ％ 臼綾部片

一　 一　 9．2
内　 摩滅

外　 横ナデ
砂礫（多量）

…良好 恕 蟻
底部片4 褒形土器

5 土師器底部 一　 一　 8．4
内　 ナデ’

外　 へラ削 り
砂礫

葺　　　　　　】i良好 豊 窟
底部片

6 土師器底部 一　 一　 7．6
内　 パケ目

外 底 －へ ラ削 り

i
砂礫

良好 豊 窟 底部片

7 高塚形土器 24 ．1
内　 へ ラ磨 き

外 放射状へラ磨 き

内　 多方向ナヂ

外　 横 ナデ

砂礫

砂粒・雲母

！普 通 毘 OY蟻

l良好 鹿 砦

朱 塗 り

8 窺形土器 10 ．4　－　　 －
日綾部 は

ほぼ垂直

土去（図97－5、写27…5）は、P5の北側20cmの覆土中層より出土した。

2．土蠣出土遺物

第瑠号患噴出丑逸物（図93）

1ほ、目線部辺で薄くなるもので、僅かに外反して立ち上がる。附加条縄文がみられ、2e3

は同一個体片とみられる。色調は黒褐色を里し、胎土中に繊維e砂粒。石英e長石等を含み、焼

成は良好である。黒浜式に比定される。4ほ、LR縄文を有するもので色調は褐色を里し、焼成は

良好である。胎土中に、石英ゆ長石等を含んでいる。

第種号患蠣出藍逸物（図93）

5ほ、箆状工具による沈線がみられ、浮島式に並行する槻製土器とみられる。色調は灰褐色で、

焼成は良好であり、胎土中に砂粒e石英等を含んでいる。

第番尊皇堵出藍遺物（図93）

6ほ、薄手の小片で櫛描文を配すもの。色調は赤褐色を豊し、焼成は良好である。胎土中に砂

粒eスコリア等を含んでいる。
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第2瑠号土壌出藍遺物（図93）

7ほ、縄文がみられるが器面の摩耗が著しい。8elO。11は、LR縄文を有するもので11が沈

泉区画をもち、9ほ無節縄文を施している。色調は11が黒褐色で、ほかはにぷい橙色である。胎

ヒ中に砂粒のほか、9がスコリア、10が長石。雲母を含み、焼成は9のほかは良好である。

3．溝址出土遺物

第瑠号溝址出藍遺物（図98、写26）

図版

番号
器　 高

法　 墓 （cm ）
特　　 徴 整　　　 形 胎　　 土 焼 成 色　 調 備　　 考

口径 器高 底部径

1 鉢 形 土器 輪積み痕顕在
内

外　 ナデ’

砂 粒 ・

フ、コ リア
良 好 H 雌2．5Y R ％
赤褐

胴 部 片

2 鉢 形 土器 一　 一　　 6 ．2
内　 －

外　 ナデ
砂 粒 普 通

H l腰5 Ⅵ1％

にぷい橙
底 部 片

3は薄手の土器片で、横位の櫛描区画文内に鋸歯状の櫛清文を配しており、後期弥生式土器に

編年される。色調はにぷい橙色を里し、焼成は良好である。胎土中に砂粒等を含んでいる。5。

8e12e13は縄文が施文され、70　9弓1は縫文を地文に洗練を配している。4ほ垂下する沈線

に縄文を充填したものである。10は垂下する隆帯に三角列点文を密に配したものである。色調は、

4elOが明褐色、5～8弓1がにぷい橙色、9が灰褐色、12e13が褐灰色で、胎土中に砂粒等を

含むものは7elle13、砂粒。スコリア等を含むものは4。5。10。12、砂礫。石英e雲母等を

含むものは6、砂粒eスコリアe長石等を含むものは8。9である。焼成は、567ellを除い

て良好である。

亀。石　　器（図94、図95、写27）

1は、第1号住居址出土の楕円形石器で、石質は安山岩である。長さ9．9cm。幅7．6cme厚さ

4．8cmほどで、側面と裏面下位中央に打撃痕がみられる。側面から稜線部にかけて研磨され、特

に上端部e下端部が滑らかである。2ほ、C2a7出土の楕円形石器で、石質は安山岩である。長

さ8．9cm。幅5．5cm。厚さ3．1cmほどで、打撃痕が両面に認められる。3ほ、第2号住居址出土の

楕円形石器で、石質は安山岩であり、長さ11．8cme幅7．7cm。厚さは4．2cmである。表面に斜行

する研磨痕がみられ、側面も研磨がなされて滑らかに仕上げられている。上端部と下端部、および

側面の一部に打撃痕が認められる。4は上　第2号住居址出土の磨製石斧片で、石質は安山岩であ

ー上長さ6．8cme幅8．2cm。厚さは2．7cmである。刃部の磨滅が激しく、片面が欠損している。

5はAli。出土の黒曜石製細石刃石核である。残存の長さは1．6cmで、剥離面は14両に認められた。
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打面に押庄剥離による漬し痕があり、剥離方向は一定である。6は、Al区の表土より検出した

残核である。石質は黒曜石で、長さは2．5cmである。多方向からの打撃による剥離痕を残す。7

は、Bla2出土の黒曜石製ナイフ形石器で、長さ4．52cm・幅1．85cme厚さは6．2cmである。8は、

C4hl出土の黒曜石製無柄石鉄の完造品で、長さ1．91cm・幅1．4cme厚さは0．6cmを測る。9は、

Alf9出土の黒曜石製有柄石鉄の欠損品で、長さは推定で2．7cm程、柄の長さは0．6cmを測る。

幅は1・85cme厚さ0．45cmを有する。10は、第2号住居址出土の黒曜石製無柄石鉄片で、長さは推

定で上9cm程である。

5．砥石（図96）

1は、第1号住居址出土の粘板岩製の砥石で、2ほAlj8、3はAlh9出土の泥岩製の砥石で

ある。

6．土製晶（図97、写27）

土器片錘

番 号 出土 位 置
長径
（cm ）

短 径
（cm ）

質垂

（g ）
部位 時　 期 刻 み 目の

長 さ（cm ）
刻 み 目の数 備　　 考

1 表　 採 5 ．4 8 4 ．5 53 胴部 縄 文 中期 5．0 2
ノ ッチ は作成痕
縦位 洗練 文

2 A l 区 3 ．5 5 3 ．2 13 ロ綾部 縄文 － 3．1 2 ノ ッチは 作成痕
半裁竹 管文

3 Å1 i 7 3 ．22 2 ．35 8 胴 部 縄文 － 2 ．8 2
ノッチは作 成痕
無　　　 文

4 C 4 g 2 3 ．18 2 ．3 7 胴 部 純 文 一 2 ．9 1
外面 に紐 か け痕
触　　　　　　 「シー

番 号 出 土 位 置
長 軸

（cm ）

径

（cm ）

質 量

（g ）

孔

（c m ）
備　 考 番 号 出 土 位 置

長 軸

（c m ）
径
（cm ）

質量

（g ）

孔

（c m ）
備　 考

1 第2 号住居址 2 ．5 2 ．5 1 5
0 ．6

0 ．5

に ぷ い 橙

砂 粒 含 む
3 第3 号住居址 3 ．4 3 ．1 5 3 3

7 ．5

6 ．0

に ぷ い カ登

砂 粒 含 む

2 第2号住居址 3 ．8 3 ．6 5 4 0
0 ．6 2

0 ．5

に ぷ い 橙
砂 粒 含 む

4 第4号 住居址 3 ．1 5 2 ．9 2 4
7 ．0

6 ．9

橙
焼 成 良 好
砂 粒 含 む

土製模造品

5は、第2号住居址出土の土製模造品の欠損品である。径9．5cme長さ1．95cmで、表面は皿状

に張り出し、撫痕が認められる滑らかな面を呈している。裏面は、中央把手が一部欠損している

が、2条の同心円と放射状の沈線文様を配しており、把手部に有孔の残存部が認められる。
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第磯節　豊藍め

住居址について。本遺跡で検出された5軒の住居址は、ほぼ方向を同じくし各住居址間の距離

を等間隔に構築されたものであり、規模は、第2号◎第3号住居址が長軸5．0～6．4mX短軸

4．6～5。3mの隅丸方形を豊し、他の3軒に比して大型である。第1号e第4号。第5号住居址は、

長軸4．3～3．5mX短軸2。7～4．0mの比較的小型の隅丸方形で、とくに第5号住居址は、小規模で

ある。床面までの深さは、15～33cmと浅く、床面はすべて平坦である。貯蔵穴を有するものは、

第5号住居址のP9をそれとみるならばすべてに確認され、位置は、おおむね壁際に構築されてい

る。炉は、第1号〇第3号住居址が中央より壁寄り、第2号¢第4号◎第5号住居址が中央より

コーナー部よりに設けられており、皿状に掘り込まれて、平面形状は不定形である。主柱穴につ

いては、各住居址とも共通してコーナー部の中央寄りに4か所有しているが、上室構造のちがいに

よるものか主柱穴には差異が認められた。また、壁溝については第4号e第5号住居址以外で検

出され、壁柱穴も認められている。第4号・第5号住屠址を除き他の住居址に焼土・炭化材が検出

され、その最も顕著なものは第3号住居址である。第1号0第2号住居址については、火災遭遇

というよりは廃棄後の焼却と考えたい。出土した遺物は図版で添付したが、部分的に復元がなさ

れたものを含めると第2号が56点、第3号が2点、第4号が10点を数えた。それらの形態は、婆

形土器e壷形土器。小型壷形土器。器台形土器◎高棒形土器であり、各々の器形、文様には差異

が認められた。とくに、慈形土器e壷形土器については、複合目線と波状日録とに分類でき、複

合目線においては刻目を施文している。また、頸部のくびれが「く」の字を里し、頸部整形痕と

して縦位にパケ昌が多い。また、頸部に輪積み痕を残し、内面にナデ整形をしているものもある。

高棒形土器では、脚部から裾部にかけての大きな広がりと内轡ぎみに広がる隼部が特徴的である。

第2号の覆土から床面に遺存した土器片（Y）は、「S」字状結節区画内に羽状縄文を配したもの

で、弥生町式土器と同一系統（註1）を引くものである。この土器式と並んで複合口緑の破片で、

頚部辺に孔を有するものが1片だけ確認された。また、櫛目文の土器は、十王台式の系統を有する土

器片とみられる。これらの土器の多くは第2号出土のものであるが、形状が先の隅丸方形プランの

中では大型であり、土器片の投棄的遺存と、他の規則性ある住居址配列から考察して、第2号は他

より先行して廃棄されたものと考えられ、その後意図的に小集団による遺物の投棄がなされ、1625

点もの遺物堆積を生じさせたと考えられる。これらの観点から、プラン的には烏山遺跡（千葉）

（註2）、横浜市三殿台遺跡（神奈川）（詫3）の例と、和島誠一◎田中義昭の見解（註4）からして、

第2号e第3号は前野町期に比定し得ると思われる。分類可能であった土器の形態からほ、五領

期に比定した口唇部に押捺痕のある波状目線を有した婆の報告例は、町田市鶴川遺跡（東京）（註5）

千代田村市川遺跡（註6）〈、、らいで、他の類例からすると、新治群中根追跡し註6）、筑波群面の井
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遺跡（註6）、横浜市三殿台遺跡、富里村目吉倉遺跡（註2）、鳥山遺跡の前野町式の新しい方の形態に

酷似している。後行するとみられる第1号を含めた第4号。第5号は、前野町式の新しい方の土

器を有していたことになり、弥生時代終末にまでさかのぼる。そして、高塚形土器が五領式に比

定されることから、五領期まで下ることが可能である。しかし、本遺跡の住居址は、第2号e第

3号が弥生時代終末の前野町期の様態を具備しており、土器の形態から前野町式の新しい方に比

定することが可能である。しかし、住居址の様態が五領期の傾向を示すものであり、弥生時代終

末期に接触した遺跡としてとらえ、古墳文化の過度期に、先進的文化と後進的文化を並存させて

いた遺跡としてみることができよう。

土壌については全基で22基確認され、B2区。C2区に集中していた。遺物を伴うものはその

うち5基であり、形態は不整形が最も多く、規則性等を明確に把握することはできなかった。出

土した遺物も、時期決定の資料となりえない。

溝については、住居址5軒の東側に確認され、北西方向に走り第1号住居址の東側付近から南

西に方向を変え、第4号e第5号の東側付近で再度南西に向かい鐘状を呈している。また南東弓ヒ

東e南西と変化して延びているが、その曲折する角度は直角であー上幅もほぼ一定である。溝址

から縄文式土器片と弥生式土器片を出土しているが溝とは結びつかない。溝底は軟らかい。沈澱

層が無く、底面はかなり高底差があることから、排水溝では無いとみるべきであろう。整然と一定

の幅員を有し、曲折する角度e方向にもある程度の規則性がみられる。時期的には、調査区内の

溝址の部分的調査のみでは明確にとらえ難く、台地の比較的平坦な部位に認められることや、遺

跡北側の谷津に向かって北西に並行して走る道路の存在等も溝と何らかの関係があるのではないか

と考えられる。

註1三森俊彦・城田正一『市原市大厩遺跡』財団法人千葉県開発公社e千葉県都市公社　昭和49年

註2　藤下呂信『芝山はにわ博物館研究報告II遺跡日吉倉』千葉県印旛郡富里村日吉倉遺跡調査報告書　昭和50年

註3　和島誠一『三殿台一横浜市三殿台遺跡集落址発掘調査の記録』三殿台遺跡調査報告書刊行会　昭和43年

註4　和島誠一・田中義昭『日本の考古学III弥生時代一弥生時代の社会と生活－』河出書房　昭和41年

註5　大場盤雄他『考古学調査報告　鶴川遺跡群』東京都町田市鶴川遺跡群調査団　昭和48年

註6　茨城考古学会『茨城県土師器集成　第2集』　昭和43年
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第開聞　第　号住居址

S　＝〕l　土層解説　C－C‘

1．暗褐色

2．暗褐色（ローム粒子含む1

3や暗褐色（ローム粒子多義含む）

焼土土層解説　A－A’

1．暗褐色（焼土粒子含む）

2．時赤褐色（娩土含む）

3．褐　色（焼土含む）

－・8，3－　　　　　－a，

‾、＼ノ‾‾‾

2M

第鍼図　第　号住居址
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S104　土層解説　A－A′

1．黒褐色（ロ…ム粒子普むう

i a　極暗褐色（ロ㌧－ム粒子含む）

2．黒褐色（ローーム粒子含む）

3．暗褐色（ローーム粒台含む1

4。暗褐色（ローム粒子含む）

5．褐　色（ローム粒子多量含む）

焼土土層解説　B－B’

1．時赤褐色（焼土含む、）

1a　暗赤褐色（焼土木炭粒子含む）

2．褐　色（焼土粒子含む）



3－　　　　　　　　－a，

「　ヨ烹ヲ

S　＝）2焼土土層解説　A－A′

1．暗赤褐色（焼土含む）

2．暗赤褐色（焼土粒子多量含む）

b一　　　　一b’

‾‾竃壷ク‾‾‾‾

土層解説　a－a′

－・8，1．黒褐色（ローム粒子含む）
〈　　　　　．－Jレ　上。ロ　′・ナ　　′　　　　　　　　　　　　　l l　－づ　　ノし　　ヽ　　l

Z．P首燭亀しロ‾ム租ナ富むノ

土層解説　b－b’

1．暗褐色（ローム小ブロック多量含む）

2．黒褐色

3．暗褐色（ローム粒子多量含む）

L＝24．0m
2　M

第55図　第2号住居址

土層解説　C－C’

1．暗褐色（ローム粒子少量含む）

2．褐　色（ローム粒子含む）

3．褐　色（ローム粒子多量含む）

4．暗褐色（ローム粒子少量含む）

5．黒褐色（ローム粒子少量含む）

6．極暗褐色（ローム粒子少量含む）

7．暗褐色（ローム粒子含む）
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a・－　　　　　　－・a，

‾「釘

S103土層解説　A－A′

1．黒褐色（ローム粒子少量含む）

2．褐　色（ローム粒子少量含む）

L＝24．0m

第56回　第3号住居址

炊土土層解説　C－C′　　　　　　土層解説　a－a

3・暗褐色（ローム粒子・焼土粒子・木炭粒子含む）1．暗褐色（焼土粒子含む）　1．黒褐色（ローム粒子少量含む）
4．褐　色（ローム粒子多量含む）

4a　褐　色（ローム粒子多量含む）

5．暗赤褐色（ローム粒子含む、焼土）

2．暗赤褐色（焼土含む）　　　　2．暗褐色（ローム粒子・炭化粒子・焼土少量含む）

2a　極暗赤褐色（焼土含む）　　3．褐　色（ローム粒子多量・炭化粒子少量含む）

4．褐　色（ローム粒子多量含む）4．暗褐色（ローム粒子・焼土・炭化粒子少量含む）
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第開園　第　号住居址
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L＝24．3m　ヒ二空二二］

しこ24．3m　ヒ二竺二∃

第開園　第　号土壌　　　　第鯛且　第　号土壌

S KOI土層解説　B－B′　　　　　　　S KO2土層解説　B－B’

且．暗褐色（ロームブロック多量含む）1・暗褐色（ロームブロック多量含む）

2．褐　色　　　　　　　　　　　　　　2．暗褐色（黒色土粒子多量、炭化粒子少量含む）

3．褐　色
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S105　土層解説　A－A′

1．黒褐色（ローム粒子を含む）

2．黒褐色

3．暗褐色（ローム粒子を含む）

4．暗褐色

5．褐　色（ローム粒子多量含む）

焼土土層解説　B－B’

1．暗褐色（焼土粒子含む）

2．暗褐色（焼土粒子含む）
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第68回　第3号士塘

S KO3　土層解説　B－B’

1．暗褐色（炭少量含む）

2．極暗褐色（炭・ロームブロック少量含む）

3．黒褐色（炭・ロームブロック少量含む）

4．褐　色（炭少量含む）
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第馴図　第　号土壌
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第62回　第5号土壌
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第63区！第6号土噴
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第錮図　第　号土壌

S KO7土層解説　B－B’

1．暗褐色（槍乱、ロームブロック・炭少量含む）

2．褐　色（黒色土粒子少量含む、挽乱）
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S KO4　土層解説　B－B’

1．極赤褐色（炭・ロームプロ・ソク多量含む）

2．暗褐色（炭・ロームブロック少量含む）

3．褐　色

4．褐　色

S KO5　土層解説　B－B′

1．暗褐色（炭少量、ロームブロック多量含む）

2．褐　色

S KO6土層解説　B－B’

1．極暗褐色（ロームブロック少量含む、撹乱）

2．黒褐色（ロームブロック少量含む、捜乱）

3．褐　色

4．暗褐色（ロームブロック多量含む、撹乱）

5．暗褐色（ロームブロック多量含む、捜乱）

6．暗褐色（ロームブロック多量含む、捜乱）

7．暗褐色（ロームブロック少量含む、撹乱）

8．褐　色（黒色土粒子少量含む）

9．褐　色

10．褐　色（黒色土少量含む）

11．褐　色

L＝24．3m

ヒ二二望ニヨ

第65図　第8号土壌

S KO8　土層解説　B－B’

1・黒褐色（ロームブロック多量含む、擾乱）

2・暗褐色（ロームブロック多量含む）

3・極暗褐色（ロームブロック多量含む）

4．褐　色

5．褐　色

6．褐　色
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第66臣j　第9号土壌

S KO9土層解説　B－B’

1．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

2．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

3．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

4．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

5．褐　色

6．褐　色
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第68回　第日号土壌

S KIl土層解説　B－B′

1．暗褐色（ロームブロック少量含む）

2．暗褐色（ロームブロック多量含む）

3．褐　色（黒色土粒子少量含む）
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第那珂　第柑号土壌

S KIO土層解説　B－B’

1．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

2．褐　色（ロームブロック多量・炭少量含む）

L＝24．0m　ヒ＝聖二∃

第鍋図　第ほ号土壌
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第閥厘i　賃酎3号土塘

S K13土層解説　B－B′

1．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

2．褐　色（黒色土粒子・炭少量含む）
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第7　認　第団号土蠣

S K国土層解説　B－B’

1．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

2．暗褐色（ロームブロック多量、炭少量含む）

3．褐　色（黒色土粒子・炭少量含む）
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第t73図　第帽号土鳩

S K柑土層解説　B－B′

1．暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

2．褐　色（黒色土粒子・炭少量含む）

3．褐　色（黒色土粒子・炭少量含む）

4．褐　色
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第76区　第；9号土壌

L＝24．Om L＝竺二二∃

第72凰　第！5号土壌

S KI5土層解説　B－B’

1・暗褐色（ロームブロック多量、炭少量含む）

2・暗褐色（ロームブロック・炭少量含む）

3・褐　色（黒色土粒子多量・炭少量含む）

4．褐　色（黒色土粒子少量含む）
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第開聞　第17号土壌

S KH土層解説　A－B

l．暗褐色（ローム粒子多量含む）

2．褐　色（黒色土粒子含む）

3．褐　色

S K19土層解説　A－A’

1．褐　色（ローム粒子含む、褐色土軟弱）

2．褐　色（ローム粒子多量含む）
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携摘区　勢帽号土壌

S Kは土層解説　B－B’・C－C’

1．時赤褐色（焼土層）

2．時赤褐色（娩土粒子多量含む）
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第！堰j　第20号土墳

S K20土層解説　A－A’

1．黒褐色（ローム粒子含む）

2．暗褐色（ローム′トブロック含む）

議わ
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第18図　第針号土墳

S K21土層解説　A－A′

1．黒褐色（ローム小ブロック少量含む）

2．極暗褐色（ローム粒子含む）

3．暗褐色（ローム粒子含む）
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第／9図　第22号土鳩

S K22土層解説　B－B′

1．黒褐色（ローム粒子含む）

2．暗褐色（ローム粒子含む）

3．施暗褐色（ローム粒子含む）

二二二‾葡㌧－1－（4）一・・一（5）　一・・一　（6）
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L＝24．0m

第8眺司．満址土層断面図

用土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

2．褐　色（ローム粒子含む、やわらかい）

3．黒褐色

（3）土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

2．褐　色（ローム粒子含む、やわらかい）

（5）土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

3．黒褐色

4．暗褐色（ロームブロックを含む、やや硬い）
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（2）土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

2．褐　色（ローム粒子含む、やわらかい）

2a．褐　色（ローム粒子含む）

（4）土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

2．褐　色（ローム粒子含む、やわらかい）

3．黒褐色

（6）土層解説

1．暗褐色（やわらかい）

2．褐　色（ローム粒子含む、やわらかい）

3．黒褐色



第鋸図　第2号住居起接合遣物分布図

第82図　第2号住居二址接合遺物分布図
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第83図　第2号住居址接合遺物分布図

第錮図　第2号住居址接合遺物分布図
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第89図　第3号住居址出土土器
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第90回　第4号住居址接合遺物分布図　　　　第9I図　第4号住居址接合遺物分布図
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第94図　遺構・グリット出土　石器
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第5章　打越A遺跡

この遺跡（図99、写28）は、別所集落の西側谷をへだてた舌状台地の西半分を占めており、現

況は雑木林である。なお、東側には打越C遺跡がある。

第で範　調蕊経過

打越A遺跡の調査区設定は、宅地開発公団一等多角点No．16を基準に、磁北より方向角N－670

51′30〝－Wを測り、距離37，841mの点を測点とした。調査区設定の基準杭は、それより東に120me

北に80mの点を起点とし、松葉遺跡において設定したⅩ軸（東西）eY軸（南北）を磁北線に沿っ

て平行移動した点とした。調査区の名称は本来同一遺跡と考えられた打越C遺跡が隣接してお生

打越A遺跡の設査開始前より発掘調査が展開されたこともあって、Ⅹ軸。Y軸は打越C遺跡に倣

いその延長とした。ために、打越A遺跡もⅩ軸がアルファベット、Y車由を算用数字で表示し、北

から南へ「1」。「2」。「3」…、東から西へ「A」言B」e「C」…とし、打越C遺跡と打越A遺

跡は同一基準杭を起点として調査区を設定させた。遺構検出作業後、調査区拡張、掘り込み調査。

精査と移行しながら調査を実施した。

昭和54年7月23日～8月6日　遺跡内の雑木伐開。格納小屋eテントプレハブ等の設置をす

る。

8月7日～8月11日　小調査区を設定後、南弓ヒ辺部のC3区。D3区。D4区から遺構分布

状況把握の調査を開始する。D3j。において土壌状と見られる遺構を確認したが判然としないた

め、プラン確認面確証のテストピットをC3jlに設定する。

8月20日～8月24日　南e北辺部の遺構分布状況把握の調査がほぼ終了したので、中央部の遺

構確認作業を開始する。テストピットの土層観察e実測の結果、既掘グリットの遺構プランの再

確認をし、土壌状遺構8基と焼土を帯びた落ち込み2基を確認した。なお、北西部の表土下第1

層に、浮島式土器片。加曽利E式土器片などが出土した。

8月27日～9月7日　C3区e D3区◎D4区の遺構分布状況把握の調査と遺構がかかるグリ

ットの拡張作業をする。その結果、住居址状遺構1軒。土壌状遺構9基。焼土粒子が覆土上に遺

存する土壌状遺構1基を検出する。D3b9付近の塚の計測も掘り込み調査と併行し、遺跡北部の

ベルト土層の実測と除去作業を実施する。

9月10日～9月17日　D3区。E3区の遺構分布状況把握の調査と遺構にかかるダリットの拡

～～＿㌦㌦〆
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張作業を行い、第1号住居址◎第1号から第5号の土壌。炉穴3基の掘り込みを開始する。また、

遺跡南辺部のC3区・D3区・E3区・E4区・D4区より、新たに6基の土墳状遺構を検出した。

9月18日～9月24日　第1号住屠址の炉址が土壌によって切られていることが判明、土壌精査

後、住居址の調査◎実測をする。D3区のグリット拡張で3基の土壌状遺構を検出し、第17号

から第19号土壌の精査を行う。

9月25日～10月4日　第20号から第29号の土壌の精査を行う。当初土壌と思われた遺構が、炉

址等の検出で住居址であることが明らかとなった。なお、降雨時を利用して、室内で実測図面の

整理をする。

且0月5日～10月9日　各遺構の継続精査と実測e遺構写真撮影を実施し、ほぼ遺跡調査終了の

見通しがついたので、次の遺跡調査のための物品整理をする。なお、7日から第23号土壌e第2

号住居址の精査と調査終結に係る諸作業のため、作業員10名を当遺跡に配し、他14名は廻り地B

遺跡の除草作業等に従事させる。

10月11日　当遺跡の全ての調査を終了する。

第2節　遺構

1．住居址

第1号住居址（図101、写29－1・2）

本址は、遺跡北東部の標高約24mを測る台地上のC3j4を主体に確認された。長軸方向N－450

－Eを指し、平面形は長径4．62m e短径4．2mを測る楕円形である。壁は部分的に硬い黒褐色の

ハードロームが遺存している以外は軟かな褐色ロームを里し、床面より垂直に立ち上がっている。

壁高は、貴高で18cm・最低で15cmを測る。床面は捜乱を受けた炉址を中心に、焼土粒子・炭化粒

子が微量に点在する黒褐色ハードローム面を呈し、北西面・南東面及び南西面は壁直下に至るま

で硬く良好な面を呈した。特に南東面は踏み固められ、入口とみることができた。炉址は第26号土

壌により破壊されている。柱穴は6か所にあり、うち2本は支柱穴とみられる。主柱穴壁面は硬

く締まり、ブロック状である。覆土は、上層が黒色腐廃土e下層がローム粒子を含む黒色土の自

然堆積を示した。

第2号住居地（図102、写30－1e2、写31－1）

本址は、僅かに傾斜する遺跡南綾部のC3e8を主体に確認された。長軸方向はN－86LEを指し、

平面形は長径4．57m。短径4．42mの楕円形である。壁は北壁が最も高く48cmを測り、南壁
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が最も低く32cmを測る。床面は平坦で、南東面及び北西面が硬い。炉址は、ほぼ床面中央に径78

cm。深さ20cmで皿状の掘り込みを有し、その中央に縄文中期の深鉢型土器を埋設していた。皿状

の掘り込み部の覆土は3層からなり、中央は炭化粒子を多量に含み、周囲に微量の焼土粒子を含

有する暗褐色土が「Ⅴ」字形に堆積していた。更にその外側には、焼土粒子e炭化粒子を微量に

含む暗褐色土が堆積している。埋婆内の覆土は底部辺まで黒褐色土中に少量の焼土粒子を含む層

で覆われ、以下は焼土粒子を多量に含む赤褐色ロームと化した。炉址の様態から使用期間、或い

は使用頻度が高かったのではないかと思われる。ピットは、やや長径線より南寄り壁近くに5本

あり、うち4本が柱穴である。覆土は4層に区分される自然堆積を呈する。遺物は埋婆の他、縄

文中期の土器片を主体に縄文前期の土器片も含み、その他に土製円板主査e土錘1点。窪み石片

1点e磨石片1点などが出土した。

2．土埴

第1号土壌（図103、写31－2）

本址は遺跡南棟部のD4b。で確認された。平面形は長径且．7m e短径1。Imの楕円形で、長車由

方向N－870－Wを指す。断面形は皿状を呈し、深さは19cmと浅い。墳底は硬く、多少起伏がある。

覆土は自然堆積を豊す。出土遺物は無い。

第2号立場（図104、写31－3）

本址は、D3b9に確認され、平面形は長軸方向N－490－Eを指し、長径1．7m e短径1．1mを

渦■lブ　妹m皿ろ＿71、七　ブ　　＋由≡l青「J＋血r藷二荘子・・（、＿邑らク醍立R一（、り1　⊂ハm　　月皇トトガ⊃貞っ仇J晒l lrTナ七、トネヾ乙　　要一ト／寸・1転尋
副を楕円形である。墳底は舟底形で景深部で2工5cm、壁はやや外傾して立ち上がる。1兇ふけU層

に区分する自然堆積状である。出土遺物は無い。

筑3号土墳（図105、写31－4）

本址は遺跡北東部の台地縁辺部に位置し、平面形は長径1．4m。短径1．0mを測る楕円に近い

形を示す。長径方向はN－190－Eを指している。深さは19cmと浅く、墳底は部分的に硬い面が認

められ、4か所に窪みを有した。窪みは最深部で14．5cm程を測る。壁は、皿状に立ち上がり外傾

する。覆土は4層に区分できる自然堆積である。遺物の検出は無い。

第砲号立場（図106、写31－5）

本址はD3a2に位置し、形状は第3号土壌と類似する。平面形は楕円形に近く、墳底面に2か

所の窪みがある。断面形は皿状で、長径方向はN－700－Eを指す。大きさは長径1・1me短径0．9
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mである。深さは最深部で16cm◎最浅部で7cmと浅い。墳底は特に北側と、窪み周辺が硬い。覆

土は自然堆積である。遺物は無い。

第5号土壌（図107、写31－6）

本址は、D3a。の第6号土壌の東に近接している。平面形は楕円形に近く、長径方向N－280

－Wを指し、長径2．4m e短径0．9mを測る。墳底までは13cmから23cmを測り、墳底面は西に緩

傾斜して若干の起伏を有している。第3号土壌e第4号土壌と同様墳底面に5か所の窪みを有し、

その周辺は硬く締っている。なお、径20cm。深さ26cmを測るピットが中央部にある。壁は、北側

は緩やかに内攣してから外傾し、南側は直線的に外傾して立ち上がる。断面形は皿状を呈する。遺

物は、墳底直上に縄文式土器の底部片が出土している。

第6号土壌（図108、写31－6）

本址は、前述の第5号土壌の西に近接して確認され、D3a。に位置している。平面形は、長径

方向N－70－Wを指し、長径1．4m◎短径LImを測るほぼ円形を呈する。深さは17．5cm、墳底

面はほぼ平坦で、中央より西寄りに深さ43．5cmのピットを有する。壁は軟らかな墳底面から緩ら

かに立ち上がり、断面は皿状を呈する。覆土の堆積は自然堆積で、出土遺物は皆無である。

第7号土鳩（図109、写32－1）

本址はD3b3に確認し、第6号土壌e第9号土壌の中間に位置する。平面形は楕円形で、大き

さは長径1．7mゆ短径1．3mであり、長径方向はN－830－Wを指している。隣接する第8号土壌。

第9号土壌とほぼ長径方向を同じにする。断面形は浅鉢状で、深さは28cm。墳底面は平坦で、や

や硬い状態を示す。壁は良好で、やや外へ急傾斜を呈している。覆土は自然堆積を呈し、3層に区分

できる。出土遺物は無い。

第8号土壌（図110、写32－2）

本址は、D3C2で第9号土壌の北1mに近接して確認した。平面形は長径方向N－630－Wを

指し、長径2．6m e短径2．3mを測るほぼ円形を里し、検出土壌の中では大型に属する。深さは

40cm、墳底面は平坦で南半分が硬い。中央に径20cme深さ25cmのピットがある。壁は僅かに内反

して外傾する。覆土は3層からなる良好な自然堆積の状態を呈していた。検出された遺物は無い。

第9号土鳩（図111、写32－2）

本址はD3C3で、第8号土壌に近接して確認した。平面形は、長径方向N－890－Eを指し、長
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径2．9m・短径1．7mの楕円形である。深さは46．5cmで、墳底面は平坦で軟らかい。壁は、東側が

垂直に近い立ち上がりを示し、西南にかけ徐々に外傾する。断面形は浅鉢形である。覆土は3層

からなる平行堆積に近いものであるが、自然に堆積したものと思われる。出土した遣物は無い。

第10号土壌（図112、写32－3）

本址は第9号土壌の隣、D3C。で確認した。平面形は径75cm程のほぼ円形を里し、深さは19．0～

23。Ocmを測る。墳底は軟らかい平坦面で、西に若干傾斜している。中央部に且0×13cm◎深さ26。O

Cmのピットがある。壁は僅かに外傾し、断面形は浅鉢形を呈する。覆土は自然流入による堆積

と見られる。出土遺物は無い。

第11号土鳩（図113、写32－4）

本址はD3e。で確認され、平面形は径1．3mの円形状であるが、東側が一部ふくれているた

め長径としては1．6mを測I上その方向はN－780－Wを指している。深さは37．0cm、壁は鋭く立ち上

がl上　僅かに外へ傾斜している。墳底面は北側が硬く、東端に径71×62cm・深さ22cmの掘り込み

をもつ。墳底は径40cInの円形を呈し、壁は東側が底部より中段まで内傾し、上段に至って僅かに

外傾している。覆土は、壁下に顕著な三角堆積を示し、4層からなる自然堆積状を呈する。出土

遣物は無い。

第12号土鳩（図114、写32－5）

本址は、D3e。を主体にD3f。にかけ確認された。平面形は径1．5m程の円形で、深さは57．0

（Mナ．油Ilブ　　　ヰ由子r吉・霜JJ．Iコ：Il・・Tげ↓ロー71、　Jl rh＿古史11「・月とJ、、ナ、押　7．ナ．J　ノ′ヽ　　月垂ト阜I＝FJl、・iE∴≠r「－　て1アナ　LJ、ヾ11
しⅢ′こ　帝ミIJも）○　甥J残しはjld・∨よ∨ふ‾11‾上土1し、　Tフ＼J不∵育丁’／l－1ヨ三／ノ1‘Jl∃三グ7、で二1日　ノ○　ヨ主lふ　ふ　ふ±ヒ匹1l－」上・rフ」一ノノ‾’／、

墳底面との境を顕著にしているため断面形は浅鉢形を呈する。覆土は、自然堆積状とみることが

できる。出土遺物は無い。

第13号土壌（図115、写32－6）

本址はD3f4の南西端で、第12号土壌と隣接して確認した。平面形は、長径2．1m・短径1．6

m、長軸方向N－330－Eを指す楕円形で、深さは50cmを測る。壁◎墳成典に第且2号土壌と酷似

するが、墳底に窪みはない。覆土は3層に区分する自然堆積状である。出土遺物は無い。

第14号土鳩（図116）

本址は、遺跡北綾部中央のD3clに確認された。長径方向はN－640－Wを指し、平面形は長径

1．5m・短径1．1mの楕円形である。縦断面形は皿状で、最浅部で35cm・最深部で40cmを測る。
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ピットが大小合わせて4か所あるが抜根址と考えられ、それによって墳底面が壊されたと思われ

る。壁は西南がオーバ…ハングする以外は皿状に外傾する。覆土は埋め戻し状を里す。検出遣物

は無い。

第15号土壌（図119、写33－1）

本址は　n3g。e D3h。に確認された。長径方向N－870－Eを指す楕円形で、大きさは長径1．2

m・短径0．8mである。深さは45cm、墳底はほぼ平坦で南東壁下に径約20cm・深さ14cmのピット

を有す。壁は幾分外傾し、断面形は鉢形を呈する。覆土は自然堆積と思われる。出土遺物は無い。

第18号土壌（図117、写35－6）

本址はD3fl・D3glに確認され、遺構検出面に焼土が薄く覆っていた。覆土層序より第3号

炉穴と分離した。平面形は長径2．0m・短径1．5mの不整楕円形で、長径方向N－390－Wを指

す。深さは最浅部で26。5cm◎最深部で50cm、褐色で硬い墳底は、径約27cm。深さmcmのピットがあ

る方向に緩傾斜を呈している。断面形は皿状を示している。覆土は人為的に埋め戻された状態で

折ノ′、遺物の出土は無い。蘇　り

第17号土鳩（図118、写33－2）

本址は、検出土境の中では大型の部に属す。平面形は、長径方向N－520－Wを指し、長径2．8

m・短径1．7mを測る楕円形である。深さは42．5～48cmで、墳底面は概して南へ傾斜する軟らか

な平坦面を豊す。壁の道春は良好で、700程の匂配を有して外傾している。覆土は、3層に区分で

きる平行堆積状である。遺物は、榎土中よl）前期縄文式土器片を4点出土した。

第18号土鳩（図120、写33－3）

本址は、遺跡北綾部西方のD3h2を主体に確認された。長径方向N－750－Wを指す楕円形で、

大きさは長径3．0m・短径1．3mである。深さは0．8mを測り、墳底面はおおむね平坦で、西側

の南北両壁直下に浅いピットが2か所ある。壁は西側が内傾するのと、北壁の外傾角が大きい他は

垂直に近い立ち上がl）である。覆土は7層に区分できる埋め戻し状を呈する。遺物は、覆土内よ

り中期縄文式土器片を検出した。

第19号土埴（図121、写33－4）

本址は、遺跡北綾部最西端のD3j3に確認した。平面形は、径上8mの円形である。壁は南側

が40cm◎北側が56cmと高低差があり、平坦な墳底面は北に緩傾斜を呈している。壁は垂直に近い
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立ち上がりを示す。覆土は自然な堆積によるものである。検出遺物に、南西壁に遺存した土製円

板片と覆土内からの縄文式土器片3点がある。

第20号土壌（図122、写33－5）

本址は第21号土壌の北西0．8m程に位置し、C3g7で確認した。長径方向はN－850－Wを指し、

平面形は長径1．3m e短径』1mの楕円形を呈する。深さは33cmを測る。東壁が緩傾斜して外へ

立ち上がるほかは、断面形で皿状を呈する如く僅かに内攣して外傾する。覆土は自然堆積を示し、

3層に区分できる。出土遺物は無い。

第21号土鳩（図123、写33－6）

本址は第20号土壌と近接して、遺跡南綾部の東側付近のC3j7で確認したが、台地の綾部傾斜

面からは大分離れた比較的平坦な面に位置している。長径方向は、N－120－Eを指す。平面形は、

長径1．6m・短径1．1mの、北方が開放ぎみの楕円形を呈する。深さは36cmを測l上境底面は硬く

起状に富む。中央に径20cm。深さ27cmのピットが酉に傾き掘削されているほか、4か所に窪みを

もつ。断面形は既して皿状で、覆土は5層に区分できる自然堆積を示した。出土遺物は無い。

第22号土壌（図124、写34－1）

本址はD3b8で確認し、長径方向N－810－Wを指す。平面形は長径1．7m e短径1．3mの楕円

形で、深さは23cmを測る。墳底面は、抜根址による多数のピットが認められ、ハードロームブロ

ック状のロームを多く含む明褐色面を呈した。断面形は皿状で、覆土は埋め戻し状を呈した。出

＿　　　、＿▲一　．t　°　　　　　　．　　　′

土遺物は無い。

第23号土鳩（図125、写34－2・3・4）

本址は、D3d7で確認した。長径方向N－440－Eを指し、長径上8m e短径1．6mを測る不整

方形である。深さは舶cmで、南側壁下に墳底面との段差5cmのテラス状の張り出し面を有す。北

壁直下に径約20cm。深さ48cmのピットがある。覆土は木根の侵入による挽乱が認められたが、自

然堆積の可能性が強い。出土遺物は212点を数える。石皿が直立して検出され、縄文式土器片e

不明石製品等が、直径30cm程の範囲から出土した。

第24号土塙（図126、写33－5）

本址は、遺跡南綾部西方D3j8に位置する。平面形は径1．6mの略円形で、壁は北西部でほぼ

垂直に立ち上がり、南東部では僅かに外傾しているだけである。深さは49cmで、墳底面は軟らかな
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平坦面に褐色ハードロームブロックを若干含んでいた。覆土は3層に区分できる自然流入による

堆積を示した。覆土及び墳底面より、前期e中期縄文式土器片4点が出土した。

第25号土鳩（図127、写34－6）

本址は、D3h8を主体に確認した。平面形は、長径3．Om e短径2．1mの楕円形を呈し、長径

方向はN－410－Wを指している。深さは39～46cmを測り、墳底面は平坦で、南東側に緩傾斜を

呈している。覆土は4層に区分できる平行堆積を示し、埋め戻しによるものと思われた。覆土内

より中期縄文式土器片9点が出土した。

第27号土鳩（図128、写35－1）

本址は、台地西棟部の僅かに緩傾斜を呈するD3b8に確認した。平面形は、長径方向N－68㌧

Eを指す楕円形で、大きさは長径2．3me短径1。6mである。深さは20．5cmで、壁はおおむね垂直

に立ち上がるが、南壁は中段で外反している。覆土は3層に区分する自然堆積を示し、最下層の

堆積が多く認められた。遺物は、覆土内から前期縄文式土器片を主体に、中期槌文式土器片を少

量含んで出土している。

第28号土鳩（図129、写35－2）

本址はD3g6に確認され、第29号土壌に近接する。長径方向N一拍0－Wを指し、平面形は長径

上8m。短径1・2mを測る不整楕円形である。深さは3LOcm、墳底面は平坦でやや締まっている。

壁は東側が垂直に近い立ち上がりを示し、西側はそれより外方へ傾斜している。覆土は3層に区

分でき、中間層がレンズ状堆積を呈するほかは、平行堆積を示した。出土遺物は無い。

第29号土壌（図130、写35－3）

本址は、第28号土壌と近接してD3g6付近で確認された。平面形は、長径方向N－470－Wを

指し、長径1・4m e短径mmを測る楕円形である。深さは33cmを有し、墳底面は平坦である。

壁は西側が外方に傾斜し、東側にかけ垂直に近い立ち上がりを示している。覆土は、下層に北か

らの流れ込みがみられ、自然堆積と考えられた。出土遺物は無い。

3．炉穴

第1号炉穴（図131、写35－4）

本址は、D3g3。D3g4に確認した。平面形は径93cm士6cmの円形を豊し、断面形は皿状で、
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覆土は2層に区分できる。深さは且0．5～18．5cmを測る。出土遺物は無い。

第2号炉穴（図132、写35－5）

本址は、D3elで確認した。平面形は長径方向N－30－Eを指し、長径且。5m。短径0．9m

の不整楕円形である。断面形は血状を里し、覆土は3層に区分され、焼土粒子e炭化粒子の遺春

は下層になるにつれて少量となるものであった。墳鹿北の部分に、深さ4．5cmの窪みがある。出

土遺物は無い。

第3号炉穴（図117、写35－6）

本址は、第16号土壌と重複してD3flで確認した。当初、第16号土壌と第3号炉穴は同一と考

えられたが、焼土粒子の道春範囲が限定されること◎被覆土の堆積痕に差異がある等で2分した。

ために、第3号炉穴の平面形状は、焼土粒子e炭化粒子の上面被覆の遺存範囲と土層断面だけ

に認めるだけである。本址の平面形は、長径方向N－70－Eを指し、南を部分的に開いた「U」字

形を里す。焼土の範囲は径50cmで、焼土粒子e炭化粒子を含む層は10cm程の深さを測る。しかし、

第温6号土壌と分ける土層断面から、墳底までの深さは33cmを有したものと推定される。尚、焼土

の堆積は自然によるものであった。検出された遺物は無い。

窮　鼠　遠罵出土遺地

1．住居址出土遺物

本遺跡では、住居址2軒を検出した。伴出した土器は加曽利E式の土器だけである。第1号住

居址は、中央部が土壌により挽乱されていたが、全体的にみると土器片の遺春状態は比較的良好

で、そのほとんどが床面で出土した。また、第2号住居址においては、土器埋設炉を有し、伴出

土器から時期を明確にすることができた。

遺構出土の土器分類は、グリット出土土器分類に基づいて行った。

第1号住居址出土遺物（図133）

土器（図136、図137、写37、写38）1は、（第7群土器錯類）波状口綾部片で、内攣ぎみに外傾

して立ち上がる頸部から、口綾部で外へ突出する。2は、（第7群土器犯類）微隆起線と縄文帯を

配しているロ緑部。3は、（第7群土器）薄手のロ綾部片で、RL楓文の重なったもの。4～6e23

は、（第7群土器王類）沈線と縄文を施したもの。7～22は、（第7群土器錯類）隆起線区画に縄文
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を施したもので、同一個体片とみられるもの。24は言第7群土器）純文だけを施したもの。25～

31は、（第7群土器Ⅱ類）沈線区画を有し、磨き無文革と縄文がある。32～34は言第7群土器）縄

文を配すもの。

土器（図140、写43、写44）1～2の4～15は、（第7群土器Ⅲ類）微隆起線区画に縄文が認

められる。3は、（第7群土器）同時期の底部片。4ほ言第7群土器I類）無文で磨きがあるもの。

土製品（図1朋、写41）　土製円板1ほ、中央挽乱土壌の西端で、覆土中から出土した。長径

7．2cm◎短径6．8cm、表面はRL沌文を配し、重さ58．5gを測り、外縁に研磨加工痕がある。色調は灰

褐色を豊し、焼成は良好である。胎土中に、長石e砂粒◎スコリア等を含んでいる。縄文中期の

もの。土製円板2は、北東壁付近で確認された土器群と共に出土した。長径7．5cm◎短径6．5cm、

表面は徴隆起線区画にRL縄文を施している。重さは68gで、外線に研磨加工痕がある。色調は、

赤橙色を里し、焼成は普通である。胎土中に、長石e石英e砂粒等を含んでいる。縄文中期のも

の。

石器（図143、写41）　棒状石器用ま、授乳土壌の中央部の覆土内から出土した。径1．6cmの

円筒部から先端に向け、次第に平らになる。表面に斜めの擦痕が認められるが、用途については不

明である（
′　　▼　　　　‾“‾　　ダ　　ー′　　　　－‾　　lJ

第2号住居址出土遺物（図134）

土器（図137～139、写38、写49）　35は、（第7群土器亙類）口唇部に縄文を施している。36は、

（第7群土器I類）逆「U」字形に垂下する沈線区画内にLR縄文を施しているもので、薄手

な丸味をもつ目線である。37は、（第7群土器I類）目線部に指頭による浅い横位沈線を配し、そ

こから垂下する沈線内に縄文を施したもの。38～41は言第7群土器描類）微隆起線を有し、縄文

を充填したロ綾部片で、比較的内攣した目線部内面が厚いもの。42は、（第7群土器）円形刺突文。

沈線文や縄文を施したもの。43～49は、（第7群土器Ⅲ類）徴隆起線に縄文を充填したもの。50～

55は、（第7群土器Ⅱ類）半裁竹管による沈線区画内に縄文を施したもの。56～66は、（第7群土器）

縄文のみではあるが、加曽利E式に比定される土器片。67～71は、（第7群土器）疎に縄文を有す

るもの。72e73は、（第7群土器）器面に磨き整形痕のみを有するもの。74～80は、（第7群土器）

輪積み痕を残し、沈線を配す。色調は灰褐色で、焼成は普通。胎土中に、石英e長石等を含み、

加曽利EIII式に伴う粗製土器とみられる。

土器（図140、写44、写45）16は、（第7群土器Ⅱ類）沈線区画内に無文と縄文を配したもの。

埋設炉として使用されたものである。17は、（第7群土器描類）上部に微隆起線が認められる。西

側覆土内より出土した底部片である。18は、（第7群土器）同時期の底部片である。19e21は（第

7群土器描類）乎練の日綾部で、縄文との区画を横位の微隆起線で区画している。20は、（第7群
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土器）半裁竹管による縦位沈線を配している粗製土器である。22は、（第7群土器m類）渦巻文の

微隆起線に、縄文を施したもの。17。18e22は覆土内出土土器片である。

土製品（図143、写41）土製円板3は、南東壁付近の覆土から出土した。長さ4．15cm。幅4．Ocme

重さ17．5gで、表面に微隆起線があり、外線の研磨加工痕は精緻である。色調はにぷい赤褐色を

里し、焼成は良好である。胎土中に、砂粒e長石粒等を含んだ縄文中期のものである。土器片錘

3は、土製円板とほぼ同じ位置で出土した。長さ7cm・幅5．85cm・重さ74gで、刻み目幅は6．45

cmを測り、刻み目数は2か所である。口綾部を利用したもので、表面には縄文が見られ、色調は褐

色、焼成は良好である。胎土中に、砂粒e長石。石英等を含んでいる。縄文中期のものと思われる。

石器（図143、写41）　磨石片13は、炉址の南側1．85mの覆土から出土した。石質は安山岩で、

幅8．7cme厚さ4．4cm。残存する長さは8．1cmである。外面に4本の滑らかな稜線がある。窪み石

片18は、炉址の北側1m程の覆土内で出土した。石質は安山岩で、摩滅がはげしい。

2．土壌出土遺物

第5号土壌出土遺物

土器（図139、写39）　81は、（第7群土器I類）半裁竹管による沈線と斜行縄文を施したもの。

やや中央寄りの南側墳底面より出土したものである。

土器（図142、写45）　23は、時期不明な底部片である。

第17号土積出土遺物

l　　「l rl　　　′　「てrl　一　（　（　　　　　′了一一◆　′、（　＼　　　　　　　′、（　　　　．、．＿l　ヽ　　　　　　′　人■ト　＿．．　rll／＿　l rl【コ　▼1rT　上比コご　ヽ　　　「］　一十・n n′一．ん＝1．ll．＿　　l　　　－．　L－　一＿＿＿＿　l　＿　　L lrr L　　ヽ　　．＿．．．．　　　　丁事F＝　l

工者霹　し凶139、与Jリノ　　8Z～bbは、し弟〇着手工春且且且規ノ　只賃炭腹豚によるサ祭且艮又蟹田Gr9　もの。複工

内から出土したものである。

第18号土壌出土遺物

土器（図139、写39）　86は、（第7辞す類）沈線と縄文を施したもの。上位覆土内からの出土

である。

第19号土鳩出土遺物

土器（図139、写39）　87e88は、（第5群土器m類）三角文を配すもの。39は、（第5群土器）

条線文のあるもの。遺物の87e89は、南西壁中段より出土した。

土製品（図143、写41）　土製円板片10は、推定で径5．2cm e厚さ1cm程を測るものと思われる。

有孔で、孔径は推定値2．15cm、表面に微隆起線がある。色調はにぷい黄橙色で、焼成は普通であ
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る。胎土中に、砂粒。石英等を含んでいる。中期縄文のものと思われる。

第23号土壌出土遺物（図135）

土器（図139、図140、写39）　90は、（第7群土器描類）微隆起線と縄文を施したもの。口唇部

に縄文を配している。91は、（第7群土器描類）微隆起線に縄文を施したもの。90と同様丸味を帯

びた薄手の目線である。92は、器面の磨耗が著しく不明な土器片で、沈線を配したもの。93～97

は、（第7群土器Ⅱ類）沈線と、縄文を施したもの。98は、（第7群土器）斜行縄文のあるもの。99

は、（第7群土器）無文帯が磨かれ、縄文が施されたもので、胴部片とみられる。100は、（第7群

土器）洗練のみを有したもの。

土器（図142、写45）　24は、（第7群土器）無文のロ綾部片である。キャリバー形を呈する土

器であろう。色調はにぷい黄橙色を呈し、焼成は普通である。胎土中に砂礫を多く含み、長石¢

石英e雲母等も含まれる。25～30は、（第7群土器）同一個体片とみられるもの。

石器（図144、図145、写41、写42）　石皿片14は、土壌中央に直立して出土した。石質は安山

岩で、裏面には窪みを有する。20も石皿片で、石質は安山岩である。磨石片17は、複元接合し

たもの。石質は安山岩で、外面に横走e斜行の使用痕がある。19e2巨22は、何らかの石器を製

作する途中のものとみられる。19は、石質が砂岩で、長さ3．1cm。幅7．4cm e厚さ3．1cmの定形的に

割ったもの。21の石質は片岩で、製作途中の石斧と思われる。長さ9．6cmも幅4．5cme厚さ3．6

cm。側面に縦走する研磨痕がある。22の石質は砂岩で、石斧片を再利用して、何らかを製作しよ

うとしたものと思われるもの。長さ6．2cm e幅3．1cm e厚さ1．5cmである。

第24号土壌出土遺物

土器（図140、写39）　遺物の101el04は南側墳底面、102el03は中央墳底面直上に点在して

いた。101は、（第7群土器‡類）丸味をもつ内攣ぎみの口綾部片で、横位に2条の沈線があり、

縄文を施したもの。102は、沈線だけがあるもの。103は、無文部は磨かれ、一部に縄文が施してあ

る胴部片。104は、縄文のみが施されている。いずれも細片であるが、縄文中期のものと思われる。

第25号土壌出土遺物

土器（図140、写40）　いずれも覆土内よりの出土で、105は、（第7群土器II類）微隆起線と縄

文を施したもの。106～108は、（第7群土器Ⅱ類）沈線と縄文を施したもの。109～114は、（第7群土

器）縄文のみを施したもので、110～112は味な施文、113は磨き痕、114は縄文を一部に施したも

の。
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第27号土鳩出土遺物

土器　図摘0、図141、写40）　いずれも覆土内よりの出土で、115弓21～139は、（第7群土器）

疎に縄文帯を配すもの。140は、（第7群土器）縄文を施したものであろう。143は、（第7群土

器）磨き痕がある。141・142は、（第7群土器I類）洗練と縄文を施したもの。116～120・144は、

（第2群土器）表裏共に条痕文を有し、繊維を含んでいる。

正1！・賃　グーごッ：－、し十十．：∴長嶺

1。土器

本遺跡の表土中から出土した土器は、天柏にして約7箱を得た。出土は主に、本遺跡の北緑部

からやや中央へ寄った比較的平坦な部分と、中央より南側緩斜面に至るまでの部分とに多かった。

出土土器はすべて破片であり、縄文時代の早期から後期にわたっている。

第1群土器　　田戸下層式土器

第2群土器　　茅山式土器

第3群土器　　黒浜式土器

第4群土器　　諸磯式土器

第5群土器　　浮島式土器

第6群土器　　阿玉台式土器

第7群土器　　加曽利E式土器

第8群土器　　加曽利B式土器

第9群土器　　後期の土器

第1群土器（図146－1）

「lT lLrl l．・∵ト÷・．＿h　トTl　一一一一　一丁一一一　r二二】　　い＿l　＿　lI　′l－1一一　tJ l　＿　　－T I lコ【1　＿＿．．　⊥　　一9　　　　　　1　I l n「n l l L　　＿一一｝　l　　　入，、、・・・．・一　丁ヽI　′＿へ　「コ　l　－　　l　　　一事　　口上一寸　′．ニコ　　l　＿

丁・期LP業の仕＝］「ノ曽JLに－上巳スEPオし右上コ二首庁’しい耳ト缶。1は、月巳ブこし7こ／丁7　7†寸の只による月麦輝久

で、横位沈線を配す。洗練間隔は広く、地文は浅い。焼成は良好で、色調は灰褐色を呈する。胎

土中に砂粒・石英・長石等を含んでいる。

第2群土器（図146－2－5）

早期後薬の広義の茅山式に比定される土器である。2ゆ3ほ、表裏器面が若干剥落しているが

ともに条痕文をもつ。4は、厚手で斜行する条痕文を施し、内側に繊維痕を有す。5は、表裏と

も条痕文を施した底部である。焼成は普通で、色調は2が赤褐色のほかにはにぷい橙色を呈し、

胎土中に麟経を多く含んでいる。

第3群土器（図146－6－22）

前期前葉の黒浜式に比定される土器である。6－15は胎土中に繊維を含み、薄手で半裁竹管に
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より直線・曲線の平行沈線と刺突文が施してある。焼成はいずれも良好で、色調は灰褐色を呈す

る。胎土中に繊維・砂粒・石英・長石等を含んでいる。16は、繊維を含み、半裁竹管文と縄文を

施している二平縁な口緑部で、LRの地文に横位の有節沈線を施している。口唇部にも半裁竹管に

よる有節沈線を施している。色調は灰褐色で、焼成は良好である。胎土中に繊維e石英e長石等

を含んでいる。17は、繊維を含む薄手の胴部片で、貝殻腹縁文を施している。色調はにふい褐色

で、焼成は不良、胎土［打二繊維・砂粒・石英・長石等を含んでいる。18・20は、繊維を含み、R

Lの斜行縄文を施した比較的厚手の土器片である。19・21・22は、LRの縄文を有する。色調は、

21が赤褐色のほかはにぷい褐色である。焼成は全て不良で、胎土中に繊維を含んでいる。

第4群土器（図146－23－37）

前期後某の諸磯式に比定される土器である。

半裁竹管による施文を配すもの。23は、比較的薄手の日綾部で、横位に節の密な有節沈線を施

してある。24～30は、同一個体とみられ、半裁竹管による幾何学的模様が施されている。31は、

薄手の直線的な器形の日綾部片で、口唇に半裁竹管による刺突文、外面には徴隆起線を区画とし

で斜行汁撼ケ刺蜜廿を酎上ている。色調はにぷい褐色を里し、焼成は良好で、胎土中に砂粒⑳石

英・長石・雲母等を含んでいる。

貝殻腹緑文を配するもの。32～36は、縦位に疎な貝殻腹経文を施し、37は、貝殻腹経文に波状

の貝背擦痕を施している。色調は、35が赤褐色、37が暗褐色のほかはにぷい褐色である。焼成は

良好で、胎土中に砂粒⑳石英e雲母等を含み、37は石英粒を多く含んでいる。

第5群土器（図147－－38－62）

前期複葉の浮島式に比定される土器である。38は、丸味を帯びた日経部片で、3条の横位沈線

がある。41は、貝殻腹緑文の押庄地文に横位有節沈線がある。42は、横位平行洗練に角へラによ

る刺突文を施している。43は、貝殻腹線の押庄地文に平行沈線を施している。61は、比較的薄手

のロ綾部で条線文を配している。62は、61と同一個体とみられる条線文を有する破片である。448

45は、貝殻腹緑による押庄文を施しており、施文間隔は密である。46～52は、貝殻腹緑による擦

痕を有し、浮島式では比較的器厚が厚い。頼ま、その日綾部片で外傾角がやや大きい。53～55は、

乎嫁な腹緑による波状貝殻腹経文を配する比較的薄手の土器片である。40は、スリットをもつ目

線部片で、三角文を横に施している。56ゆ57は、角へラの支点交差による三角文を施す比較的薄手の

土器片である。39は、指頭押庄痕を有するもので、口唇部外壁に経線文を施している。58－60は、指

頭による整形痕がある。59は、内削ぎのロ綾部片で、60は、上部の厚い胴部片である。いずれも色

調はにふい褐色を呈し、焼成は良好で胎土中には砂粒を比較的多含し、長石・石英等を含んでいる。
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第6群土器（図147－63・64）

中期前葉の阿王台式に比定される土器である。63は、たいらな口唇を持ち、縄文を地文として

平行沈線間に半裁竹管による爪形文を施している。64は、RL原体の庄痕文を施し、薄い口唇で

ある。

第7群土器（図147－65－68・図148－69－85・94～98）

中期後薬の加曽利E式の新しい方に属すものである。

沈線区画内の無文帯は磨かれ、縄文の充填を施したもの。65は、内攣する口綾部で、横位沈線

下に半楕円形の沈線区画文を有し、RL縄文を施し、更に垂下する沈線下にも縄文を配している。

66は、薄手のロ綾部片で、2条の横位沈線区画に縄文を施している。74～77は、半裁竹管による

沈線区画をもち、斜行縄文を施したもの、加曽利Em式の土器片。色調は、赤褐色e褐色e暗褐

色を呈し、焼成は良好である。胎土中に、石英◎長石等を含んでいる。

微隆起線を配したもの。78～80は、微隆起線を有した破片であろう、指頭による沈線内に斜行

縄文を施したもの。加曽利Em式に加わる。84e85は、同類底部片で外傾角が大きい。微隆起線

を有し、縄文を施したもの。67。68は、微隆起線内に斜行縄文を施したもの。69は、波状口綾部

片で、指頭による沈線で僅かに微隆起線を配し、縄文を施している。73は、同類片と見られる。

70－72e81～83は、日綾部片と胴部片で、厚手のものと薄手のものとに分けられる。一部では、

紐状に貼り付けた粘土を指頭により浅い沈線と微隆起線に整形したものを含む。94～98は、無文

の底部片で中期のものと考えられる。色調は、赤褐色e褐色。にぷい褐色を呈し、焼成は良好で

ある。胎土中に、石英e長石等を含んでいる。

第8群土器（図148－86・87）

後期中葉の加曽利B式に比定される土器である。86は、丸味を帯びた口綾部片で、3条の横位

沈線を配し、下位にへラナデ痕がある。内面は、棒状工具による研磨の器面整形痕を残している。

87は、スリットを有する薄手のロ綾部片で、2条の横位沈線に斜行沈線を加え、下にへラナデ痕

がある。色調は、にぷい褐色を呈し、焼成は良好である。胎土中に、長石e石英等を含んでいる。

第9群土器（図148－88－91・図149－92～95）

後期に比定されると見られる土器である。88は、LR縄文を地文に、斜行沈線を配す。加曽利

B式の範噂に加わると思われる。89。90は、沈線に斜行縄文を充填し、無文常にへラ磨き痕を有

する。91－93は、外反して立ち上がる比較的厚手の胴部片で、2～3条の沈線を配し、無文部は

精緻なへラ磨きを施す。色調は、88が灰褐色を呈するほかはにぷい橙色を呈し、焼成は良好であ
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る。胎土中に、砂粒◎石英。長石①雲母を含み、89は特に石英を多合する。

2．土製晶

患製関根（図143、写41）

番 号 出 土位 置 径 （cm） 部位 時　 期 備　　　　　　　　　 考

4 D 3－ 5 ．3 胴部 縄 文 中 期

巨 を うが と うと した めか 、裏 面 に1 ・6cm の 摘 削 り痕 を有 す 0

i

5 C 3－ 3 ．9 胴部 純 文 一
孔 を うが と うと した のか 、 表面 の 中心 に錐 状 工具 をあて が っ た痕 跡

が 認 め られ る。

土器片錘（図143、写41）

番 号 出 土 位 置 長 径 （cm ） 短 径 （cm ）
I
質 量 （g ） 部 位 時　 期 刻 目の 長 さ （cm ） 刻 目 の 数 備　　　 考

7 D 3 － 5 ．1 3 ．3 2 4 ．6 胴 部 組 文 中 期 4 ．0 2

刻 目 は 作 成 痕

縄　　 文

8 C 3 － 5 ．0 3 ．5 2 4 ．5 胴 部 組 文 中 期 3 ．4 2
刻 目 は 使 用 痕

紹昆　　 せ

3．石器

磨石15（図144、写41）は、D3j5、16はC3j6で検出した。石質は安山岩で、同一個体片で

ある。

砥石23e24（図144、写41）は、石質は凝灰岩で、比較的新しいものと思われる。出土位置は、

23がD3b5。24がD3d6である。

棒状石器12（図144、写41）は、C3i4で検出された。石質は安山岩で、握りの部分に潰し痕

と研磨痕が認められ、先端部に打撃痕がある。たたき石として利用されたものだろうか。

残核25e26（図144、写41）は、チャートの石質の小磯に、直接打法で加撃して剥がした残核

である。加撃方向は一定しない。出土位置は、25がE3a8e26がE3a9である。
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第5節　盈藍め

打越A遺跡において確認された遺構は前述のごとく、住居址2軒。土壌29基。炉穴3基であり、

遺物も早期縄文式土器から後期縄文式土器までが確認されている。調査前より、同一遺跡として

考えられた打越C遺跡においても、ほぼ同時期にわたる遺物が確認されているが、ここでは打越

A遺跡の調査によって明らかになった事実と、問題点について記述することにする。

住屠址については、本遺跡北東部の平坦な台地上に確認された第1号と、南綾部の緩傾斜面に確

認された第2号は、中期複葉の縄文時代に営なまれた住居址である。共に長径方向は異なるが、

径4．5m程の円形プランを里し、第1号は北東方、第2号は北西方にふくらみ4か所の柱穴を有

している。第2号については、中央に土器埋設炉を設け、床面は硬く踏み固められていた。埋設

土器は、加曽利E式の新しい方に比定される土器で、胴部のみが埋設されて残ったが、その様態

から、使用頻度が高いがゆえにロ綾部辺は欠損し、次第に炉床が拡張し、掘削されていった様に

考えられる。埋設土器内の焼土の堆積は、底部に塊状となっており、炉床面での堆積量より遥か

に多かった。このことは、付近の同時期に比定される赤松遺跡（註1）のそれと差異があり、使用

方法が興ったのであろうかとも思える。第1号においては、中央部が祝乱されていたので不明点

を多く含むが、焼土墓。土器の点在からやはり土器埋設炉を有していたものと考えられる。この

第2号の位置する台地は、打越C遺跡で確認された住居址群の位置する台地からの延長部にあっ

て、等高線をほぼ同じにしている。土器については、既に前節で詳述したので省くが、打越C遺

跡との住居址の関連を有して、南側に開口する比較的馬蹄形の配置で形成された小集落であった

のではないかと見ることが出来る。

「＿　↓巾呈1ll　－r、．、一クーI」．　　　l．＿L鵬；‘1′ヽ一十寸一／丁、　二　J＿　　　、－叡止L J一　かい　　　J㌧　l　＿⊥【東＝Il＿　大嶋rlr E】　　　研一1．r l　（　ET　　　　柾（√、　　（＿　rl　　　　八・人・

一一1一輝し－▼ノい」は、」一輝∠ツろ璽レノ　ノ　り、ユ且イ勿ぎー什つ／こニュー塀は牙与〇「テ’オ与1！～1㌢ラ‘．舜与∠J～∠〇号．弟

27号の8基だけである。このうち遺物で土壌の時期決定の資料となり得たのは第5号e第19号◎

第23号で、中期縄文時代に比定される。第23号については、第2号住居址に隣接して位置し、遺

物の遺有から廃物の投棄墳e廃物再利用のための貯蔵穴と考えられるが、何らかの祭両に使用さ

れた可能性も具備する。土壌の形態はおおむね円形と楕円形に分けられ、更に鉢状の皿状の断面

形に分けることができる。

円形で鉢状　　第8・10－12・19・24号

楕円形で鉢状　第2・7・9・13・15・17・18・25・27～29号

円形で皿状　　第6・22号

棺円形で皿状　第1・3－5・14・16・20・21号

しかし、深さ。ピットの有無e覆土の堆積e確認した位置等には差異があり、規則性は認められ

ない。ただ、D3区の比較的平坦な北綾部と南綾部の傾斜面手前で多くが確認されていることか
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ら、位置的に比高12mを測る沖積地と何らかの関係があったであろうことを示唆している。

炉穴については、3基確認され、いずれも焼土粒子蝕炭化粒子が上面被覆していたが、下層は

微薄となるものであった。D3区の北縁辺部西方に片寄り、形状は円形と楕円形で規模的には径

1m内外で＼墳底面の一部に窪みを有している。遺構に伴って検出された遺物は皆無であるが、第

16号土壌と重複する第3号は、土壌より後衛するものであり、重複部の様相から、人為的に埋め

戻された後炉穴として使用され、開口部辺に焼土の自然被覆を有したのではないかと考えられる。

時期的には幾基かの土壌と同一時期、若しくはそれに近い時期に使用されたと考える。位置e

形状e焼土被覆の状態等ほ、早期縄文時代の炉穴を確認している達下遺跡（註2）。鹿野場遺跡潤

3）・廻り地B遺跡（註4）とも類似せず今後の資料を待つ他にない。

註1『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告Ⅳ一赤松遺跡』財団法人茨城県教育財団　昭和55年

詫2　日立市教育委員会『日立市遠下遺跡調査報告書』昭和50年

註3　佐藤政則「鹿野場遺跡」『茨城県史料』昭和54年

註4　財団法人　茨城県教育財団調査課により昭和54年度発掘調査された。
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21一

第柑I只　第I号住居址。第26号上境

S日日　土層解説　A－A’

3．暗褐色（主根址による槍乱）

4．褐　色（ハードローム中ブロック少量含む）

5．褐　色（ローム中ブロック中量含む）

6．褐　色（ハードローム大ブロック多量含む）

7・にぷい赤褐色（笠芸芸慧言霊霊、ロ‾ム粒）
8．褐　色

9．褐　色

10．褐　色（ローム中量、ローム顆粒状ブロック多量含む）

11．褐　色（ハードロームブロック多量含む）

12．褐　色

土層解説　B－B′

1．褐　色（ロームブロック多量含む）

2．褐　色（粘り気あるローム粒子を含む）

3．褐　色（ロームブロック多量含む）
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土層解説　C－C’

1．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

2．褐　色（腐敗土、ロームブロック等量含む）

3．褐　色（ロームブロック少量含む）

4．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

5．褐　色（粘性強いロームブロック）

6．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

7．褐　色（ローム粒子中にロームブロック少量含む）

8．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）



L＝24．7m
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算用凶　第　号住居±止

l

〕

2M

L＝24．5m

壷　ヒニ聖二ヨ

第帽　図　第　号土壌

S KOl　土層解説　A－A′

1．褐色色（ハードローム小ブロック多量含む）

2．明褐色（ハードローム小ブロック微量含む）

3．褐　色（ハードローム中量・プロ‥ノク中量含む）

4．褐　色

5．褐　色巨、－ドロー㍉ム中ブロック多量含む）

S H）2土層解説　A－A′

1．褐　色

2・褐　鋸焼土粒子徴量り、－ドローム小ブロック少量含む）
3．褐　色

3’・褐　色（焼土粒子・炭化粒子少量含むラ

4・褐　色巨、－ドロームブロック中～中量含む）

土層解説　B－B‘

1・暗赤褐色（炭化材粒子多量、焼土粒子少巌含む）

2．暗赤褐色（焼土粒子多量含む）

3．暗赤褐色（焼土粒子少量含む）

4．褐　　色（ノ＼－トロ一一ムプロ・ソク含む）

◎、／くつで、／㍉

∴♪辛
⑳＼随〃／y

L＝24．5m　ヒ二些＝∃

舞用4回　第2号土壌

S KO2土層解説　A－A’

1．褐　色（軟弱）

2・褐　色（硬質・ローム顆粒状ブロック多量含む）

3．明褐色（ソフトローム・床上がブロック化）



喝

二千：一一

く

－・8，
8・－

一し〉／r

i

く

L＝

N

ヰ

穣
24．5m

第相　聞　第　号土壌

／云
S KO3

N

や

◎ヽ

A・－
－・A，

、　ベンか‾山．

L＝24．5m

ヒここ望ニヨ

第柑揺　第　号土壌

二二／ L＝24．5m

しこ蔓竺二二ゴ

第は周司．第5号工墳

庭・売品，
由

風・～

‾二二二二二l

毎

i

1
L＝24．5m

ヒ二二聖二∃

第相聞　第　号土壌

S KO7　土層解説　A－A’

1．褐　色（ローム粒子を含む）

2．暗褐色（ローム粒子少量含む）

3．褐　色（ローム粒子多量含む）

一一千一一
く

B・一　　　　　　　一・B’

l二手ノl‾‾l

聴

i

I

喝

土層解説　A－A’

色（ハードローム中ブロック少量含む）

色（軟弱ロームにハードロームブロック少鼠卓J白

色しハードローム小一中ブロック中量含む）

色（ハードローム面）

S KO4　土層解説　A－A‘

1．暗褐色（ローム粒子多量含む）

2．褐　色（ローム小ブロック）

S KO5　土層解説　A－A－

1．褐　色（ローム粒子を含む）

2．暗褐色（ローム粒子を含む1

3．褐　色（ローム粒子を含む）

4．褐　色（ローーム粒子多量含む）

5．黒褐色

L＝24．5m

ヒニ空＝∃

第；08回　第6号上境

がヽ

由

S KO6　土層解説　A－A′

1．暗赤褐色（煉土ブロックを含む）

2．暗褐色（焼土粒子を少量含む）

3．褐　色（ローム粒子を含む）

図　　　　　　　　　囲

－・A，

L＝25．Om L＝竺二二∃

第日の図　第番号土壌

S KO8　土層解説　A－A’

1．褐　色（暗褐色腐敗土・ロームブロックを含む）

2．褐　色（粘性強いロームブロック多量、腐敗土斑点少量含む）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）
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＼

』＝25．6m L二二竺＿二二∃

第日i選　第9号土壌

S KO9　土層解説　A－A’

L＝24．5m　ヒ＝聖二∃

第日　図　第柑号土壌

S K10　土層解説　A－A’

1．褐　色（暗褐色腐敗土・ロームブロックを含む）　　　1．褐　色（腐敗土中にロームブロック少量含む）

2．褐　色（粘性強いロームブロックを含む）　　　　　　　2．褐　色（粘性強いロームブロック及び暗褐色・腐敗土少量含む）

3．褐　色（粘性強いハードローム）

L＝25．0m

ヒ＝墾二二j

第日郎武　芸酎！号土壌

S KII　土層解説　A－A′

1．褐　色（暗褐色の腐敗土の斑点を多量含む）

2．褐　色（草木根腐敗土eロームブロック少量含む）

3．褐　色（ロームブロック・腐敗土が斑点状に含む）

4．褐　色（粘性強い、ロームブロック多量含む）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

ニ　I

lll　／一

曲

L＝25．Om

L＿＿＿＿＿＿＿攣＿＿＿＿＿！

第日毯図　第i2号土壌

S Kは　土層解説　A－A’

1．褐　色（ロームブロックを含む）

2．褐　色（やわらかいローム粒子中に粘性の強いロームブロック少量含む）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量・腐敗土少量含む）

4．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）
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第115図　第i3号土壌

S KI3土層解説　A－A’

1．褐　色（ロームブロック・腐敗土含む）

2．褐　色（ローム粒子中にロームブロック中量混入）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量に含む）

／／√「

謡・／⑳．

e
＼

つ

N

i

『Ⅵ

ミラ＼＼－1

tヽ

匂

＋
L＝25．Om L二空二二」

第日6図　第】穏号土壌

S K国　土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム粒子中にロームブロック少量・腐敗土少量含む）

2．褐　色（ローム粒子中にロームブロック中量含む）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

L＝25．0m　［＝空二二∃

第日封望．第帽号土塘0箭3号炉穴

S K16土層解説　A－A’

1．褐　色（腐敗土多量・ローム粒子少量・焼土微量含む）

2．褐　色（粘性強いロームプロッタ多量・腐敗土中量含む）

3．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）

4．褐　色（ローム粒子中にロームブロック中量混入）

5．褐　色（ローム粒子中にロームプロッタ中量混入）

6．赤褐色（木根）

7．褐　色（腐敗土多量・ローム粒子少量含む）

8．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）
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L＝25．0m　ヒ＝竺二二∃

第日　図　第膵号土壌

S Kけ　土層解説　A－A’

1．褐　色（ローム小ブロック中量含む）

2．褐　色

3．褐　色（ローム中～大ブロック多量含む）



二二二／了
L＝25．0m

［二些∃

第Ⅲ　図　第帽号土壌

S Kは　土層解説　A－A′

1．暗褐色（ローム小・ハードプロ・ソク多量・男色腐敗土中量・焼

土粒子多量・炭化粒子微量含む、軟弱）

2．褐　色（ローム粒子多量含む）

N

手
中

第浮図　第柑号土墳

S K19　土層解説　A－A′

1．暗赤褐色（主根址による捜乱）

2・褐　色（ローム小ブロック中量含む、軟弱）

2・褐　色（ローム小ブロック中量含む、硬い）

4．褐　色（ローム′トブロック少量含む）

第は　聞　第帽号土壌

S Kは　土層解説　A－A′

1．暗褐色（ロ…ム小ブロック多量含む、軟弱）

2．暗褐色（ローム′トブロック少量含む）

3．褐　色（ローム小ブロック多量含む、軟弱）

4．褐　色（ローム小～中ブロック多量含む、軟弱）

5，褐　色（ローム中～大ブロック多量含む、軟弱）

6．褐　色（ハードローム大プロ、ソク少量含む）

7．褐　色（ハードローム）

N

辛

ーィ′

／

匂 説二∵二l
／

匂

一二l↓＿ll∵∴
とこ二空ニヨ

第は図　第調号土壌

S K20　土層解説　A－A’

1．褐　色

2・褐　色（黒色斑文少量点在、ローム小ブロック少量含む）

3・褐　色（ハードローム小～中ブロック中量含む）

ー102　－



L＝24．5m　ヒ二空二」

等：2：迦　第打号土堀

S K2I　土層解説　A－A’

1．褐　色（ハ…ドロ∵ム中ブロック少量含む）

2．褐　色（ハードローーム小プロ、ソク多量・ローム粒子多量含む）

3．褐　色（ハードローム小ブロック少量含む）

4．褐　色（‘ハードロームブロック）

5．褐　色巨、－ドロームブロック少量含む）

∴雪節
ト

「一

L＝25．0m

ヒニ空ニヨ

舞：25匹　第23号土墳

S K23　土層解説　A－A’

1．褐　色（主根址による捜乱・黒色ハード中ブロックを中量含む）

2．褐　色（ハードローム小ブロック中量含む）

3．褐　色（ハードローム小～中ブロック少量含む）

4．褐　色（粘着性有す）

5．褐　色（ハードローム中ブロック少量含む）

e／．／ド

除二く議夢／
L＝24．5m

［二二聖二∃

第I2図　第毘号土壌

S KZZ　土層解説　A－A‘

1．褐　色（ハードローム顔粒状ブロック少量含む）

2．褐　色

3．褐　色（ハードローム小プロ、シク多量含む）

4．褐　色（ハ…ドローム小ブロック少量含む）

ヽ

⑳　　　　　　　　　　哲

賀
⑳、　j／壷

〇一　や

L＝25．0m　ヒ二二空二二二二1

第は図　第別号土壌

S K24　土層解説　A－A’

1．褐　色（ハードロームノj、ブロック中量含む）

2．褐　色巨、－ドローム小ブロック少量含む）

3．褐　色（硬い）
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第は図　第75号工墳

S K25　土層解説　A－A′

1．暗褐色（黒色斑文点在）

2．褐　色（ローム小ブロック少量含む）

3．褐　色

4．褐　色（粘着性を有す）

ヽ

▼

⑳、⑳＼庸
二－＼＿＼lニ

N

田園qp
L＝25．0m

巨　細　一一一一一j

第i29回　第28号土壌

S K28　土層解説　A－A’

1．褐　色（しまりあり硬い）

2．褐　色（ローム中ブロック少量含む）

3．褐　色（ハードローム小ブロック中量含む）
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第は匝　第27号土壌

S K27　土層解説　A－A′

1．暗褐色（黒色粒子多量含む）

2．褐　色（黒色粒子少量・ロ…ム小ブロック少量含む）

3．褐　色

壷

i⑳＼デ　　N

十｛
⑳

＼

e－I
く
芋崩
L＝25．0m

ト「－聖二∃

第：30回　第29号土壌

S K29　土層解説　A－A′

1．褐　色

2．褐　色（ローム小ブロック中量含む、粘着性強）



忘ヽ
鰯

A・－　　　　　　－・A’

去。一1　　　L＝25．0m

ヒ「響「∃

第131図　第l号炉穴

F馴　土層解説　A－A′

1．赤褐色（焼土）

2．褐　色（ローム粒子多量・焼土多量・黒色ブロ

ック微量含む）

3．褐　色（腐敗土中量0焼土微量含む）

第i32図　第2号炉穴

FO2土層解説　A－A’

1．赤褐色（焼土粒子多量・炭化粒子多量含む）

2．赤褐色（焼土粒子少量・炭化粒子微量含む）

3．明褐色（焼土粒子微量・炭化粒子微量含む）

第相聞　第　号住居址◎第錆号土壌接合遺物分布図

ー105　－



－・丁一　▼げご

第相聞　第　号住居址接合遺物分布図

第135図　第23号土壌接合遺物分布図
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第I引図　遺構出土土器
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10CM

第145図　遺構・グリット出土　石器
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ヒ空＝∃
第145図　遺構・グリット出土　石器
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第6章　打越C遺跡

この遺跡（図99、写46）は、別所集落の西側谷をへだてた舌状台地の東側に存在し、現況は山

林である。なお、西側には打越A遺跡がある。

第瑠前　調査経過

昭和54年6月26日～7月4日　遺跡エリア内除草e調査区杭打ち作業。プレハブ移転e器材

搬入等、発掘調査の諸準備を完了する。

7月5日～7月17日　Al区¢A2区e Bl区。B2区の遺構確認調査を実施するが、山林伐

閑地のため木根が多く検出作業が停滞する。表土除去において、条痕文系土器片e前期縄文式土

器片の土師器片を少量ながら検出し、B2区に遺構が集中していることが判明する。

7月18日～7月24日　降雨を利用し、太羽谷津遺跡の図面整理。当該遺跡の今後の計画等を協

議。B3区の遺構検出作業も行う。B3区より前期～後期縄文式土器片を出土し、遺構状落ち込

みを多数検出する。

7月25日～7月29日　Al区において溝1条、Bl区において土壌状遺構4基と不明プラン2

基を検出。B2区に位置する塚の調査を開始すると共に、第1号住居址e第1号から第4号土壌

の調査を開始する。Al区e Bl区e B2区の遺構状落み込み部のダリット拡張とベルト除去作

業をし、併せてC3区の遺構検出作業を開始した。

7月30日～8月9日　第1号溝。第1号から第3号土壌の調査終了。B2区の土墳4基の他3

基の重複土壌を含め、第4号から第11号土壌までの調査を開始。B2区。B3区の遺構検出作業

がほぼ終了のため、遺構状落ち込みが密集しているB3区東側のグリット拡張作業を実施した。結

果、住居址遺構3軒。小径の遺構状落ち込みを含め18基の土壌状遺構を検出した。当遺跡におけ

る遺構の分布は、遺跡中央の比較的平坦な部分に多く、遺物の検出は北方に早期～前期縄文式土

器片、南方に中期縄文式土器片を主体に伴出した。なお、A2区。B3区での遺構の確認は無く、

出土遺物も無かった。

8月9日～8月19日　第1号住居址調査、B3区で検出された焼土面の清掃と遺物の配置図を

作成する。第12号土壌の調査と、B4区の遺構検出作業を開始した。

8月20日～8月26日　B3区の調査区拡張部の清掃を行い、ベルト土層実測e除去作業を実

施。第2号から第4号住居址の調査を開始する。

8月27日～9月2日　第13号から第30号土壌の調査を開始する。遺構検出面からの深さは20～
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40cm程と浅く、出土遺物は早期縄文片が微量ながら出土した。以前より継続している住屠址につ

いては、遣物e焼土e炭化物等が床面より浮いていた。遺物としては前期から後期の縄文片が出

土している。これらは遺構検出作業と調査区拡張作業との併行で実施した。

9月3日～9月6日　4基の土壌と、第2号e第4号住居址の床面の精査及び焼士道存部の調

査を開始した。

9月7日～9月12日　住居址の床面が判然としないため、床面に十字のトレンチを設定し精

査を実施する。調査の完掘状況写真を撮影し、図面等の確認を行い調査を終了した。

第2節　遺　　構

1．住居址

第1号住居地（図155、写47）

本址は遺跡北部のB2e2を主体に確認し、東側には第7号～第9号土壌が隣接する。平面形は西

に張ったほぼ円形に近いプランで、長径5．8m e短径5．3mの大きさである。壁は外傾している

が、南東壁のみは皿状の立ち上りを示している。床面までの深さは30cm程であるが、全体に南西

方への僅かな傾斜がみられ、最深面は37cmを測る。床面は明褐色を呈して軟らかく、西壁下に長

径lm e短径95cm。深さ80cmを測る不整形な土壌がある。主柱穴とみられるピットが5か所にあ

る。覆土は、人為的埋め戻し状の堆積である。遺物は、覆土内から前邸e中期縄文式土器片を出土

した。

第2号住居址（図156、写48）

本址は、以下第4号までの住居址と同様、遺跡南側のほぼ平坦な台地上に確認され、北東に画

して並ぶ3軒の住居址のなかでは南東に位置している。平面形は径約6．5m　程の円形で、深さ

は約20cm程である。壁は概ね外傾しているが、東壁のみが垂直に立ち上がっている。床面は

平坦であるが幾分東に傾斜し、壁周辺は軟らかく、中央部だけが僅かに踏み固められている。ピ

ットは14か所に検出したが、規則性は無く柱穴の可能性は薄い。中央部に焼土が認められたが

検出面で確認されたもので、土層実測図に示す通り埋め戻しによるものであった。覆土は14層に

区分したが2層を基調としている。検出した遺物は、覆土内からの前期。中期縄文式土器片、片面

礫器1点と第3号住居址出土の土製円板片に接合可能な土器片1点を検出し、床面より中期縄

文式土器片10点を出土した。
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第3号住居址（図157、写49）

本址はB3d8を主体に確認され、第2号住居址e第4号住居址の中間に位置する。北東に張る

円形に近い平面形を里し、長径方向N－660－Eを示し、長径5．1m e短径4．7mを測る大きさ

である。本址は検出面において、おびただしい焼土e炭化物を確認し精査に至ったが、上面のみ

被覆しただけで中層においてはその点在も認められなかった。床面は全体が軟らかいソフトロー

ム面で、部分的な色調の変化すら認められなかった。ピットは8か所にあったが、主柱穴とみら

れるのはPl～P4で、長径方向より50程南にずれて設けられていた。支柱穴は、中央東寄りにP5

があるほか、PlもP2e P4に隣接して3か所に有していた。壁高は23cmで若干外傾し、道春状態

は良好であった。なお、壁溝はない。覆土は全体に自然流入による堆積を呈したが、中央に視乱

址を認めた。遺物は、覆土層からの出土が殆んどで、土製円板1点。同小片1点を含み、中期e後

期縄文式土器片73点を出土した。

第4号住居址（図158、写50－1・2）

本址はB3e6を主体に出土したもので、第3号住居址の北東に近接している。長径方向はN

－310－Wを指し、大きさは長径6．1m。短径5．5mを測り、東にやや膨らむ円形に近い平面形で

ある。遺構検出面において中央部に焼土砂炭化物を確認したが、覆土中層においては焼土粒子

を含む赤褐色ロームブロックに変化、下層に至ると径70cm程の範囲に縮少し、焼土e炭化物を少

量に含む褐色ソフトロームになった。覆土は3層を基盤に2層が自然流入してお㌢上本址の床

面は焼土の断面分布等も加味して、3層上面にあった可能性が強い。床面中央には、径70cm◎深

さ8cmの掘り込みがあり、壁寄りに4か所の主柱穴を有する。P2eP4に近接して2か所の不明ピ

ットが存す。壁は部分的に僅かな遺春を認めただけで不良であったが、全体に外傾して立ち上が

り、壁高17～23cmを測る。遺物は3層に点在するものが多く、中期。後期縄文式土器片を出土

した。また、第2号e第3号住居址に検出されたものと同一の土製円板1点と黒曜石剥片1点を出

土している。

2．土鳩

第1号土壌（図151、写51－1）

本址は、遺跡の位置する台地が、北方に緩やかに傾斜を呈する北縁辺部付近のBla4で確認し、

第4号土壌が西に隣接する。平面形は、長径方向N－530－Eを指し、長径1．3me短径1．1mの

不整円形を呈する。深さは72cmを測り、墳底は比較的平坦で、縦断面形は西壁が東壁より外傾す

る立ち上がりを示す。西壁下に径約40cme深さ45cmのピットが「Ⅴ」字形に掘り込まれている。
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覆土は、2層に区分する自然堆積状である。出土遺物に、前期縄文式土器片。磨石片等2点があ

るが、いずれも覆土からの出土である。

第2号土鳩（図152、写51－2）

本址は第3号土壌と複合し、Ble8で確認した。第3号土壌との新旧関係は、本址が古い。南面

を切られているが、平面形は不整円形であったと推測できる。長径方向はN－390－Wを指し、大

きさは長径2．8m・短径2．1mである。墳底は平坦で切り合い部に微量の炭化物を確認した。壁

は、北がほぼ垂直に立ち上がと上全体にハードブロック状を呈している。覆土は、ハードローム

ブロックを含む3層からなっている。自然堆積か否かほ不明であった。出土遺物は無い。

第3号土鳩（図159、写51－2）

本址は第2号土壌と重複して確認された。平面形は不整形を呈し、大きさほ長径2．1m e短径

1．9mで長径方向N－380－Wを指している。深さは1m程で、墳底面は楕円形を呈し、長径を北

東に向けている。ピットは径20cm◎深さ53cmのほか、径15cm内外e深さ13～21cmのピットが3か

所にある。東西の両側は垂直に近い立ち上がりだが、南東壁は緩やかに外傾している。覆土は

自然堆積状で、覆土内に細石刃石核を1点出土した。また、第2号土壌との切り合い部に微量の炭

化粒子を確認した。

第4号土鳩（図163、写51－3）

本址はBla。で確認したもので、長径1．8me短径1．5mの不整楕円形を呈し、長径方向N－290－

Eを指している。南西壁中段にテラス状張り出し面を有した土壌で、深さは1・1mを測る0覆土は第

2号e第3号土境と同様、ロームブロックを多量に含む人為的埋め戻し状である。出土遺物が無い。

第5号土鳩（風〉（図160、写51－5）

本址は、遺跡中央の比較的平坦な台地のB2b2で確認した。第1号住居址の北東1．6mに位置

し、第5号土壌（B）と第6号土壌に切られている。長径方向N－700－Wを指す。短径2．6m。

長径は推定で3．6m程の楕円形の土壌である。深さは16cmで、断面形状は皿状を里し、墳底中央

に径約35cm e深さ43cmのピットを有する。覆土は2層に区分できる。覆土内から前期縄文式土器

片1点が出土した。

第5号激痛和郎（図161、写51－5）

本址の長径方向は、第5号土壌（A）の長径方向と直角に近い方向のN－260－Eを指す。平面形
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は、長径3．4m e短径1．5mの不整形である。（A）を切って掘られており、深さは48cmである。墳底

面は比較的平坦で、壁はやや外傾している。覆土はロームブロックを多量に含む軟らかい層で、

自然堆積を示していた。遣物は、覆土内で中期縄文式土器片を2点出土している。

第6号土鳩（図162、写51－5）

本址は第5号土壌（A）と重複している。長径方向N－50－Eを指し、長径2．6m。短径上7

mの不整楕円形である。墳底までは28～36cmを測り、東にやや緩やかに傾斜する平坦な墳底面を

呈する。覆土は中央部が墳底面まで擾乱を受けていたが、本址の覆土は自然流入による堆積であっ

た。壁は東西壁の落ち込み部が崩壊しているが、全体に外傾している。遣物は、覆土内からの前

期縄文式土器片2点がある。

鑑冒号土濃（図164、写51－6）

本址は第1号住居址の北東付近に位置し、B2dlに確認した。平面形は不整楕円形を里し、長

径3．Om e短径2．2mを測り、長径方向N－310－Wを指している。深さは46cmで、墳底北西部に

落差20cmの掘り込みがある。壁は北東面が緩傾斜をなすほかは垂直である。覆土は、自然流入に

よる堆積を示している。遺物は、覆土内及び床面からの前期縄文式土器片16点と、覆土内からの

石器の残核e縦長剥片等計28点の出土があった。

第8号土鳩（図165、写52－1）

本址も第1号住居址の北東部に近接してB2d3に確認し、第9号土壌が隣接する。長径1．8m。

短径1．2mの楕円形を呈する平面形で、長径方向N－870－Wを指す。墳底まで37cmを有し、墳底

面は平坦で、壁は比較的明瞭に境を有して垂直に近い立ち上がりを示す。覆土は、3層に区分で

きるレンズ状堆積を呈していた。遺物は、覆土内より前期縄文式土器片を含み3点を出土した。

第9号土壌（図166、写52－2）

本址も第1号住居址に隣接する土壌であり、前述の第8号土壌と近接する。長径方向N－380－

Eを指し、長径1．9m e短径1．4mを測る不整楕円の平面形を呈する。墳底まで貴深部で45cme最

浅部で41cmを有し、壁は垂直に近い立ち上がりを示す南西壁を除いて、僅かに墳底より外傾し

ている。覆土は7層に区分する自然堆積層を呈す。遺物は、覆土下層より風化摩耗した窪み石片

1点e中期縄文式土器片3点を出土した。
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第10号土鳩（図167、写52－3）

本址は、第1号塚の北東部裾辺B2h6で確認された。平面形は楕円形を里し、長径3．0m。短

径上6m。深さ25cmを測り、長径方向はN－300－Wを指している。壁は長辺側がほぼ垂直に立

ち上がり、短辺側は墳底面との境を有きず緩やかに外傾している。なお、北西壁に径57cm e深

さ50cm程のピットがあ生墳底は軟らかい。遺物は、覆土内より中期縄文式土器片を出土した。

第11号土鳩（図168、写52－4）

本址も第10号土壌と同じく第1号塚の調査時に確認し、B2i7に位置する。平面形は、長径

方向N－270－Wを指し、長径1．2m。短径1．0mの不整形を呈する。深さは15cm程を測り、墳底

面は起伏に富み硬いブロック状を豊し、径約12cm e深さ25cm程のピットを3か所に有する。断面

形は皿状で、東西の壁下にも径20cm。深さ45cmのピットを認めた。第1号塚との新旧関係では本

址が先行するが、時期的には塚構築時と近いものと考えられる。遺物出土は無い。

第12号土鳩（図169、写52－5）

本址は第1号住居址の南東5m、第9号土壌に近接する　B2d4に位置する。平面形は、長径

方向N－860－－Wを指し、長径L9m。短径0．9mの楕円形である。南側の壁中段に、「U」字形を

呈してテラス状に張り出す部分を設けており、その面までは15cm、墳底までの深さは25cmを測る。

断面形は、壁が僅かに内反して外傾する皿状を豊し、覆土は自然堆積を呈する。出土遺物は無い。

第13号土鳩（図170、写52－6）

本址は、遺跡南端部に位置する第2号住居址付近のB3do。B4dlに確認された。長径方向N

－60－Eを指し、長径2．2m。短径2．0mの円形に近い楕円形を呈する。深さは18．5cm、墳底面

中央より北東側に径25cm。深さ49cmのピットを設け、その周辺部は硬い。覆土は自然堆積と認め

られるもので、3層に区分できる。遺物は、覆土内に早期縄文式土器片1点を出土した。

第14号土鳩（図171、写53－1）

本址は、第2号住居址の南に近摸して確認され、B3coに位置する。平面形は径2．5m程の

円形を里し、深さは15cmを測る。墳底は平坦で、壁は皿状に立ち上がっている。遺物は、覆土よ

り縄文式土器片2点を出土した。

第15号土壌（図172、写53－2）

本址も第2号住居址に近接し、B3C8で確認した。第13号土壌と規模に差はあるが、形態は類
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似している。平面形は、長径84cme短径76cmの円形に近い楕円形を里し、深さ22cmを測る。酋壁下に径

15cm程度¢深さ29．5cmのピットがあり、墳底はほぼ平坦で壁が外傾して立ち上がる。出土遺物は無い。

第16号土鳩（図173、写53－3）

本址は、B3区に位置する住居址3軒の北東部に確認した土壌群に含まれる。B3b7に位置し、

第17号土壌に近接する。長径方向はN－50－Eを指し、長径1．05m・短径1．2mの不整楕円の平

面形を呈する。深さは24cm程を測り、起伏のある墳底には小径のピットがある。覆土は自然流入

による堆積である。出土遺物は無い。

第17号土鳩（図174、写53－4）

本址は　B3C6に確認した。平面形は径1．5m程の不整円形を呈し、深さは24cmを測る。断面形

は、墳底面が平坦で東西の壁は僅かに外反し、南北壁は直線的に外傾している。覆土は、3層

に区分する自然堆積を示した。遺物は、覆土2層より早期縄文式土器片を出土した。

第用号土壌（図175、写53－5）

本址はB3b6に確認され、第17号土壌の南側1．8mに位置する。平面形は径1．3m程の不整円

形で、深さは15cmを測る。墳底は2本の抜根址に一部捜乱されているが、比較的硬い平坦な面で、

断面形は皿状を呈した。覆土は人為的埋め戻しによるものである。出土遺物は無い。

第19号土鳩（図176、写53－6）

本址はB3b5で確認し、第18号土壌の北東方2mに位置する。平面形は径80cm程の円形で、深

さは25cmを測る。断面形は鉢形で、墳底中央に径17cm程e深さ27．5cmのピットを1か所有した。覆

土は、3層に区分できる埋め戻し状である。出土遺物は無い。

第20号土鳩（図177、写54－1）

本址はB3b4に確認し、第21号土壌の東に近接する。平面形は長径2．4m。短径1．4mの楕

円形で、長径方向N－40－Eを指している。深さは13cmと浅く、墳底は軟らかい。断面形は皿状

を里し、覆土は第2層を主体にした人為的埋め戻しによる可能性を示す堆積である。遺物は、覆

土内に縄文式土器片1点が出土した。

第21号土壌（図178、写54－2）

本土山まB3b4・D3C4に位置し、B3区の土墳群の1基である。平面形は、長径方向N－750－
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Wを指し、長径2．2m e短径1。3mを測る楕円形を呈する。深さは31cmを有し、壁は北西壁を除

いて垂直に近く、北西壁は緩やかに外傾し、中段に径20cm。深さ20cmのピットを1か所有する。

覆土は、東方からの自然流入と認められ、4層に区分できる。遺物は、覆土内より縄文式土器片

2点を出土した。

第22号土鳩（図179、写54－3）

本址は、B3C5を主体に確認した。平面形は長径2．4m e短径且．7mの大ききで、長径方向N

－780－Wを指す楕円形を呈する。平面形は第21号土壌と類似している。深さは16cmで、墳底は

比較的平坦である。壁は垂直に近く、覆土は人為的埋め戻し状を示した。遺物は、覆土内より縄

文式土器日録部片1点eたたき石1点◎チャート剥片1点を出土した。

第23号土塙（図180、写54－3）

本址は、B3C4に位置する。平面形は、近接する第24号土壌と類似する小径の土壌で、径55cm

の円形であり、長径方向はN－320－Wを指している。深さは23．5cm、壁はほぼ垂直に近く、北東

部に径15cm。深さ49cmのピットがある。覆土は3層に区分し、第2層を主体とする自然堆積状で

ある。遺物の出土は無い。

第24号土壌（図181、写54－3）

本址は、B3C4に確認した。平面形は径70cm程の円形で、深さ43cmを測る。西壁直下に、径30

cm。深さ20cm程の皿状の窪みがあり、その中央部に径15cm。深さ16cmのピットがある。壁は、ピソト部

が内反ぎみに立ち上がる他は外方へ傾斜する。覆土は3層に区分する自然堆積を示した。遺物の

出土は無い。

第25号土鳩（図182、写54－4）

本址はB3b3で確認し、第24号土壌と第26号土壌との中間に位置する。平面形は長径は

m e短径0．9m、長径方向N－260－Wを指す不整形で、深さは16。5cmを測る。壁は、北西側が中

段から緩傾斜をもって外傾するほかは、墳底から僅かに外傾する。断面形は皿状で、覆土は自然

流入によるものである。出土遺物は無い。

第26号土壌（図183、写54－5）

本址はB3b3に確認され、第20号土壌e第28号土壌e第29号土壌に隣接する。長径方向N－760

－Wを指す。長径0．8m e短径0．7mの円に近い平面形で、深さは28cmである。墳底中央より北東
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側に7cm程の窪みがあり、壁の遺有は比較的良好で垂直に近い0覆土において開口部の崩壊によ

る堆積とみられる層があったが、全体としては自然流入による堆積である。遺物の出土は無い0

第紺号立場（図184、写54－6）

本址は第4号住居址の北側3m程に位置し、B3e5で確認した。平面形は長径上9m e　短径

L2mの楕円形で、長径方向N－850－Eを指している。深さは14cm程と浅く、墳底中央に若干の

窪みを有する以外は平坦を面である。壁は僅かに外傾して立ち上がり、北東壁には径18cmのピッ

トがあるが、窪みやピットは木根によるものと考えられる。覆土は2層に区分できる自然堆積状

である。出土遺物は無い。

第28号土鳩（図185、写55－1）

本址はB3a2に確認された土壌で、第29号土壌に隣接する。平面形は長径1．5m。短径信1m

の楕円形で、長径方向はN－550－Eを指している。墳底までの深さは22～26cm程で、ほぼ平坦な

墳底面は東に僅かに傾斜しており、中央東寄りに径24×19cm。深さ36cmを測るピットを有する。

ピット底面は開口部とほぼ同一の形状をもつ。壁は外傾して立ち上がり、覆土は人為的埋め戻し

によることを示し、4層に区分できる。出土遺物は無い。

第紺号立場（図186、写55－2）

本址は　B3b。に確認され、南東側には第25号土壌e第26号土壌e第28号土壌が近接している。平

面形は長径方向N－580－Eを指す楕円形で、長径3．0m。短径1．6m e深さ19～24cmを測る。墳底

中央部が幾分盛り上がり、壁は概ね外傾している。覆土は埋め戻しによるものである。遺物の出

土は無い。

第30号土鳩（図187、写55－3）

本址は、B3区に確認した土壌群では最北端のB3C2に位置する。平面形は、長径方向N－260

pEを指し、長径2．4m◎短径1．6mを測る楕円形である。深さは17cmを有し、壁は僅かに外傾して

立ち上がり、墳底は平坦で軟らかい。覆土は2層に区分でき、下層の2を主体とする自然堆積を

示す。遺物は、覆土内に早期e前期縄文式土器片2点が出土した。

3．溝址（図188、写55－5）

溝址は、遺跡の北東端、標高24．5m程の台地縁辺部に位置し、Al区で確認した。台地縁辺に
ヽ
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沿いながら71．3mの長さを有し、主軸方向はN－260－Wを指し、幅員は最大で2．0m・最小で1．4

m。深さは平均23。4cmを有している。壁の道春状態は良好で、傾斜角を60度程とり、若干内轡し

ながら外方へ立ち上がっている。墳底面は硬く、立ち上がり部までが硬く踏み固められた状態で

ある。覆土は自然流入によるものである。遺物は覆土内より前期。中期縄文式土器片を出土した。

4．塚（図189、写56－1）

塚は、B2h6・B2i6・B2h7・B2i7　において長径方向を北東に向け、長径7m・短径6m

程で僅かに地表の盛り上がりを呈していた。表土下には、マウンドと比較的同形状を呈する長

径9．4m・短径5．0mの盛土があった。土層は3層の堆積を示し、下層はかなり広範囲におよびそ

の中心に2層を盛って築造されている。遺物の出土は無く、塚の性格等は不明である。北東裾部

と南西裾部に、この塚より先行する第10号〇第11号土壌がある。

第3節　遺構出藍遺物

1．住居址出土遺物

第1号住居址出土遺物

土器（図190、写57）1・3・5は、（第4群土器II類）縄文を地文に、半裁竹管による刺突

文を配す土器片で、4ほ（同群I類）に属し、2e6～22は、（同群Ⅲ類）に属す土器片である。

23は、（第6群土器）平行沈線内に角へラによる三角文を配した土器片である。24は、（第10群土器）

平行沈線を有した細片で、色調は赤褐色を呈した焼成の良好な土器である。胎土中に長石。石英

等を含んでいる。

第2号住居址出土遺物

土器（図190、図191、写57）　25は、（第5群土器）口綾部は平緑で、横位沈線の間隔は狭い。

浮島Ⅱ式に比定できる。26は、日綾部に紐線文を配し、棒状施文具による庄痕文を有す。27は、

「S」字状結節文を配すものであるが、浮島式と並行するものと思われる。28～38は、（第7群土

器）磨消縄文e微隆起線等を配すもの。39～42は、（第8群土器）に属すもの。43◎44は、（第9群

土器）粗い縄文を地文に配し、横位eまたは斜行する沈線を有するもの。

土製品（図195、写61）　土製円板片1は、南東壁付近の覆土内から出土した。縄文を配した土

器の再利用で、外縁が磨かれ、内面から穿孔されている。推定で、径5cm。孔径L8cmの大きさ
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である。色調は赤褐色を豊し、焼成は良好である。胎土中に砂粒。石英eスコリア等を含んで

いる。第3号住居址出土の3と接合する。

石器（図197、写62）　片面礫器14は、石質が安山岩で、大きさは長径8。3cme短径3．1cme厚

さ1．1cmを測る。側線を直接打撃によって片面刺離している。

第3号住居址出土遺物

土器（図191、図192、写58、写59）　45は、（第5群土器）櫛描文を縦に配すもの。諸磯B2式

である。46～55は、（第7群土器）沈線区画内に縄文を施したものと、微隆起線区画に縄文を充填

したもの。56～59は、RL縄文を配し、60はLR縄文を有すもの。61は無文帯である。これらも

同群（第7群土器）に加わるものと考えられる。62は、（第8群土器）横位沈線を配すもの。

土製品（図195、写61）　土製閏板2ほ、南側中央寄りの覆土内より出土した。無文土器の再利

用で、外縁が粗雑に磨かれ、中央の内外面に穿孔途中の痕跡を残す。錐状工具で穿孔しようとし

た末製品で、外径3．9cmを測る。色調は暗褐色で、焼成は良好である。胎土中に砂粒e長石。ス

コリア等を含んでいる。土製円板片3は、西壁寄りの覆土内より出土した。第1号住居址出土の

1と接合可能である。

第4号住居址出土遺物

土器（図192、写59）　63は、（第7群土器）微隆起線を有する。64。65は、（第8群土器）へラ

状施文具による多条の沈線を配すもの。

土製品（図195、写61）　土製円板4は、炉址と南東壁の中間で、覆土内から出土した。条線文

土器の再利用で、製作途中で割れた末製品であろう。外縁は粗雑に磨かれ、内面からの穿孔は途中

である。外面中央にも僅かに穿孔された痕跡を残す。径5．4cm、色調は灰黄褐色で、焼成は普通

である。胎土中に砂粒e長石等を含んでいる。

石器（図198、写62）剥片19は、北壁付近の覆土より出土した。石質は黒曜石である。

2．土壌出土遺物

第1号土壌出土遺物

土器（図193、写59）　67は、（第3群土器）表裏に条痕文を配すもの。68e69は、（第4群土器

Ⅳ類）器面の磨耗が激しいが、前者がRL縄文、後者がLR縄文を施したもの。70は、（第10群土

器）繊維を含み半裁竹管による同心円文を有するもの。

石器（図197、写62）　用途不明の石器15は、石質がストレート系粘板岩で、長さ9．2cm。幅3．8
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cm。厚さ0．8cmの板状である。外縁が磨耗して滑らかであり、側線の片方が直線的である。外縁

が使用痕か自然磨耗か不明であるが、革滑し石ではないかと思われる。すり石片16は、石質は安

山岩である。

第3号土壌出土遺物

石器（図198、写62）　石核18は、石質が頁岩である。縦長剥片をとるための利敵が、上下両方向

からなされており、上下合わせて11面剥離されている。上面に3回の打面調整が行われており、

階段状剥離が著しい。横からの石核調整は、5回行われている。長さ14．5cm。径3．2cm程の大き

さである。

第5号土鳩出土遺物

土器（図193、写59）　71～73は、（第4群土器Ⅳ類）繊維を含み、71は繊維痕を有し、RL縄

文を施したもの。72。73は、同様縄文を有したもの。

篇　号土瞑出土遠地

土器日射93、写59）74e75は、（第4群土器Ⅳ類）繊維土器で、縄文を施したもの。

第7号土鳩出土遺物

土器（図193、写59）　76e77は、（第4群土器m類）繊維を含み、貝殻腹経文を配すもの。78

～85も、（同群Ⅳ類）繊維を含み、78～80が、LR縄文を配す。81e82が、RL縄文を配すもの。

83は、LとRの相反する撚りの羽状文。84は、RLとLの結束第1種羽状文を配したもの。85は、

RL縄文を地文に施し、R縄文を加飾する特異なもの。86は、（同群H類）LR縄文を有し、半裁

竹管による擦痕を配するもの。87は、（同群‡類）棒状施文具による縦位沈線を有するもの。88は、

同群外のもので、文様不明で繊維は含まない土器。89。90は、（第7群土器）RL縄文と竹管によ

る沈線を有したもの。

石器（図198、写62、写63）　石核のうち、22は上面からの打撃剥離によって残ったもの。23

は、上面と下面からの打撃剥離によって残ったもの。25は、下半分が欠損したもの。20。21は縦

長の剥片。剥片23e26は、石質がすべてチャートである。

第・8号土壌出土遺物

土器（図193、写60）　91は、（第7群土器）へラ磨きによる器面整形が施されたもの。92e93

は、（固辞）LR縄文を有したもの。
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第9号土壌出土遺物

土器（図195、写60）　94e95は、（第4群土器Ⅳ類）同一個体片でLR縄文を有すもの。96は、

（第7群土器）半裁竹管による平行沈線を配すもの。

石器（図195、写61）　窪み石7は、石質が雲母片岩のもので一か所に窪みがあり、摩滅が著

しい。

第10号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）　97は、（第7群土器）RL縄文を施したもの。

第13号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）　98は、（第1群土器）棒状施文具による横位沈線を配すもの。この他に、

田戸下層式土器の微細片を3片検出した。

採用母堂檻咄±遠物

土器0割94、写60）　99elOOは、（第1群土器「比較的器厚が薄く、焼成は良好で堅緻である。

器面剥離が著しいが、僅かに横位沈線が認められた。

第17号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）101は、（第1群土器）棒状施文具による浅い横位沈線を配すもの。

第20号土塙出土遺物

土器（図194、写60）102は、（第7群土器）底部辺とみられ、上位が肥厚し一部LR縄文が認

められる。中期の土器と思われる。

第21号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）103。104は、（第7群土器）垂直ぎみに立ち上がる器形が途中で外傾し、

上位で内攣するキャリバー形の頸部片とみられる。長石を多く含んでいる。

第22号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）105は、無文帯の日綾部である。若干外方へ傾斜した平緑で、中期頃か

ら後期にかけてのものとみられる。

石器（図197、図198、写62）　剥片27は、中央部の覆土内から出土したチャート質のものであ
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る。たたき石17は、石質が安山岩で、長径7．3cm。短径5．6cm¢厚さ4．1cmの大きさで、下面に

打撃痕がある。

第30号土鳩出土遺物

土器（図194、写60）106は、（第1群土器）やや外傾するロ綾部で、棒状施文具による横位洗

練を配し、口唇部はへラ状工具により精緻に整形されている。107は、（第4群Ⅳ類）RL縄文を

配し、繊維を含んでいる。

3．溝址出土遺物

土器（図194）108～HOは、（第3群土器）表裏に条痕文を有し、nOの外面は貝背によるナ

ヂ調整が施してある。111～113は、（第4群土器Ⅳ類）縄文帯を有した繊維土器で、器面に繊維痕が残

る。114は、（第7群土器）磨消面に、RL縄文を施したもの。115は、（第8群土器）比較的薄手

の目線部で、横位に微隆起線を有し、竹管による器面整形が横走する。同施文具によるスリット

を有し、裏面に条痕が斜行する。堀之内描b式であろう。

第磯節　ダ噂ッ匝出藍遺物

1．土　　器

本遺跡から出土した遺物は、縄文土器片以外は認められず、それらの比定される時期は早期か

ら後期にかけてのものである。出土土器については、時期別に第1群～第10群に分類し、説明を

加えた。また、グリッド出土土器分類に基づいて、先の遺構出土土器は分類した。

第1群土器　　　田戸下層式土器

第2群土器　　　早期複葉の土器

第3群土器　　　茅山式土器

第4群土器　　　黒浜式土器

第5群土器　　　前期複葉の土器

第6群土器

第7群土器

第8群土器

第9群土器

第10群土器

中期複葉の土器

加曽利E式土器

後期前葉の土器

加曽利B式土器

時期不明の土器

第1群土器（図199－1－9・図203－114・115）

本群は早期中葉に比定される田戸下層式である。1は、口縁部が比較的薄く、若干外反してい
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る。2～4ほ、口唇部をへラ状工具で削ぎ整形を施し、3は外傾している。1～4e6e7ほ、

浅い横位沈線を施したもの。5ほ竹管による擦痕を配すもの。8。9ほ、半裁竹管による沈線を

密に有するもの。114el15は、その尖底部とみられるもの。色調は、5が褐色を呈する他は灰褐

色であり、焼成は良好である。胎土中に微砂粒e石英粒。長石粒等を含む。

第2群土器（図199－10）

本群は微隆起線を有した土器とする。10は、横走する微隆起線に、多条の微隆起線を垂下させ

たもの。野島式の土器片とみられる。色調はにぷい褐色で、焼成は良好といえる。胎土中に微砂

粒・石英・長石等を含んでいる。

第3群土器（図199－11－21）

本群は早期複葉に比定される広義の茅山式土器である。胎土中に繊維を含んでいる。11は、口

唇部にLR縄文を施し、表裏共に条痕文を配す。12は、口唇部を指頭で整形している。13は、指

頭によるナデ整形の口唇部に貝の背庄痕を配したもので、共に表裏に条痕文を有する。14～17は、

貝殻条痕文を配すもの。18～20は、裏面に繊維痕があり、表に条痕文を有したもの。21は、尖底

部辺とみられ、裏面にかすかに条痕文を配し、表に繊維痕のあるもの。色調は、灰褐色Oにぷい

橙色で、焼成は普通である。胎土中に砂粒e長石e石英等と繊維を含んでいる。

第4群土器（図199－22～24、図200－25－32）

本群は、前期前葉の黒浜式に比定される繊維を含む土器群であり、文様帯別にI～Ⅳ類に分類

した。

Ⅱ類（図199－22、図200－28e29）半裁竹管による沈線を配する土器片を本類とする。22は、

鋸歯状の平行沈線を施し、同施文具による刺突文と斜行沈線を配すもの。口唇部は薄く、内攣し

ている。28は、胴部片であろうか、鋸歯状の平行沈線に刺突文を施したもの。29は、擦痕による

縦位沈線を施したもの。色調はにぷい褐色で、焼成は良好である。胎土中に繊維e微砂粒。長

石等を含んでいる。

II類（図199－23、図200－30・31）　本類は縄文を地文に、半裁竹管による沈線を有した土器

片である。23は、波状口綾部で、RL縄文を地文に半裁竹管による有節沈線を配したもの。30e

31は、RL縄文を地文に半裁竹管による平行沈線を配したもの。色調はにぷい褐色e　赤褐色で、

焼成は良好である。胎土中に繊維。微砂粒e長石等を含んでいる。

m類（図200－32～37）　本類は、貝殻腹経文を有する土器片である。32～36は、深鉢の胴部片

で、アナダラ科系の皐殻腹縁による押庄痕を有するもの。37は丸底片で、波状貝殻腹縁文を配し
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たもの。色調はにぷい赤褐色で、焼成は良好である。胎土中に、繊維e石英e長石等を含んでい

る。

Ⅳ類（図200－24e25e38～56、図201－57e58）　縄文帯を施した土器片を本類とする。24e38～40

は、相反する撚り忘当と竪と且の附加条第一種の原体を、結束第一種で連結して縄文を施した
且

もの。41は、RL縄文のループ文を有し、42は、私と且の附加条第一種縄文を施したもの。25。

43e44は、中の欄無節の撚り、45は、R（豊の一段㌫節の縄文を有する。26。27。46～54657は、

RL縄文を施したもので、口綾部は若干外反する。26e27とも口唇部は丸味を帯び、26は口唇部に

RL縄文を施している。57は、底部より大きく外傾して立ち上がる。55。56はLR縄文を有したも

ので、58はその底部であろう。色調はにぷい橙色e褐色eにぷい赤褐色で、焼成は良好である。胎

土中に繊維を含むが、にぷい橙色を里すものは特に多く含み、その他石英◎長石等を含んでいる。

第5群立器（図201－59～64）

本群は、前期複葉の時期に比定される土器群である。59は、曲線的な有節沈線を配したもの。

五領ヶ台式の土器片である。60。61は、半裁竹管による沈線を有したもの。浮島‡式に比定され

る。62～64は、三角文を主に配すもの。浮島m式に比定される。62は、目線部にへラ状施文具によ

る深いスリットと三角刺突文及び擦痕文を有する。63は、棒状施文具による擦痕文を配す。64は、

三角文と半裁竹管による横位平行沈線を施している。色調は64が赤褐色で、その他は褐色から

にぷい褐色である。焼成は良好で堅緻であり、胎土中に砂粒。石英。長石eスコリア等を含んで

いる。

第6群立器（図201－65¢66・68－71）

本群は、中期前葉から中葉の時期に比定される土器群である。65e66は、「S」字状結節縄文

を配したもの。下小野式に比定できる。色調は褐色を呈し、焼成は良好である。胎土中に砂粒。

石英等を含み、壁厚は比較的薄手である。68は、平行沈線文と三角文を配したもの。裏面には

ナヂ整形が施されている。五領ヶ台式に比定できる。色調は暗褐色で、焼成は良好である。胎土

中に砂粒e長石eスコリア等を含んでいる。68は、LR原体の側面庄痕文を配したもの。本遺跡

からの出土はこの1点だけであった。大木7b式に加わるかも知れない。69は、精緻な器面にR

L縄文を地文に配し、半裁竹管による浅い沈線区画と三角文及び有節沈線を配すもの。70。71

は、同一個体片であろう。何れも半裁竹管による有節沈線を施したもの。69～71は、阿王台式に比

定できる。色調はにぷい褐色。褐色で、焼成は普通である。胎土中に石英も長石を含み、69は

含有する粒子が細かい。
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第晋群立器（図201－72～82、図200－83～88e95、図201－113el18）

本群を加曽利E式の新しい方に加わる土器群とし、中期複葉に属すると思われるものを加えた。

72～74は、ロ綾部が丸味を帯びた比較的厚手もので、口唇部に粘土姑と）付けを施している。72が

緩らかな波状目線の他は平緑で、内攣して立ち上がる。72。75は渦巻沈線区画内に、LR縄文を施

したもの。73◎74は浅い沈線を施し、縄文を充填したもの。76e77は、横位微隆起線を有するも

の。78～82は、薄手の内攣して立ち上がるロ綾部で、78はRL縄文、79はLR縄文のみを施してい

る。80はLR縄文の施文方向を変えて羽状にしたもの。83e84は、微隆起線区画内にLR縄文を

充填したもの。85～88は、無文帯に沈線を配したもので、渦巻文の一端とみられる。95は、把手部で

ある。113◎は8は、中期複葉の底部とみられるもの。これらのほとんどは器肉が厚く、何れも加曽

利Em式の範噂に加えて大過ないものと思われる。色調は暗褐色のものが多く、他に褐色eにぷ

い橙色のものもある。焼成は良好で、胎土中に砂粒e長石。石英。スコリア等を含んでいる。

第8群土器（図202－89－94、図203－116・117）

本群を、後期前葉の土器群とした。89は、口綾部辺であろうか、外傾して立ち上が生　紐線文と

櫛昌状の条線文を施している。90は、波状の稀昌文がある。何れも堀之内式に加えられる。9ト

93は、櫛目文を配したもの。94は、半裁竹管による平行沈線を配している。何れも堀之内I一班式、

或いは加曽利B式の粗製土器に加えられるものと思われる。116el17は、後期の底部片とみられ

る。色調は黒褐色ゆ灰褐色で、胎土中に砂粒。長石。スコリア等を含んでいる。焼成は、89e90e

93e94が良好の他は普通である。

第9群土器（図202－96～105、図203－106－108）

本群は、後期中葉の加曽利B式に比定される土器群とする。96。97は、口綾部片で、僅かに外

反して立ち上がり、ロ綾部に経線文を有し、斜行する間隔の狭い沈線に更に横走する沈線を施し

たもの。98。99。101は、粗いRL縄文を地文に格子状の沈線を配したもので、比較的薄手な

口綾部は外方へ立ち上がる。100は、LR縄文のみの薄手な、外反して立ち上がるロ綾部片である。

102は、経線文を有し、粗い縄文を地文に間隔の狭い沈線を施したもの。103～106は、胴部片とみ

られるもので、太い単節縄文を地文に沈線を施したもの。103。104は、薄手な同一個体片である。以

上、96～106は、粗製土器片である。107el08は、比較的精緻な土器片で、僅かに内攣する胴部

から極端に外方へ傾斜する頸部辺である。頸部上位が無文帯で、下位のRL縄文を竹管刺突文で

区切ったもの。色調はにぷい褐色eにぷい橙色で、部分的にススが付着する。焼成は良好で堅

緻であり、胎土中に僅かな長石を含んでいる。
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第10群土器（図203－109～112）

本群は時期不明の土器群で、隆帯と直線状の沈線を配したものである。109は、棒状施文具によ

る横位洗練から放射状に沈線を垂下させたもの。110は誹占り付け隆帯を有し、半裁竹管による数

条の沈線を垂下させたもの。n2ほ、その下位片であろうか。Hは、貼り付け隆帯と垂下する沈線

を有したもの。色調は111が暗褐色で、その他は明褐色である。焼成は良好でいずれも堅級である。

Hは胎土中に長石粒e石英粒魯微砂粒を含み、その他は砂粒e長石等を極く僅かに含んでいる。

2．土製晶（図195、写61）

土製円板片5は、B3g9から出土した。LR縄文を配した土器の再利用で、内外両面から穿孔

されたものと思われる。推定で径4．8cm e孔径1。8cmを測る。色調は褐色で、焼成は普通である。

胎土中に砂粒eスコリア等を含んでいる。土製閂板6ほ、B3C。から出土したもので、沈線区

画にRL縄文を充填した土器を再利用したもの。推定径6．5cmを測り、外線は丸味を帯びて研磨

されている。色調は赤褐色で、焼成は良好である。胎土中に砂粒も石英e長石砂スコリア等を

含む。

3．石器（図195、図196、図198、写61、写62）

窪み石8は、石質が安山岩で石皿転用のものであろう。磨石9ほ、表面中央と側面中央に打撃

痕があり、裏面の一部が欠損している。表裏南砂側面とも磨かれている。石質は安山岩で、長径

8．3cm e短径6．85cm◎厚さ4。9cmである。石斧10は、B2C2で検出された磨製のもので、石質は安

山岩、幅6．8cme厚さ2．9cmを測る刃部片である。刃部は鋭く、使用痕跡がある。磨製石斧片摘ま、

B3e9で検出したもので、厚さ3．6cmを測る安山岩質のもの。打製石斧12は、B3e9で検出した

もので石質は安山岩。長さ10．9cmo幅6．5cm日学さし85cmを測り、刃部は鈍角である。打製石斧

13は、B2i6で検出したもので石質は安山岩。長さ鉦8cme幅8cm◎厚さ3cmを測り、刃部は

鈍角で磨滅している。スクレイパー28は、B3i5で出土した。石質はメノウで、石核調整等で作

り出された横長の不定形剥片にスクレイパーエッジを加工したもの。背部は、小剥離によって成

形した後、刃潰しを行なっている。

第5節　豊　藍　め

本遺跡で確認された第2号～第4号の住居址の規模は、径6・5m。径561×4・7mも径6月×
′′′
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5．5mのほぼ円形を呈し、第2号を除いて4～5か所に主柱穴をもっていた。炉址については確

認できなかったが、平面形の形状・規模共に隣接する打越A遺跡の住居址に類似し、同一時期に

編年される遺物も確認されていることから、本住居址も打越A遺跡と同一時期、あるいはそれに

近い時期のものとみることができる。

第1号住居址については、近接する第5号土壌（B）・第6号一第8号土壌から、それと同一時
▼　　′一．一一．　ノ

．．

期に編年される土器片を覆土から出土し、位置的に住居址に隣接すること、及び打越A遺跡の遺

構分布状況等を加味し、儲期成真に属するものと推定ざれる。

土境については、平面形が円形のもの・楕円形のもの・不整形のものに大別でき、壁が比較的

垂直に近い立ち上がりのものと、外傾して立ち上がるものが比較的多かった。また、壁際にピッ

トを有したものには、平面形が円形を呈するものと楕円形を呈するものとに多くがみられたが、

壁の立ち上がりは垂直に近いものだけであった。ただ本遺跡については、土壌の墳底面・深さ・

覆土の状態等で種々様々な様態を示しており、明確な規則性は確認できなかった。遺物を伴った

土境についてのみ時期的に所属させると、第7号が前期前葉に編年されるだけである。

溝については、局部的な調査だけだったことと溝址に伴う遺物が皆無であること等から、断定

的に位置づけることは避けるが、排水溝か切り通しの道路の可能性があるのではなかろうかと考

えている。

本遺跡において確認された遺物は、そのほとんどが覆土からのもので、遺構に伴うものとして

確認された例は、第2号住居址・第3号住居址の床面に遺存した例、第4号住居址の土層3を床

面とみなした場合の例、及び上記の第7号土塀の例だけである。

遺跡全体を表土から出土した遺物で観察すると、台地中央より北側に早期と前期に編年される

遺物が主体を占め、南側には中期に桶年される遺物が主体をなして出土した。しかし、遺構内覆

土からの遺物の出土状況は、台地中央より北側には前期に編年される遺物が、南側においては早

期と中期に編年される遺物が出土している。このことを、隣接する打越A遺跡と関連づけてみる

と、前期に編年される遺物を検出した土壌の位置する台地は、北西から入り込んだ谷津頭を中心

に打越A遺跡の北縁辺部に続いており、打越A遺跡の北縁辺部で確認された土塀と前期に編年さ

れる遺物の出土した地点とに、地理的条件を一致させている。更に、台地南側に確認された3軒

の住居址は、打越A遺跡で確認・された中期後葉に属する住居址の位置する台地とほぼ標高を同じ

にし、東側に刻まれた支谷に面して比較的並ぶように立地している。

第2号一第4号住居址は、中期後葉に位置づけられるものと思われるが、打越A遺跡において

は土器埋設炉を有していたのに対し、炉址と認められるものも無く、床面の状態も踏み固められ

た跡は無いことから、長く使用されたものとは考えられない。また、住居址にともなわない焼土

粒子については、今後の資料の増加を待って比較検討したいと思う。

－139　－



第3号土壌の覆土内から出土した石核については、現在のところ不明を点を多く含み、今後の

資料の増加に期待したい。また、B3i5で検出したスクレイパーについても、その類例が無く、

今後の資料の増加を待ちたい。第7号土壌の覆土で確認した石核。縦長剥片等は、飯富町馬場尻

遺跡（註1）。飯富町十万原遺跡（註2日高萩市赤浜遺跡の表採資料（註3）等にその類似資料を得

ているが、遺構の所属する時期に伴うものなのかは、明らかな確証を得ることができなかった。

註1茨城高等学校史学部『飯富馬場尻遺跡発掘調査報告書一縄文早期茅山式遺跡－』昭和46年。

註2　茨城高等学校史学部「水戸市十万原遺跡発見の縄文早期沈線文系土器」『常総台地6』昭和47年

註3　金子進氏のご教示による。
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三「一　　三㍉「

鞄

j

i

甘く

悔

SKOl

三二　三

第［50区；遺構分布図

S KOl土層解説

1．褐　色（草木根含む）

2．褐　色（草木根含む、暗褐色土のむらあり）

3．褐　色（草木根含む、ローム含む）

4．褐　色（ソフトローム含む）

5．褐　色（やや粘性のあるローム含む）

L＝25．0m

トV　望＿＿＿＿＿＿」

第！5i図　第i号土壌
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三二‾‾‾‾‾

L＝25．5m

と二二聖二＝∃

第152回　第2号土壌

S KOZ土層解説　A－A’

1．褐　色（ロームブロック少量混入の褐色土含む）

2．暗褐色（ロームブロック少量含む）

3．褐　色（大ロームブロックを多量含む）

第椅図　遺構分布図
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SK27

三三

SK30

二；＿
二「‾‾‾

壬二言二1‾‥‾

三〕l竿∴l三l

二l－111－

第帽図　遺構分布図
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二‾
』＝路伽＝ここニ空⊆二二二∃

第帽聞　第　号住居址

S　＝）I　土層解説　A－A’

1．褐　色（暗褐色土少量含む）

2．褐　色（ロームブロック暗褐色土少量含む）

3．褐　色

4．褐　色（暗褐色土のブロック多量含む）

5．褐　色（草木腐敗土少量含む）

6．褐　色（ロームブロック微量含む）

7．褐　色（焼土炭化粒子微量含む、ローム含む）

8．褐　色（草木腐敗土含む）

9．褐　色

土層解説　a－a’

1．褐　色（ロームブロック中量含む）

2．褐　色（暗褐色土少量含む）

3．褐　色（ロームブロック中量含む）

4．褐　色（粘性強いハードロームブロック多量含む）

5．褐　色（粘性強いハードロームブロック多量含む）

ー144　－



0

L＝24．5m

第I56図　第2号住居址

S　用2土層解説　A－A′

1．暗褐色（極暗褐色ブロック含む）

2．褐　色（暗褐色ブロック少量含む）

3．褐　色（暗褐色ブロック含む）

4．褐　色（粘性ハードローム含む）

5．暗褐色（草木根腐敗土含む）

6．褐　色（暗褐色ブロック少量含む）

7．褐　色（褐色土ブロック含む、焼土炭化粒子微量含む）

8．褐　色（暗褐色ブロック含む）

9．褐　色（やわらかい暗褐色土含む、娩土微量含む）

10．褐　色（暗褐色土・ブロック少量含む）

11．褐　色（暗褐色土・ブロック少量含む）

12．褐　色（暗褐色土・ブロック少量含む）

13．暗褐色（ローム粒子含む）

14．褐　色（ローム粒子含む）
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！二去－－，

L＝24．5m

第甘i図　第3号住居址

S H）3土層解説　A－A－
1　　　　　⊥EJ　　　　　′ナ　ノ　　　　　　　　　．　＿＿＿°　　　　　　　　　L．．tT－．⊥口　′′　▼1rtl－　tlI l　　〈　l＿　　1

1．個　巴L U‾ム／Uツ／け百個tユ丁的RX工′占‾Uノ

2．褐　色（粘り気のある暗褐色の小プロッタ多量含む）

3．褐　色（ローム粒子中庸敗土の斑点混在）

4．褐　色（ローム粒子中量・粘性強い′トブロック少量含む）

5．褐　色（粘性強いロームブロック多量含む）
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L＝24．6m

第帽　図　第　号住居址

S104　土層解説　A－A’

1．褐　色（草木腐敗土と思われる暗褐色土含む）

2．褐　色（ローム小ブロック少量含む）

3．褐　色（粘性あるローム多量含む）

4．にぷい赤褐色（焼土・炭化粒子少量含む）

5・暗赤褐色（焼土0赤褐色ブロック多量含む、炭化粒子少量含む）

6．暗褐色（焼土・炭化粒子少量含む）

7．暗赤褐色（草木根株・壌土多量含む、炭化物多量含む）

8．暗褐色（焼土・炭化粒子微量含む）

9・褐　色（ロームブロック・草木腐敗土と思われる暗褐色土少量含む）

11．褐　色（草木根腐敗土多量含む）

12．褐　色（ロームブロック少量含む）

土層解説　B－B’・C－C’

1．赤褐色（焼土・炭化物を微量含む）

2．褐　色（ロームブロック少量・焼土微量含む）
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：∴‾l一一一
第ほ図　第　号土壌

S KO3土層解説　A－A’

1．褐　色（ロームブロック少量含む）

2．暗褐色（ロームブロック少量含む）

3．褐　色（粘性ロームブロック多量含む）

4．褐　色（粘性ロームブロック多量含む）

5．褐　色（粘性ロームブロック中に木根含む、黒色土微量含む）

6．褐　色（細かいロームブロック多量含む）

7．褐　色（ロームブロック少量含む、褐色土）

上 ／＼

L＝24．5m　ヒ＝＝二二竺二二二二∃

第帽i図　第5号土壌（B）

S KO5（B）A－A′

3．褐　色（ロームブロック暗黒色土少量含む）

4．褐　色（ロームブロック含む）

5．褐　色（ソフトローム含む）

6．褐　色（ロームブロック多量含む）

／庭

厨、、凪へ　了、

しこ24．5m　ヒ二二空二二二∃

第滝田　第5号土壌（！O

S KO5（A）土層解説　A－A’

1．褐　色（草木根少量・ロ…ムブロック含む）

2．褐　色（ロームブロック少量含む）

一一l－1

匝‾』

l

4

B F…－

「」＿一子

L＝24・8m　ヒ三笠二二］

第162匹　第6号土壌

S KO6土層解説　A－A’

1・褐　色（踏み固められたロームブロック点在、黒褐色ブロック含む）

2・褐　色（ローム粒子少量・ロームハード小ブロック少量・褐色ブロッ

ク混り気のないブロック含む）

3・褐　色（ローム粒子多量・果粒状ロームブロック中量を含む）
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L＝24．8m　ヒ二二二空二二二二二∃

第I63区！第4号土壌

S KO4土層解説　A－A’

1．褐　色（ロームブロック含む、褐色土e草木根多量含む）

2．褐　色（ロームブロック多量含む、やや暗い）

3．褐　色（ソフトロームの中にハードロームブロック含む）

4．暗褐色（ローム中にハードロームのブロック少量含む）

5．褐　色（ハードローム含む）

第帽図　第　号土壌

S KO7土層解説　A－A’

1．赤褐色（ローム粒子含む）

2．赤褐色（ローム粒子含む）

3．褐　色（ローム粒子・ロームブロック含む）

4．暗褐色（ローム粒子含む）

5．褐　色（ローム粒子含む）

魔ふ才子当
事⊆琶ヲ二庭’芸

第相国　第8号上境

S KO8土層解脱　A－A’

1．褐　色（ローム果粒状ブロック中量含む）

2．褐　色（ローム果粒状ブロック・ローム小ブロック少量含む）

3．褐　色（ローム小ブロック少量含む、硬い）

第i66回　第9号上境

S KO9土層解説　A－A’

1・暗褐色（黒色腐敗土が埴文状に露呈・ローム粒子少量含む）

2・褐　色（主根による捜乱層）

3・褐　色（粘性の強いローム中にハードローム面が所々検出）
4．褐　色

5．褐　色（やわらかい）

6・褐　色（軟弱層でロームハード中ブロック中量含む）

7・褐　色（他の層と比してやや硬い）
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ふ

、－8，

1ノ擬
し＝25．0m　　1日

第博司　算用号上境

S KIO土層解説　A－A‘

1．褐　色（ローム粒子中に暗褐色腐敗土の斑点少量含む）

2．褐　色（粘性の強いロームブロック多量含む）

3．褐　色（粘性の強いローム含む）

4．暗褐色（草木根腐敗土含む）

N

才
j

A　－

h

虚勢
＼ヒコク

j

聞

すIl

園

つ
i！
由

－厨
A一一

七ノr
L＝25．0m　ヒ二空二∃

黄沌賢　第は号土蠣
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A

＼I－、二＿
L＝24．5m［二些＝∃

第愉拍］芽畑号土壌

S Kll土層解説　A－A‘

1．褐　色（ロームブロック含む）

1a　褐　色（ハードロームプロ、：ノクを含む）

1b　褐　色（ハードロームブロック含む）

2．褐　色（小ロームブロック含む）

3．暗褐色（小ロームブロック含む）

t、＼l二一一／一

句

．一一、11－1コ丁‾二・一′一一一二・i
3　　　　　　　　　　3

L＝25．0m　ヒ二二空二二∃

第膵図　第臓号土壌

S K13土層解説　A－A．

1。褐　色（ローム粒子微量含む、軟弱）

2．褐　色（粘着性ローム・炭化物掻く微量含む）

3．褐　色（粘着性ローム含む）



二‾二㍉

＼二三二Il
8－一

一一B，

N

I

N

・I

A

）l‾l‾翫二＼上皿＿二l二＿＿
第日2区！第15号土蠣　　第日3図　第ほ号土蠣

∴
‘⑳

L＝24．5m

ヒニ空＝∃

琵「自認　舞甘号土堰

S K14土層解説　A－A‘

1．暗褐色（黒色腐敗土斑文あと上　ローム粒子少量含む）

2．褐　色（ローム小プロ、ソク微量含む）

3．褐　色（粘着性有す）

4．褐　色（粘着質ブロック状を里す、炭化物微量含む）

瓢㍉
二一、二／ニ／了

S K15土層解説　A－A′

1．褐　色（草木根の腐敗土を含む、やわらかい）

2．褐　色（粘性あるロームブロック・暗褐色の腐敗土含む）

3．褐　色（ローム粒子中に粘り気のあるロ叫嶋ムブロック含む）

S K16土層解説　A－A’

1．暗褐色（腐敗土の斑点多量含む）

2．褐　色（ローム小ブロック多量含む、褐色土）

3．褐　色（粘性強いローム含む）

lI二一二

「施
し＝24．5m［二二空二二∃ L＝24．5m　ヒ⊇聖二∃

L湖．5m　　第日5図　毒針8号土墳　　第号6図　第憎号土蠣

ヒ＝讐二∃

揖！7萄間　第廿号上境

S K18　土層解説　A－A’

1．暗　色（腐敗土の斑点を多量含む）

2．暗褐色（暗褐色の腐敗土多量含む）

3．褐　色（ローム中に腐敗土の斑点多い）

4．褐　色（粘性のロームブロック多量含む）

S K柑土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム中に暗褐色の腐敗土の斑点含む）

2．褐　色（粘性あるロ㌧－ムの小ブロック多量含む）

3．褐　色（粘性の強いハードローム含む）
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虚＼子：タ
二＼二＿㌧＿＿＼二

L＝24．5m J」里二」

第日1回　第2C号土塘

S K20土層解説　A－A’

1．褐　色（腐敗土の斑点が混在するローム粒子含む）

2．褐　色（粘性強い、ロームブロック多量含む）

L＝24．5m　ヒ二空二二∃

第日9回　第22号士埴

S K22土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム中に暗褐色の腐敗土の斑点が混在）

2．褐　色（粘性の強いロームブロック多量含む）

3．暗褐色（草木の腐敗土含む）

4．暗褐色（ローム中に粘り気ある暗褐色土層含む）

L＝24．5m

L」竺二』

第描　図　第別号土壌

S K2I　土層解説　A－A′

1．暗褐色

2．褐　色

3．褐　色

4．褐　色

磯妓
㊨

一．一一一一．．－

、叫、～k

Ljイーl‘二l’

L＝24．5m lM

4

8

l二二‾－ll‾＿：二
随二二、　r

レノ

N

i

L＝24．5m

ヒ二二攣二二二∃

毒針80図　第23号土壌　掛8個　第24号上境

S K23土層解説　A－A‘

1．暗褐色（暗褐色の腐敗土多量含む）

2．褐　色（ローム小ブロック多量含む）

3．褐　色（粘性の強いローム含む）

S K24　土層解説　A－A’

1∴褐　色（ロームブロック多量含む）

2．褐　色（暗褐色のブロック含む、草木根腐敗土含む）

3．褐　色（粘性強いハードローム含む）
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L＝24．7m　ヒ二竺二二］

第柑且　第祁号土壌
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L＝24．5m　」二空二」

第r85図　第28号土埴

二㍉
二二二I
Al

二1、三」だ－、朗’
L＝24．5m

第183回

ヒ＝空＝∃

第26号土壌

S K25土層解説　A－A’

1．褐　色（草木根腐敗土含む）

2．褐　色（粘性強いローム含む）

S K26　土層解説　A－Af

1．暗褐色（ローム粒子少量含む）

2．暗褐色（草木根腐敗土多量含む）

3．褐　色（粘性強いハードローム含む）

4．褐　色（ロームブロック含む）

5．褐　色（ロームブロック少量含む）

S K27　土層解説　A－A’

1。褐　色（ローム粒子中に暗褐色の腐敗土含む）

2．褐　色（粘性の強いロームブロック多量含む）

L＝24．5m J」竺二∃

第し86図　第29号土蠣

S K29　土層解説　A－A′

1．褐　色（草木根多量含む）

2．褐　色（暗褐色土中量含む）

3．褐　色（ソフトローム含む）

4．暗褐色（草木根の腐敗土含む）

5．褐　色（ローム中に暗褐色腐敗土含む）

6．褐　色（草木根腐敗土多量含む）

7．褐　色（暗褐色土含む）
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第柑図　第27号土壌

S K28　土層解説　A－A’

1．褐　色（草木根含む）

2．褐　色（ロームブロック少量含む）

3．褐　色（ロームブロック多量含む）

4．褐　色（粘性あるロームを含む）

‾‾　＝∴＿
第、至け図　第30号上境

S K30土層解説　A－A’

1．褐　色（ローム中暗褐色腐敗土含む）

2．褐　色（粘性強いロームブロック含む）
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一指衰亡1㊦
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②
亮鳩

第：89図　塚

土居解説

1．褐　色（草木根・ローム粒子含む）

2．褐　色（ローム粒子を中量・ハードローム中ブロック少量含む）

3．暗褐色（ローム粒子を中量含む）

4．褐　色（粘性強く、ローム粒子が点在）

5．褐　色
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第I90回　遺構出土土器
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第柑I図　遺構出土土器
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第柑5図　遺構・グリット出土　土製晶・石器
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第196図　グリット出土石器
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第柑7図　遺構出土石器
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第才章　伸根台塚評

仲根台塚群（図204）は2基の塚から成る。1号塚は県道（龍ヶ崎一土浦線）と市道（馴馬…

別所線）との分岐点にあって、山林の中に馬の背状を里し、南裾部に道祖神2基の子安観音1基

が祀られている。2号塚は1号塚の北側にややはなれた台地先端部に位置し、現状は山林である。

第瑠節　調査経過

1．仲根台1号塚

昭和53年3月7日ell目ゆ1摘◎ま5日　塚の清掃および測量用のトラバースを設定し、塚の測

巌を開始する。15日、調査前遺跡全景写真を撮影する。

5月25日　仲根台1号塚の修祓式を挙行し、塚の中心部より東西e南北のトレンチを設定、発

掘調査を開始する。東トレンチで裾部より焼石を検出。塚は僅かに地山を整形し、若干の盛土を

したことが判明する。

5月28日～5月30日　酋トレンチの旧表土下包含層に、田戸下層式土器片が検地された。東ト

レンチより馬骨を検出したほか、塚に伴う遺物の出土は無いため、南北トレンチにそれぞれ直角

に北東e南東のサブトレンチを、西トレンチに直角に北西のサブトレンチを設定し、調査を拡張

した。また、南トレンチにおいては、石両の下部及び南方向へトレンチを延長させた。その結果、

北東トレンチ調査において、南行する古道を検出すると同時に、旧表土下第2層に縄文時代早期

及び、後期の土器片をそれぞれ検出した。

5月31日～6月2日　北東◎南東傲東トレンチの発掘調査を実施した。遺物は塚盛土内で馬骨

の検出が相次ぎ、また、旧表土下第2層に土器片が検出された。

6月3日～6月4日　各トレンチの土層断面の調査区e古道。地形整形部の平面等を測図し、

調査を終了させる。

2．仲根台2号塚

昭和53年3月7日。11日◎14日◎15日　エリア内伐開後の清掃と測量用のトラバースを設定し、

塚の測量を開始する。15日、調査前遺跡全景写真を撮影する。

昭和54年8月27日～29日e31日　調査区を設定し、1区～5区の調査を開始したが、盛土は全

く認められず、3区南部の第1層下ローム漸移層内に微量の焼土粒子を確認し、土壌状遺構を検
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第204図　仲根台塚群全体図
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出した。尚、塚中心部と5区にも土壌状遺構を検出し、1個体分の掘之内式土器片を出土した。

9月3日～9月4日　当遺跡は塚としてとらえるより、縄文時代の遺構調査が必要であると認

め、第1号～第3号土壌の調査を開始した。

9月5日～9月7日　調査区の表土下第2屑を全面排除、各遺構の精査。実測を終了させ、遺

構等の写真撮影を実施する。

箆2節　仰視台1号壕

頂。壕（図205、図206、写64～66）

本塚は、県道（龍ヶ崎一土浦線）のために、北西側の裾部が削除されている。現在の規模は、

南北径約10me東西径釦5m程で、やや楕円形状をなし、頂部の標高は26．36mである。旧地表面

の中央部を残して僅かに整形を施し、30cm程の盛土をしたものと思われ、平坦部との比高は50cm

程を測る。塚頂部の西側腹部には道祖神2基e子安観音1基の石河が置かれ、現在でも馴馬町周

辺住民の信仰の対象となっている。また、塚の付近は馬拾場とも呼ばれ、塚の南裾部の低い所か

ら馬骨が検出され、この付近は馬の屍体を葬った場所であると考えられる。盛土下の旧表土下層

からほ、縄文時代早期の土器片と礫が出土した。

2．遺　　物

藍器（図207e208）

出土した遺物は塚に伴うものではなく、縄文時代に編年される土器片群と礫であ生礫はほと

んどが加熱を受けており、一部赤変している。

第瑠群土器（1～15）早期に編年される土器群で、更に2類に細分することが出来る。

I類（1～58）本類は、早期前葉の撚糸文系に編年されるもので、花輪台式に位置づけら

れるものである。

a種（1～8）1以外は、何れも胴部片であるが、縄文が施文されている。

1は、やや尖った口綾部を有し、外反して立ち上っている。1～8の器厚は何れも厚く1cm

内外のものがほとんどであり、深鉢形土器の破片である。色調は暗褐色を呈するものが多く、

胎土中に砂礫等を含み、焼成は良好である。

b種（9－48）無文の土器であr上ナデ整形痕だけがみられるものである。

9～17は、口綾部片でほとんどが直立ぎみに立ち上がりを示している。9はやや丸味を帯びた
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口唇部を有し、補修孔がみられる。その他のロ綾部はまま尖った口唇部を呈している。18－48

は何れも胴部片で縦位あるいは斜位のナヂ整形痕がみられる。何れも厚く、色調。胎土・焼成

ともa種と近似している。

C種（49～58）　撚糸文がみられるもので、撚糸文を地文として沈線が施文されたものもみ

られる。

狐類（59～115）　本類は早期中葉の沈線文系のもので、これらを一括本群とした。更に細

分可能であるが、文様構成により5種に分類される。

a種（59－74）　横位の太い沈線による施文がみられるもので、59～65は口綾部である。や

や口唇が丸味を有するもの（59e61）、平らなもの（62e65）、尖っているもの（60e63e64）な

どがみられる。口綾部及び胴部は厚く、色調は灰褐色を呈するものが多い。

b種（75－81）　沈線による区画がみられ、更に区画内に沈線が充填されるものである。区

画も縦あるいは斜めなどがみられる。

C種（82～91）　沈線が斜位で、口唇部はほとんど丸味を有したものである。

d種（92′こ104）　縦位の沈線を主体とし、縦位の列点文などが複合したものである。92～

96は口綾部で、口唇部が丸味を帯びたもの（93e94）、やや平らなもの（92095e96）などがみ

られる。目線部及び胴部の何れも厚い。

e種（105～11lel13－115）　前述のaTd種より細い沈線を有し、半裁竹管によるものも

あり、更に刺突文のみられるもの（105。107）もある。色調は、灰褐色を呈するものが多く、

胎土中に砂粒等を含み焼成はほぼ良好である。

第2群立器（116～120）　後期に編年される土器群で量は少ない。縄文のあるもの（117）、波

状櫛清文のあるもの（116）、沈線区画内に縄文が充填されるもの（118～120）などがある。何れ

も後期初頭に編年されたものであろう。

第3節　伸観念題号塚

1．塚　（図211、写67）

本塚は、1号塚の北約150mの北東に張り出した小さな舌状の台地上にあり、標高は約21mで

ある。規模は、東西に約12m e南北に約11cm。高さ約0．7mの塚状であるが、この下に土壌が3基

出土した。土壌確認面より上の土層には、人為的な盛土の形跡は認められなかった。従ってこれら

の土壌は、同園よりやや高いマウンド状のところにつくられたものであり、その後自然堆積があ

って塚状とみえたものと推測される。
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2．土　　壌

第1号土壌（図212、写68）

本址は、塚頂部とみられた表土下に出土したもので、長径3．07m・短径2．80m・深さ0．32nlを

測り、長径方向N－540－Wを指す楕円形の土壌である。境の底面はやや硬く褐色を里し、壁はほ

ぼ垂直に近い立ち上がりを示す。覆土は、自然堆積である。遺物は、東側の墳底直上において粘

土混じりの褐色ローム塊を検出した以外は無かった。

第2尊皇璃（図213、写69－㌔）

本址は第1号土壌の南西に隣接して出土した。長径2．70m e短径2．19mを測る楕円形で、長径

方向N－89．50－Wを指す。塚とみなされた裾部の土層断面調査で、表土を除去した時点で確認さ

れたものであり、焼土粒子が薄く上面被覆していた。第1号と同様、覆土は2層に区分する自然

堆積である。墳底までは15．5cmと浅いが、壁の立ち上がりは垂直に近くしっかりしたものであっ

た。遺物の出土は無い。

第3号土壌（図214、写69－2、写70－1）

本址は第2号土壌の南側に隣接して出土した。長径0．9m◎短径0．76mの楕円形を里し、長径

方向N－250－Wを指す。深さは16cmと浅く、全体に皿状を呈し、墳底面が僅かに硬かった。遺物

は遺構検出面から覆土第1層にかけて、土器が潰された状態で出土した。

3．遺　　物

第3号豊壌出藍藍器（図215、図216、写71）

土壌の上面に、破砕されたような状態で出土した土器は、復元の結果、口径約49cme器高38cm

程の深鉢形土器であることが判明した。ロ綾部は無文革を有し、頂部に沈線によるC文字及び刺

突文がみられる。口辺部と胴部の間には横位の隆帯によって区画がなされ、胴部には沈線による

格子状がみられる。色調は褐色を里し、胎土中に砂粒。石英◎スコリア等を含み、焼成は粗雑で

ある。後期初頭に編年される土器である。
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第2の5図　伸根台i号塚
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土層解説　B…B′

1．暗褐色（表土）

2．黒　色（旧表土）

3．黒褐色

3a．黒褐色（ロームブロック少量含む）

土層解説　C－C′

1．暗褐色（表土）

4．暗褐色

5．褐　色

7．極暗褐色（やわらかい）

土層解説　D－D’

1．暗褐色（表土）

2．黒　色（旧表土）

3．黒褐色

1　M

第l号塚土層解説　A－A’

1．暗褐色（表土）　7．極暗褐色（やわらかい）

2．黒　色（旧表土）8．暗褐色（ローム粒子含む、やわらかい）

3．黒褐色　　　　　9．黒褐色（硬い、踏み硬められたもの一道）

4．暗褐色　　　　10．黒　色（ローム粒子含む）

5．褐　色

4．暗褐色

5．褐　色

6．暗褐色（ローム粒子、ローム小ブロック含む）

8．暗褐色（ローム粒子含む、やわらかい）

9．黒褐色（硬い、踏み硬められたもの一道）

9a．暗褐色（硬い、道路面）

4．暗褐色

5．褐　色

7．極暗褐色（やわらかい）

3a．黒褐色（ロームブロック少量含む）　　　　　8．暗褐色（ローム粒子含む、やわらかい）

第206図　仲根台I号塚土層断面図

ー176　－



同
日
は
2
5

0

日
日
日
日
3

5

円
日
日
H
3

出
川
。

H

H

日

付

7

ヽ趣
蔚

力
付
。

2

¶

月

＝

伊

n
u
2
3

．
ザ
「
㌔
皐

月
日
月
2
8

第207回　出土土器

－177　一

出
目
H
u
っ
2
6

ヽr



再
〓
吊
5
2

ー4、一一‾　ト．こ．－．1－．

‘・－h t．＿－＿血＿＿一山

．．＿＿ご忘・二∵こ∵ニー

㌔曇ここ馳串
17げ＆慮P慧野悪
．－ワ　ニ　一一も‾1一

t．、が
、、

．，紳・嘘

1、，語ごこし．声掠㌻誓誓・

予〕声．苓

‾∴二二二

1－．l

57　　　　　　　　　58

凸
月
旬
・
。

白
日
り
ー
9
一

指
ノ
声

門
日
月
ー
8

・㌘＿、サ
膏1∴　メぐ．上ざ

如．一一・・叫一叫

堕認駈遠
打沈だ㌍

たPJ r‘＝

‘i篭，、二三

第208図

8

門
〓
目
星
6

出土土器

一178　－

H

u

哺

0

0
日
目
日
当

H
H
u
5
5
　
円
い
5
6

ぺ
」
石
∴
一
l



t一一一鱒癖鼠け一一・・

㌦：二二一声・、
骨再読融山紳鵬㌻

軸心瑞松野

04

∩
吊
8
7

－

1

－

1

　

　

J

苛

r

闇
那
瑚。．

．
・
′
．

、

、

．

苛
烈

宗

　

一

U

、

、

′mu9。

ト．、．
㌧
し
∴

′

　

1

・

－

ノ

．

、

一
㌧

n

u

川

一

・

、

　

J

．

　

・

・

、

－

1

－

て
イ
J
豆
勺
　
1
．

－
1

捏ふよ
茸ミニ∵・

竃芯崇悪岩
も鵬一蜘封や也瑠塔

l、∴∴‘．ェここ‾　Tこて：、て

円
＝
叫
9
0
　
月
局
＝

ケ
一

1

一

．

．

日

日

1

9

8

魔
聯
〝

日
月
9
7

b
㍉
：
．
．

H
J
ム
鼠
少
か

囁．。

「

　

㍉

－

．

・

－

　

－

　

　

　

－

．

－

　

・

－

－

－

－

都
鞭

’ll

H
日
日
日
当

－
．
H
抱
拉

・
n
揖
苺
揖

．
丘
P
L
守
貞
巨
葛
首
鼠
－

抽
船
脚

㌫
H
H
釣
針
ド
団
音
．
“
J
J
昔
－
寺

．
h
J
H
．
j
　
1
－
㌢
㌢
巨
朱
も

ド
P
持
〓
臣
リ
．
t
J
l
、
”
ヽ

ィ

．

　

一

㌣

l

I

h

．

．

一

J

一
．
ど
　
L
′

n

u

仙

時
臣
輩
持

．
い
り
・
門
．
い

㌍
豆
腰
芯

璃
㌣
帯
出
－

・
　
▲
、

第209図　出土土器

一179　－



9

円
‖
吊
相

8

月
日
日
］
完

7

「
．
．
白
川
1．
・芸

月
〃
完

4

＝
　
日

3

月
日
日
り
‖

l　2・5H l

Lてこ：・？、

2

円
日
日
局
‖

智
慧
浄

皆
目
り
椚

第2IO図　出土土器

咤ご建云竃聖雲笠上

蓋蓋
ご曇；≡≡重富裏
1潤し憲三二：ご＝岩出

ー・〟

土層解説　A－A’、8－B‘

1．褐　色（やや軟弱、ロームプロッタ少量含む）

2．褐　色（粘着性やや有し、ローム小一中ハードプロッタ少量含む）

3．褐　色（軟弱、抜根址）

4．褐　色（抜根址）

第2日図　仲根台2号塚
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L：＿望＿　＿1

第2［2図　第i号土壌

S KOl土層解説　B－B′

1．暗褐色（ローム粒子多量含む）

2．褐　色（ローム粒子多量・ローム小ブロック少量含む）

風一歳
A　－　　　　　　－A’

〕
L＝21．0m【二一一ユ姐一一一

第割　図　第　号土壌

第円3図　第2号土蠣

S KO2土層解説　A－A’

1．時赤褐色（焼土多量含む）

2．褐　色（ローム粒子含む）

3．褐　色（ローム小ブロック少量含む）

◎ ロ

50chl 一忘。5

第割　図　第　号土壌接合遺物分布図

S KO3　土層解説　B－B′

1．褐　色

2．褐　色（粘土粒子少量含む）

3．褐　色（粘土粒子多量含む）
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第2I6図　第3号土塀接合土器
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第　葦　週　地恩遺跡

この遺跡（図217、写72－1）は、別所集落の西方に複雑に入り込んだ谷をへだてた台地突端部

にあり、現況は山林である。なお、西方谷をへだてた約300mには被り地Å遺跡があり、県道（龍

ヶ崎一土浦線）が通っている。

第瑠範　調査経過

昭和54年9月13日　打越A遺跡の発掘調査と並行して、当遺跡の除草作業を実施する。またプ

レハブ等の設置場所の整地と、進入路の造成工事を開始する。

9月21日～10月11日　プレハブ・物置等の設置と物品移動を行う。ブリット設定のための杭打

ち作業を開始する。遺跡発掘前の全景写真撮影をする。

10月12日　遺跡進入路の幅員不足と悪路のため、その整備作業を実施する。また、遺跡の立地

する台地が3万共急涯となっているため、危険か所の表示と固棟等の安全処置を施す。

10月13日～10月16日　北西から南東に張I）出す舌状台地上に遺跡が位置するため、Al区北西側

より表土除去作業を実施し、遺構の分布状況を把握する。

10月22日～10月25日　Ald4から礫多数と、黒曜石の錐を1点検出。表土黒色腐敗層は、10

cm内外と浅く、地山露呈作業において縄文土器片を検出した。　AIc5・Ala7・Ald8　に、上面

被覆土の色調を同じにする遺構状落ち込みを確認、AIc8においてほ焼土粒子を検出し、地山色

調と微妙に異なる遺構状落ち込みを検出した。

10月26日～10月30°日　AlaleA1e7。Ald6eAle66Alf6eAlf8に遺構状落ち込みを検出。

全面表土除去作業の継続で、本遺跡における遺構は南東に走る中央陵線辺りに密集していること

が予想され、微妙な色調変化を有する遺構検出面に留意しながら検出作業を続行した。ベルト土

層実測◎除去を実施し、遺跡を平面化しての遺構検出作業を行った結果、既検出の遺構状落ち込

み9基の他に、7基が検出された。しかし、他の4か所についてはプランが判然とせず、要留意

個所として押えただけに留まった。

11月1日～11月4日　ベルト土層実測・除去作業及び遺構検出作業を実施した結果、住居址状

遺構2軒。土壌状遺構16基e炉穴状遺構2基を確認し、第1号～第4号土壌の調査に続き第5号

～第9号土壌・第1号・2号住居址の調査を実施した。第1号住居址においては、住居址と重複し

て土壌状の落ち込みが2か所検出された。第1号土壌東部の不明確なプランに、「T」字形の第1

サブトレンチを設定して調査した結果、遺構が確認できた。
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第2は図　廻り地B遺跡全体図
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n月5日～H月8日　第8号土壌においてピットを検出したほか、付近に3か所のピットを確

認し、住居址の可能性を予測させた。第3号住居址と仮称、隣接して存した礫群の平面分布を実

測。Ale6e Alh9も併せて実施した。第10号の第11号e第13号～第15号土壌の調査を開始、第

2号土壌は炉穴と土壌の重複であることが判明し、第3号炉穴とした。第3号e第5号◎第7号の

第8号・第10号土壌、第1号炉穴の精査が完了する。　’

11月9日～11月13日　第2号炉穴南西部の遺構検出前に、焼土プロ、ソク・炭化粒子の点在を確

認したが、プランが不明確のため第2サブトレンチを設定する。その結果、炉穴であることが判

明。また第3号住居址の床面6壁が不明のため第3サブトレンチを設定して追究中、ピットを検

出する。第12号土壌調査を開始。第1号の第2号の第9号の第11号e第13号の第15号～第17号住

居址、第2号・第3号炉穴精査終了。

11月14日～11月16日　第12号土壌には、複数の第5号・第6号炉穴が重複、第2サブトレンチ

で検出した第4号炉穴も含め調査を開始した。第1号～第3号住居址、第4号e第14号の精査を

終了する。再度、遺構検出作業を試みたが確認できず、本遺跡における遺構は住居址3軒¢土壌

15基ゆ精査中の土壌状遺構2基8炉穴3基烏精査中の炉穴状遺構3基としておさえ、調査終末に

あたっての今後の調査計画を検討した。

n月9日～日月22日　ほぼ調査も終了となり、次期調査のウツブタ遺跡への移行のための器材

整理を実施する。第12号土壌、第4号～第6号炉穴の精査を終了し、測図加筆を行う。尚、第3サブ

トレンチ付近に新たに土壌1基を確認し、精査を完了させた。本遺跡での遺構検出は、住居址3軒e

土壌18基e炉穴6基であった。遺跡発掘調査終了後の全景写真撮影を行う。

第空前　遺　　構

1．住居址

第1号住居址（図219、写72－2）

本址は、当遺跡の立地する台地先端部中央付近に確認され、Alh9を主体に4グリットにかけ

て存する。長軸方向N－210－Eを指し、長軸6m。短軸2．8mの長方形である。北方に開き

ぎみであり、北壁が外側に張り出している。南東コーナー近くの東壁部に径60mの円形状突出

部があり、中央に径18cme深さ39cmのピットがある。床の深さは50cmを有し、平担で軟らかく、

中央部付近及び南東部辺りが他面の褐色に比して暗い色調を呈している。床面北西部に第17号

土壌を有するが、本址との関連性は不明である。また、床面南側中央に本址の施設であろうとみ

られる径43cmの深さゴ3cmのピットがあり、ピット上に礫群が確認された。壁はほぼ垂直に近い立
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ち上がりで、台地が南方への傾斜を呈しているのに、北側壁のみが比較的低い。なお、南壁下に

不整列ながら径20cm程・深さ30cm前後の支柱穴とみられるピットを8か所検出した。覆土は山側

より堆積して、ほぼ水平に近い状態で谷側に厚みをもって堆積している。出土遺物は覆土内より

縄文式早期土器片3点と時期不明の縄文式土器片1点を出土している。

第2号住居址（図220、写73）

本址は、遺跡エリアの中央の東寄り部、Ald7・Ald8を主体に確認され、長軸方向N－25LW

を指している。平面形は短軸がやや外側へ攣曲する長方形で、長軸は6．4mを測る。短軸は東壁

が傾斜面に位置し檀滅しているため推定でしかないが、およそ3．5m程とみられる。床面までは

10cm内外と浅く、比較的硬い。北西コーナー付近の　SK′01周辺の床面には極少量の焼土炭化粒

子が確認された。主柱穴は4か所に認められ、他にピットが2か所と土壌状落ち込みが2か所に

ある。第1号土壌は北側コーナー部にあるもので、長径72cm・短径67cmを測る。第2号土壌は床面

中央よりやや南寄りに位置し、長径82cm・短径67cm・深さ45cmである。なお、第1号土壌は主根

址の可能性を有するが、第2号土壌は当址の施設と思われる。出土遺物は、第2号土壌墳底面か

ら縄文早期土器片1点が出土したほか、床面直上に縄文早期土器片1点と縄文前期土器片12点が

出土し、その他にも覆土内から時期不明の縄文式土器片が出土している。

第3号住居址（図221）

本址は南に突出した台地の比較的平坦部に位置し、Ald4を主体に確認された。当初、第1号住

居址と同様、黒色表土下第2層中に礫群の一部を確認した。その後、プラン検出を急いだがピッ

ト検出のほかは不明であったので、第3サブトレンチを設定して壁及び床面の追求を行った。結

果はピットを1か所検出しただけで、壁及び床面の検出は勿論のこと遺物も出土しなかった。し

かし、礫群は第1号住居址のそれと近似し、二次焼成を受けて黒色表土下第2層から遺構検出面

に至って遣っており、住居址の柱穴とみられるピットが第8号土壌との重複部を含めて5か所に

確認された。

本址は、ピット配列e礫の遺存量と遺存範囲◎遺構検出面において焼土粒子が微量ながら検出

されたこと等をもって、遺構検出面が既に床面であったのではないかと思われる。なお、P。に近

隣する第18号土横内に、二次焼成を受けた破砕石。礫石群は、Ald4eAld5◎Ale4eAle5にお

よび、径6m内外の範囲に点在して本址の南東方にも及んだ。本址の規模は約4．5mX5．5m程の

長軸方向を北東に向けて、南西に開放ぎみの長方形プランと推測される。近接する礫群の中には、

二次加工を認められる楕円形石器を検出している。
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2．土　塀

第1号土塀（、図222、写74－1）

本址はAlg。に確認され、第1号住居址の東側1．5mに位置する。平面形は、長径方向N－540

－Wを指し、長径2・6mも短径2・Omの不整形を呈する。墳底まで46cmを測り、南側に25。mの段差

を有したテラス状の張り出し面をもっている。墳底面及びテラス面は硬く部分的にブロック化し、

西に緩傾斜している。壁は西側が垂直に近く、東壁がやや外傾する。覆土は自然堆積で、山側よ

り谷側へ流入した如く被覆している。遺物は覆土内に閂礫を出土し、その下に条痕文土器片e中

期前菜の施文式土器片各1点が出土した。

第2号土塀（図223、写74－2・写77－2）

本址は、Ale7を主体に第3号炉穴と重複して確認され、その新旧関係は本址が新しい。平面

形は、長径方向N－670－Eを指し、長軸は推定で約3．2m。短軸は2．6mの長方形である。墳底

までほ最深部で47cm◎最浅部で27cmを測り、墳底面は平坦を硬い面を呈し、南西方に僅かに傾

斜する。第3号炉穴との墳底差は15cm内外で、本址が浅い。壁の遺春は良好で、北西側が外反す

るほか、外方へ直線的に立ち上がり全体に墳施面からの立ち上がり面は硬い。覆土は3層に区

分し、下層は幾分赤褐色である。遺物は、覆土上層から下層にかけて縄文式早期土器片5点の縄

文式前期土器片4点◎時期不明土器片4点を出土したほか、壁に密着して縄文式前期土器片3点

を出土した。また墳底面に少量の焼土の点在も認められた。

第3号土塀（図224、写74－3）

本址は　Alf6　に確認し、第2号土壌の南西に隣接する。平面形は長径2．0m。短径1。5mの楕

円形を里し、長径方向はN…810－Wを指している。墳底まで51cmを測り、墳底面はハードローム

ブロックを含む平坦面である。壁は垂直で、北東側と南側の一部が内反している。覆土は、上位

1層が焼土を多量に含む不定堆積状であるほかは、3層ともレンズ状の自然堆積を示した。遺物

は覆土内に礫。繊維混入の縄文式前期土器片1点を出土した。

第4号土壌（図225、写74－4）

本址は　Ald6eAle6にかけて確認し、南東に第2号土壌が隣接する。平面形は長径2．4m。

短径1．6mを測る不整形で、長径方向はN－320－Wを指している。深さは30～50cmで、墳底面に

は5か所に窪みがある。壁は北東側が内傾するほかは大きく外傾する。覆土は3層を基調とす
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るが、下層上面に焼土・炭火粒子を含む暗褐色土・ロームブロックの流入がみられた。覆土内か

らは、早期前葉の土器片1点・条痕文土器片10点・時期不明の縄文式土器片1点・礫5点を出土

した。

第5号土墳（図226、写74－5）

本址は、標高22m程のほぼ平坦を台地の東端崖上の緩斜面に確認された。斜面のため表土下第

2層までの削平により遺構東側部分が消滅してしまった。平面形は、長径方向N一十P一一Eを指し、

長径2。5m e短径は推定で1．6m程を測る楕円形である。深さは35cmで、墳底面は中央部が窪んで

いる。壁高は2Ocm程でほぼ垂直な立ち上がりを呈し、南壁直下に径33cm・深さ15cmのピットを有

する。覆土は部分的観察であるが、埋め戻しの堆積である。土壌内からの出土遺物に、縄文式前

期土器片2点と時期不明の縄文式土器片2点◎礫4点がある。

第6号土壌（図227、写74－2）

本址はAIc6に確認され、第11号土壌の北東に隣接する。長径方向N－510－Wを指し：F面形

は長径2．1m・短径1．7mの楕円形を呈する。深さは32cmを有し、墳底面は不整形の皿状である。

北・南壁下にピットがあり、P．が径15cm・深さ31cm、P2が径20cm・深さ26cm程の規模である。

壁は外傾し、南西側の中段にテラス状の張り出し面を有している。覆土は自然堆積の状態で、3

層に区分できる。遺物は、覆土内1層よl）礫1点・墳底面直上より縄文式前期土器片1点を出土

した。

出r l　にコ　」＿▲用■　／r示il‘1l‾1（一1　　′J二’rTr l　＼

5日J　‾弓‾⊥蠣　ししろ」∠一乙0、　－－’J一／J‾‾　⊥　ノ

本址は比較的平坦な台地のAlg6で確認され、第4号土壌の南方約5mに位置する。平面形は

長径2．1m・短径0．8mを測i上長径方向N－760－Eを指す楕円形である。深さは21cmで、断面

形は皿状を里し、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。覆土は　層　はe　層）に区分する自然堆

積であり、縦位に区切られた2層（1・2層）は木の根による撹乱層である。遺物の出土はない。

第8号土壌（図229、写75－2）

本址はAIc5を主体に確認された土壌である。平面形は長楕円形を呈しておl）、長径6．1汀1・

短径0．8mを測り、長径方向はN，370－Wを指している。頒底までは11cm程と浅く、横断面形

は皿状で、全体的に舟底形を呈している。覆土は、当址検出時においては褐色土が覆っていたが、

これは第2号住居址と同様のものであった。堆積層は自然流入状の2層が主体で、一部に挽乱が

みられた。濾底面は焼土◎炭化粒子を含む硬い平坦面を里し、かなり踏み固められているが、壁
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に続く緩斜面はそれ以上に硬い状態であった。遺物は、痍底面及び緩斜面部に繊維混入の縄文式

前期土器片3点が出土した。また覆土内からは、縄文式前期土器片2点と時期不明な土器片2点

が出土した。

第9号土壌（図230、写75－3）

本址はÅ1C5eAIc6にかけて確認し、第拍号土旗に隣接して位置する。平面形は、長径方向

N－740－Eを指し、長径3．0m・短径1．7mを測る半楕円形である。北壁中央が局部的に入り

込み、その壁直下の墳底面上には焼土が遺存した。深さは24cmで、墳底面は軟かく平坦である。

壁は僅かに外傾L、覆土は自然流入による堆積とみられた。南西壁に密着して繊維混入の縄文式

前期土器片1点と、覆土下層よl）縄文式前期土器片1点・時期不明な土器片1点を出土した。

第柑号土壌（図231、写75－4）

本址はAld5に確認し、第3号土壌のP2に隣接して位置する。平面形は不整方形で、長径1．5

m・短径1．4lnを測り、長径方向はN－150－Wを指している。平担な墳底面は南東に片寄り、外

傾している壁なりに緩傾斜を呈して落ち込んでいる。遺構検出面から墳底まで53cmを測り、墳底

緩斜面の角度は約260である。覆土は6層位に区分でき、人為的理め戻し状を呈した。遺物は、

地山の南側において縄文式早期土器片を出土した他、北壁中段に繊維混入の縄文式前期土器片6

点を出土した。

第日号土壌（図232、写75－－5）

本址は第3号住屠址の北側に近接し、AIc4で確認された。長径方向N－160－Wを指し、平

面形は長径1．5m・短径0．8mの棺ト甘形を呈する。深さは12cm程で、墳底面はほぼ平坦で北壁直下

と南壁付近の計4か所にど、ソトを有する。壁面は不整形で、覆土も撹乱状を呈しておl上　抜根に

よる撹乱の可能性を有する。壁・墳底面は共に硬い。出土遺物は無く、墳底面上の混入物等もみ

られなかった。

第12号土塀（図233、写75－6）

本址は、遺構上面及び周辺地山上に円礫が点在し、当遺構についてはプラン不明のため「T」

字形のサブトレンチを設定して確認した土壌である。台地先端付近のAlh。・A2hlにかけて位

置し、第5号炉穴と重複するが、新旧関係は当址が第5号炉穴を切っており新しい。平面形は、

長径方向N－560－Wを指し、推定で長径2．4m・短径1．4mの楕円形を呈したと思われる。深さ

は50cmで、更に墳底面中央に径40×66cm e深さ30cmのピット状の掘り込みがみられた。墳底面は
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ほぼ平坦であるが、壁は不整形に僅かに内反して外傾するため墳底面との境は明瞭に示さない。

覆土は自然堆積状である。遺物は、墳底面直上より早期縄文式土器片7点を出土した他、南ピッ

トの覆土内に同時期のもの3点、及び中期前葉の縄文式土器片3点を出土した。また、礫5点も

出土している。

第13号土塘（図234、写76－1）

本址は第14号e第15号土壌と共に、台地最奥部のAlalに位置する。平面形は径1m程の円形

で深さは27cmであり、断面形は皿状を呈する。壁が大きく外傾するため、腐底面との境は不明瞭

である。覆土は3層に区分でき、人為的埋め戻し状である。出土遺物は無い。

第14号土壌（図235、写76－2）

本址は第13号砂第15号土壌との中間に位置し、Å1alに確認した。平面形は、長径方向N－60－

Eを指し、長径L3m◎短径1．1mの円に近い楕円形である。深さは25cmで、平坦な腐底面が僅

かに北方に寄っているため壁は北側より南側外方へ傾斜する。覆土は、4層に区分する人為的埋

め戻し状を呈する。遺物は覆土中から礫を3点出土した。

第15号土墳（図236、写76－3）

本址はAlaPA1a2にかけ確認した。長辺方向N－60－Wを指し、平面形は長辺1．8mの短

辺工5mの北にふくらんだ隅丸三角形である。深さは48cmで、壌底面は極めて平坦である。壁は

東西共にほぼ同角で外傾し、北壁のみ傾斜角を大きくして壌底から滑らかに立ち上がる。覆土は

西方からの自然流人とも考えられるが、本十l圧1堆桔緒何らかの意味で一部掘惧反され、再び白鍵
「，‘‘1．‥▼　日日‾‘　▼　、．‾　、・ノ　　　ー　’、－　　ノ‘－　‾　、′　‾　▼　　ヽ　　　l　．－．J・A一’　‾　－　ト▲‾．l・′ヽlノ‘、l J　　ノ’▼　　　　‘　′uヽ　′l‾　、－　　　　　ト■l▼■′H　　′　′ヽ・・一・一　ヽ－　．l L′　ヽ　　l J　ヽ－′　　ト」　Jllヽ

堆積を呈した可能性もある。出土遣物は無い。

第16号土塀（図237、写76－4）

本址は第1号住居址の覆土中に掘られた土壌で、Alg9に確認し、住居址の北東コーナー部付

近に位置する。本土壌は、第1号住居址の床面までは掘られておらず、墳底まで16cmと浅い。平

面形は径90cm程の円形で、断面形は皿状である。覆土は自然流入による堆積を示した。出土遺物

は無い。

第17号土塀（図219）

本址は第1号住居址の精査中に確認されたもので、第1号住居址に伴う土壌か否か、また、

その新旧関係も不明である。本土境の平面形は径94cm内外を測る円形で、深さは42cmを有する。
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壁は平坦な墳底から極めて良好な立ち上がりを示し、垂直に近い。覆土は、自然堆積状とみるこ

とができる。出土遺物は無い。

第18号土壌（図238）

本址は第4号住居址のP。に近接して確認され、Ald4に位置する。平面形は径57。m程の円形

で、深さは34cmを測る。墳底面にはそれぞれ深さ48cm程を測るピットを3か所に有し、その角度

は中央壁立ち上がり部に向け傾いている。壁は、南東側が外傾する他は垂直に近い立ち上がりで

ある。覆土内より礫8点及び縄文式早期土器片4点を出土した。

3．炉　　穴

本遺跡における炉穴は総計で6基確認されたが、そのうち形状等が明確で無いものを3基含ん

でいる。

第1号炉穴（図239、写76－1）

本址は第2号住居址の南方5mのAは8に確認し、第3号炉穴の南東に隣接して位置する。

平面形は双円形を豊し、主軸上9m e幅軸径上2m。1．4mを測る。主軸方向はN－33。20…Wを指

し、深さは21cm～25cm、平坦な墳底面は焼土を有する南東側に幾分傾斜を呈している。焼土は、

墳底南東壁下に僅かな窪みをもち、その東側緑に40×28cmの範囲で遣っていた。壁は外傾し、

覆土は埋め戻し状である。出土遺物は無い。

第2号炉穴（図240、写77－1）

本址は第3号住居址の北コーナー部に隣接し、AIc8に確認された。第4号炉穴が南東側に

接するように位置する。平面形は第1号炉穴と同様双円形で、主軸方向もN－360－Eを指して

似ているが、主軸1・5m e幅軸径0．8m。0．9mと小型である。深さは、北墳部で39cme南壌部で46
／

cm、双円の接合部が盛り上がり15cmの壁を有し、椀形の土壌を2基複合させた形である。北墳部の

壁は外傾し、南墳部の壁は内反気味に大きく外傾している。覆土は自然堆積状である。北壌部

覆土内に炭化粒子を確認し、南墳部には焼土塊と、焼土塊に遣っていた縄文式早期土器片を検出し

た。

揖3号炉宍（図2現、写74－2、写77－2）

本址は第2号土壌と重複してAle7で確認した。新旧関係は本址が古い。平面形は長径4．4m。

－191－



短径2．7mの楕円形で、長径方向はN－690－Wを指す。深さは25～53cmを測り、墳底面は壁下

に焼土を有して南西側に傾斜する。焼土塊は、径約43cIn・深さ1（）cITlの窪みに同形状で出土し、周

囲には焼土の炭化粒子が散乱状態で遺存した。壁は不整面で外傾している。出土遺物に、覆土下

層から縄文式早期土器片6点がある他、時期不明な土器片6点を出土している。

第4号炉穴（図242、写76－6）

本址は第3号住居：址東の緩斜面に確認した。北西に第2号炉穴ゆ南に第5号土壌が接して位

置する。確認面に焼土を確認したが、プラン不明のためサブトレンチを設定して調査した結果検

出した遺構で、地山辺のローム漸移層中に焼土の炭化粒子及び微量の炭化材を出土している。本

址は長径5．0m・短径3．2nlの不整形で、墳底面は起状に富んでいる。北東側が墳底面との段

差40cmを有して壁よりテラス状に張り出し、墳底面は傾斜を緩やかにしてテラス部へ立ち上がって

いる。酉側壁の墳底部からの立ち上がりは垂直に近く、墳底面最深部で62cm・最浅部で45cmであ

る。焼土塊は何れも傾斜面上に遺l）、Fl焼土・F3焼土は焼土下に窪みをもち、F4焼土・

F5焼」二は壁面にテラス状部分を設けて遺存している。F2焼土のみは墳底面で確認されたが、

質◎量的に良好な状態で遣っていた。遺物は、墳底面直上とF4焼土付近の墳底面に縄文式早

期土器片4点を出土した他、覆土内から前期と時期不明の土器片3点を出土した。

第5号炉穴（図245、写75－6）

本址は南端部のA接1付近に位置する。遺構検出面では遺物道春が多く認められ、プラン不鮮

明なため「T」字形のサブトレンチによって確認された遺構である。第12号土壌e第6号炉穴と

－∃壬1日完日日／JT r，－圭＋11　　蚊　ハ　［コ．．レこ；′－1二、－・し　′一「、一正にIl一一1日目／方　ナ．【1日．、」、、Jl　」－　7　－　LJ」一一ア、、曳・ナ、J、、　　才、」、ざ　　竹1√1且」一斗醸　し
里1、東l茸川ボーしげ〕リ、　牙ラ　U　ウノす」ノ＼（二．レノ木ノIILJI天Ji汀1′こ　㌢′］シつノノ1レ」　Y　もJ、－　」－よ　し、ご‘よノJl′ノノ」ノJl、　男つ⊥ムワー⊥一ツ輿（ふ

リ古いものであることは確認できた。平面形は長径1．76m・短径は推定で1．5mの楕円形で、長

径方向はN－670－Eを指す。深さは45cmで、墳底面は比較的平坦で北壁直下に径60cm・厚さ18

cmの焼土塊の断面は、上層が炭化粒子を含む赤褐色で、下層は褐色ローム中に焼土粒子を少量含

む土層であった。なお、炉床は硬く、周辺に焼土粒子が多量に点在していた。遺物は、墳底面直

上の縄文式早期土器片2点のほか、覆土内から不明土器片1点を出土した。

第6号炉穴（図244、写75－6）

本址は第5号炉穴の調査中に重複してAlh。で確認した。平面形は長径工65m e短径0。73

mの楕円形で、長径方向はN－680－Eを指す。深さは30～50cm程で，墳底面は南側に傾斜してい

る。壁はほぼ外傾するが、北側のみ内反して立ち上がる。焼土塊は、南側墳底面に60×140cme厚

さ10cmの範囲で検出され、焼土塊内には炭化粒子も部分的に含まれ、硬くて良好なものであった。
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また、焼土塊下には2か所にピットがあり、このピット壁は熟を受けてブロック化していた。出

土遺物は無い。

項上　磯　　群

A礫群（図245、写78－1）

本群はAld4◎Ale49Ald5eAle5で検出されたもので、第3号住居址に接して径6m程の

範囲におよぶ。検出面において焼土粒子e炭化粒子を確認しているが、特にAld4の南西部に多

かった0礫もAld4において最も多く検出し、次いでAle5eAld5BAle4　の順であった。出

土した礫を分類すると、火熱を受けた円礫51点◎破砕礫71点、火熟を受けない円礫15点◎破砕礫

31点で、包含層内のものも含めると総計で221点を数えた。これらの道春方法には人為的な痕跡

は認められなかったが、Ald4の南西に火熱を受けた礫が集中したことは、何らかの意味で人為

的作業が加わったものとみられる。礫の大きさほ、閂礫の破砕礫とも小児の挙太で、石質は安山

岩が大半の92％を占め、次いで花崗岩e泥岩の順である。

B礫群（図246）

本群はAは5の南東部から、Ald6◎飢e5のA礫群を除いた部分と飢e6eAle7にかかる帯

状に分布して点在した礫群である。分布範囲は長さ6m。幅1m程で、火熱を受けた円礫9点e

破砕礫9点、火熱を受けない円礫上長の破砕礫9点を確認した。礫の大きさはA礫群と同様小

児の挙太程で、火熱を受けた礫と受けない礫が混在した。石質は安山岩が全体の91％を占め、

2点だけが玄武岩であった。

C礫群（図247、写78－2）

本群は、第1号住居址の南床面中央にあるピット上に集中して出土したものと、第5号炉穴付

近の遺構検出面に分布したものである。径1．2m程の範囲に集中しており、第5号炉穴付近のも

のを加えると径8mの範囲におよぶ。集中して出土された礫は、人為的に集められたものと考え

られるもので、総数で50点を数え、全てが火熟を受けていた。集中して出土したもののうち円礫は

37点e破砕礫は13点であった。第5号炉穴付近に点在した礫は、遺構検出作業時に出土したもの

を含めると47点を数え、火熱を受けたものが多数を占めた。大きさほ、A礫群e B礫群同様小児

の挙大程で、遣有の仕方には規則性が認められなかった。
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第3節　遺構出藍逸物

1．住居址出土遺物

第1号住居址からの出土遺物は、遺構検出面で確認した礫群のほかは微細な縄文式土器であり、

多くは覆土内からの出土であった。ただ、床面南側ピットの上部において検出した土器は礫群と

共に出土したものであり、住居址と礫群を時期的に関連づけて考える好資料となった。

第2号住居址の出土遺物は、覆土が薄いこともあl上床面及び床面直上に時期的に離れた土器

が出土したが、壁直下と床面に密着して出土した土器は縄文式早期の細片であった。住居址に伴

う遺物としてみられるのは茅山式に比定されるものである。

第3号住居址については、礫群の検出と近接する第18号土壌内の遺物のみである。

第1号住居址出土遺物（図248、写80）

1～3は、（第2群土器）繊維を含み、条痕文を配すもの。4ほ、（第8群土器‡類）胎土に砂

粒・長石等を含み、胎土・焼成共に浮島式に類似する。

第2号住居址出土遺物（図248、写80）

5・12は、（第2群土器）表裏に条痕文を配すもの。12は茅山式の尖底部辺とみられる。

6～11e13～15は、（第3群土器）繊維を含み、横位沈線を配したものと無文のもの。9ほ丸味を

帯びたロ綾部片である。24～26は、（第4群土器Ⅲ類）条線文を格子状に施したもので、器面整形

が粗雑である。16～20は、（第8群土器II類）LR施文とRL縄文を施したもの。21は、（同群瀾

類）沈線を有すもの。22e23は、（同群王類）無文であるが、本遺跡出土の浮島式に焼成e胎土

が近似する。

2．土蠣出土遺物

本遺跡の土壌から検出された遺物は、微細な土器片を含めても微量であった。時期的には比較

的一定の時期に編奪されるものであったが、第10号e第11号。第18号・第24号土壌を除き、その

他の土壌検出遺物は覆土中からの出土遺物であり、各土壌との関連性や時期決定には判然としな

いものがあった。
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前瑠尊皇堵出藍過勤（図2鯛、図249、写81）

27～32は、（第2群土器）表裏共に条痕文を配し、繊維を含むもの。33は、調査区出土器分類表

に加わらなかった土器である。目線にスリットを有し、横位沈線の両サイドに三角文を施したも

ので、五領ヶ台式土器とみられる。本遺跡からの出土はこのほか、第13号土壌から出土した2片

のみであった。34は、（第8群土器I類）無文革であるが、胎土色焼成から、中期から後期の土器片

とみられる。

第2号皇堵出藍適地（図249、写81、写82）

35～39は、（第2群土器）条痕文をもち、繊維を多量に含むもの039は内面のみ条痕文を施し、

裏面に繊維痕をもったもの。40e41は、（第4群土器Ⅱ類）半裁竹管により沈線を施したもの。

43e朗は言同群　類）貝殻腹緑文を疎に配すもの。42e45は、（同群錯類）貝殻腹経文の施文間

隔を密にするもの。46は、（隠群m類）条線文を配すもの。47～50は、（第8群土器犯類）無文の

もの047◎48はRL縄文を配すもので、薄手な日録部片である。おそらく後期のものであろう。

49は不鮮明だがLR悪文を配している。色調ゆ焼成が浮島式に類似する。5ト55は、（第8群土器

‡類）無文のもの。51鴻2は前期のものと思われる。53e54は焼成が良好である。55は日経が折り

返され、口唇部が外方へ突出している。また、焼成前にうがたれた孔を有し、内面下位には紐状

貼り付け文を有する。

第3号丑磯出藍遺物（図249、写82）

56は、（第3群土器）薄手な繊維を含む土器片で、器面整形が稚拙で起伏をもつ。

第名号土壌出藍遺物（図249、図250、写82）

57～66は、（第2群土器）条痕文を配すもので、57～60は同一個体片とみられる。67は、調査区出

土遺物分類内に加わらなかった早期前葉の撚糸文系土器である。68は、（第8群H類）おそらく後

期の土器片とみられる。

第5号丑噴出量遺物（図250、写82）

69。70は、（第2群土器）繊維を含み、条痕文を配するもの。7且は、（第8群土器Ⅲ類）裏面に

磨きを施し、焼成は良好で堅敵である。72は、（第8群土器Ⅱ類）焼成が良好で堅緻である。3

と同一時期か、比較的それに近い時期とみられる。
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第6号土壌出土遺物（図250、写82）

73は、（第4群土器III類）に比定され、RLの緩い撚りを地文している。

第8号土壌出土遺物（図250、写83）

74～76は、（第3群土器）の付加条第1種縄文で、繊維を含み焼成が良好なもの。裏面に繊維痕

が認められ、色調は赤褐色砂にぷい橙色である。77は、（第4群土器Ⅲ類）半裁竹管による瓜形文

を施したもの。78は、同群描類）貝殻腹緑文を配するもの。79は、（第8群土器I類）浮島式の

無文帝都のようである。

第9号土塘出土遺物（図250、写83）

80は、（第3群土器）付加条第摘琶縄文を配すもの。81は、（第群土器臓）LR縄文の

緩い撚りのもの。82は、（第8群土器‡類）無文で、外面が磨かれている。83は、（同群Ⅲ類）RL

縄文に縦位洗練を配したもの。

第10号土墳出土遺物（図250、写83）

84～88は、（第3群土器）繊維を含み、84録85は付加条第1種縄文篭を配すもの。

第12号土壌出土遺物（図250、図251、写83）

89－98は、（第2群土器）条痕文を配すもの。99・100は、先の第1号土壌出土のものと同類

で、ロ綾部にスリットを有し、RL縄文を地文に沈線と三角文を有した五領ヶ台式土器片である。

101は、（第6群土器）「S．」宇状結節文を有するもの。

第18号土壌出土遺物（図251、写84）

102～105は、（第2群土器）条痕文を配すもの。

3．炉穴出土遣物

炉穴は6基検出されたが、そのうち焼土以外の遺物を出土した炉穴は4基である。

第2号炉究出藍遺物（図251、写84）

106～111は、（第2群土器）繊維を含み、条痕文を配したもの。
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第3号炉究出藍遺物（図25呈、図252、写84）

は～路、（第2群土器）繊維を含み、条痕文を配すもの。119～120¢122は言第8群土器

‡類）無文のもので、中期頃の土断と思われるもの。ユ18は誹郎類）Rf目蓋縄文を地

文に有し、斜行沈線を配したもの。121ゆ123は、（隠群Ⅲ類）不明縄文を配したもの。

窮超号炉究出藍通勤（図252、写85）

124～ユ31は、（第2群土器）条痕文を有するもの。132は、（第4群土器Ⅱ類）沈線を有した日

録部片。133は、（第8群土器m類）沈線を斜行させた地文に、半裁竹管による平行沈線を横走さ

せたもの。134は、（同群Ⅱ類）無文のもの。

第5号炉究出藍遺物（図252、写85）

135月36は、（第2群土器）表裏共に条痕文を有したもの。137は、（第8群土器Ⅱ類）微細な

ため不明の土器片である。

言／．誉　グ。㍉ノー㌦∴－ヒ曇．港

1。土　　器

廻り地B遺跡から出土した遺物は少量であり、遥構内から出土した土器そのものが微量の細片

でみるべきものは少なく、かえって表土中からの出土土器に良例があった。そのため、本遺跡で

は表土から出土した土器を分類した。早期の前期e後期に編奪されることから時期別に群とし、

更に型式別に分類した。また、ダリット出土土器分類に基づいて、先の遺構出土土器を分類した。

第1群土器　　田戸下層式土器

第2群土器　　茅山式土器

第3群土器　　黒浜式土器

第4群土器　　浮島式土器

第5群土器　　前期複葉の土器

第6群土器　　下小野式土器

第7郡土器　　堀之内式土器

第8群土器　　不明の土器 I類（無文系）

II類（縄文系）

III類（洗練文系）

第瑠詐藍器（図253－1、図256－134）

早期中東の田戸下層式に比定される土器で、沈線文系土器を本群とする。本遺跡からの出土は

極めて少ない。1は細片で、やや斜行ぎみに横走する沈線が配され、若干であるが洗練間を斜め
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に押し引いた擦痕を有している。先端の丸い棒状施文具によるもので、施文間隔は狭いが稚拙で

ある。134は、その尖底土器片と思われる。色調は明褐色を豊し、胎土中に砂粒e長石。石英等

を微妙に含み、焼成は良好である。

第2辞土器（図253－2～25、図254－26～38）

早期複葉の広義の茅山式に比定される土器である。表裏に斜行及び縦横のアナダラ科の貝殻条

痕文を配し、胎土中に繊維を含む。本遺跡からの出土量は他群の土器に比して多い。2は日経で、

口唇部がへラ状工具により整形がなされ、直線的な立ち上がりを呈している。3～5は日綾部に

幾分丸味を有し、3は直線的に、4。5は外反して立ち上がる。6e7もロ綾部であるが、6ほ日経

部外面、7ほ日録部内外面にアナダラ科の貝による腹綾部押奈文を施し、外面には貝背擦痕文も

みられる。8～35は、胴部片である。器面が剥落して文様識別が困難なものを若干含むが、多くは表

裏共に条痕文を配し、条痕地に再び条痕文を加飾するものである。36～38は、尖底部辺の破片で

36e38は底部で肥厚したものとみられる。37は薄手で小型の土器とみられる。共に底部は外面が

黒褐色を里し、内面は赤褐色を呈しており焼成は不良であった。色調はにぷい黄褐色。にぷい

橙色を豊し、胎土中に砂粒。石英¢繊維を含み、焼成は良好である。

鑑3薪忠語（図254－－39～56）

前期中薬に属す黒浜式に比定される土器である0何れも繊維を多食する039～親、競

撚りの付加条第1種縄文を、施文方向を変えて羽状を配したもの。44も45は、正反の会の撚り

鵜譜の縄文を配し、関山系土器と類似する0胎土は鵬の他、砂粒∵瞳e石英を含み、色

調は赤褐色を呈するものがこの種である046－4は、投撚の付加条第1埠縄文を配すもの〇

5巨52は、琶付加条第1種縄文を配したもの053は、LRの細かい撚りで斜行施文を配してい

る。5摘、前述の関山系と類似するもので、L（豊縄文の施文である。掛50は、器面が著し

く磨耗しているが、おそらく賃撚りの付加条第1種縄文の施文であるとみられる055は、磨

耗著しく不明であり、56はRf告撚りの縄文とみられる0焼成は5摘5e56を除き良好である0色調

は概ね褐色を豊し、胎土中に繊維の他、石英も長石等も含まれる。

笛4欝蓋器（図254－57～60、図255－－6工へ・86）

前期後薬の浮島式に比定されるのがこの群で本群は時期的な差もあり細分が可能で、I式を‡

類・II式をII類・III式をIII類とする。

Ⅱ類（図255－64～70e76）本類は、沈線文系土器で浮島‡式に比定されると思われるもの。
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64。65は、半裁竹管の先端を乎緑に剥いだ施文具により、比較的深く線刻されたもの。67e68は、

器面をへラ状工具で整形して、沈線を配したもの。68は、2条の平行沈線を配したもの。69◎70

は、目線に平行して数条の沈線を配したもので、地文に貝殻腹線による擦痕がある。横位沈線の

ものは比較的厚手のものと薄手のものに分けられる。76は、間隔の粗い貝殻腹緑文を配したも

の。色調は褐色。にぷい橙色を里し、焼成は良好である。胎土中に砂粒を多量に含み、長石の

石英等を少量含むが、69e70は長石粒の石英粒を多量に含んでいる。

狙類　図254－57秒59660）本類は、波状貝殻腹経文を配したものと爪形文を配したもので、浮

島Ⅲ式の範噂に加わると思われる土器群である。57は、目線に平行して横位沈線の区画を有して

爪形文を配したもの。59e60は、平行沈線区画に爪形文を配するもの。以上の色調は橙色ゆに

ぷい褐色を豊し、胎土中には砂粒e長石のスコリア等を含み、焼成は良好である。

捕類　図255－7温～92）浮島Ⅲ式に比定できるであろう土器片を本類とし、波状貝殻腹経文◎爪

形文e三角文を有するもの◎縄文を有するもの等に概ね分別した。

波状貝殻腹線文（図255－71。75）75は、殻長が広く、支点交差が小刻みで両端が深く押捺され

たもの。色調は褐色地に部分的に明褐色。赤褐色を里し、焼成は良好である。胎土中には砂粒。

長石e石英を多量に含む。

爪形文（図254－58。図255－61～63e77）浮島m式に比定されると思われる爪形文を配すもの

を本類とした。58は、沈線間に爪形文を配すもので両端が深く刻まれる。61～63e77は、半裁

竹管の支点交差による施文で、両端が深く刻まれ竹管文を配すものもある。色調はにぷい橙色を

里し、胎土中に砂粒。石英◎長石等を含む。焼成は良好である。

条線文（図253－78～86）数条の直線的な沈線を縦e横車格子状に配した土器片である。何れも

半裁竹管を複数に束ねた施文具によるものとみられるが、80e83は同一片で、縦位e斜行の条線

を施してある。78①79◎8巨82e84～86も同類の条線文を配したものである。全体的に、通常浮島

式土器の粗製土器とみなされる輪積み痕を残し、器面が粗舞をものとへラ状工具で器面のなで

整形をするものとに分けられる。色調はにぷい黄褐色eにぷい橙色◎にぷい褐色を豊し、胎土

中に砂粒eスコリア◎石英◎雲母等を含み、焼成は良好といえる。

三角文（図255－71）71は、横位平行沈線間に縦の薄い沈線整形痕と三角文を有している。

色調等は第5群と同じである。

純文（図255－72～74）72～74は、RLの緩い撚りを施文してある。表面は斜め上へのナデ

整形痕を残す。色調は明褐色を呈し、胎土中に砂粒⑳長石を多含し、石英eスコリア等をも含

む。焼成は良好である。この他に浮島式の範噂に加えても大過ないとみられるのが9巨92e98で

ある。鋸。98は器面磨耗が著しいが、RL縄文を地文に半裁竹管による有節沈線文を施す。92は

底部片である。色調はにぷい褐色を呈し、焼成は良好。胎土中に砂粒を多食し、長石◎石英を含
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み本遺跡出土の浮島式土器に類似している。

第5群土器（図255－87－90）

本群は、前期後葉の土器とした。三角文の列点刺突を繰り返し、線状に施文した土器群である。

87～90は、本遺跡からの出土は希有であり、この4片のみである。何れも胴部片とみられ、横位

に平行な三角文の列点刺突により線状に施文し、その間に同じ施文方法で波状の文様を配す。89e

90は同一個体片であろう。87e88よりは刺突間隔が疎で、2条の区画内に波状施文を凝らしてある。

色調はにぷい褐色eにぷい橙色を里し、胎土中に長石e砂粒e雲母を含む。焼成は良好である。

第6群土器（図255－93～97）

結束第1種と、「S」字状結節がみられる土器を本群とし、前期複葉の下小野式の範疇に加わる

土器とした。93は、ロ綾部でLR縄文の施文方向を変えて羽状に配したもので、口唇部は尖り、

陵を呈して外反する。裏面には粗いへラナデ整形痕が認められ、目線部外面はナデ整形を施して

いる。94は、綾絡文の一部を磨り消している。下位に、結節第2種による「∞」字文が配されて

いる。95。96は、LR縄文を結節第1種で結んだもので了S」字状結節文がみえる。97は、その

同一個体片でLRの施文を有している。

第7群土器（図255－98、図256－99～111）

本群は、後期前葉の堀之内式に比定できるものとした。98は、RL縄文を地文に有節沈線を

配したもので、焼成が特に良好である。99は、無文のロ綾部に1条の横位沈線を配し、平行した

紐状隆帯に棒状工具で斜めに押庄沈線を施したもの。下位には、縄文を地文に有して、蛇行して

垂下する沈線を配してある。薄手で、日綾部は極度に内攣している器形で、裏面は棒状工具によ

る研磨が施されていた。堀之内I式に比定される。色調はにぷい橙色を呈し、焼成は良好で、胎

土中に砂粒。長石等を含む。100～106の口綾部片のうち、100は器面にナデ整形痕を呈し、口綾

部辺に横位微隆起線を有す。101は沈線のみ配したもので、胎土中に金雲母を多合する。102は僅

かな波状目線を呈するもので、突出部に焼成までの段階で塞がってしまった孔を有する。105は、

貼り付けた太い隆帯部中央を半裁竹管で剥ぎ取り、細い2条の隆帯を貼り付けたように施した

ものである。107～111も堀之内式系に比定して大過ないとみられる。器面の磨耗が著しいが、縄文

を地文に直線状の沈線が描出されている。色調はにぷい褐色eにぷい橙色を呈し、焼成は良好で

堅緻である。胎土中に微砂粒eスコリア。長石等を含む。
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第8群立器（図256－112～135）

時期不明な土器を本群とし、無文系をI類e縄文系をⅢ来い沈線文系をm類と類別した。

I類（図256－112～122）本類は無文系とし、へラ状工具で器面をナデ整形しているものも含

む。112は、丸味を帯びた日綾部で指頭押庄痕が残存し粗雑である。浮島系の粗製土器と思われ

る。113は、薄手で外面はへラナデ整形痕、内面は指頭による磨きに近い整形痕を有す。114～121

は、底部辺に近いものであろうか、横に攣曲する。114～116。118は、外面をへラナデ整形して

いる。122は、底部である。色調は、へラナデ整形痕を有するものに比較的赤褐色を呈するもの

が多く、他は褐色eにぷい橙色を里す。焼成は何れも良好で堅緻であり、胎土中に砂粒を微量に

含有する他、微長石粒を含む。

II類（図256－123～130）縄文の施文を本類とし、2種に分別する。味な縄文帯を配するもの

（図256－123～127）123～127は、RL縄文の施文間隔を疎にし、比較的薄手な土器片である。

色調は褐色を里し、焼成は良好で、胎土中に砂粒e長石粒。石英粒を含む。密な縄文帯を配する

もの（図256－128～130）128e129は、RL縄文の複合部であろう。130は、LR縄文の施文であ

る。128e129の色調は褐色を里し、胎土中に砂粒e長石e石英。雲母等が含まれる。焼成は比較

的良好である。130は、胎土中に含まれるものは類似するが、色調はにぷい橙色を呈し、焼成は普

通である。

m類（図256－13ト133）沈線文系を本類とする。131。132は、先端を巾広く乎緑に剥いだ施

文具で、深く直線的に線亥旺たものである〇本遺跡出土の田戸下層式。浮島式。堀之内式とも異

なる。色調は暗褐色を里し、焼成は良好で堅緻である。胎土中に微砂粒e長石。石英e雲母を含

む。133は、薄手の日録に突癌文を有し、半裁竹管による沈線区画内に三角文を配したもの。繊

維は含まない0色調は暗褐色を里し、胎土中に砂粒◎雲母e石英e長石等を含み、焼成は不良

である。

2．・石　　器

石錐1（図257、写85）は、Ale8の表土下第2層より出土した。石質は黒曜石で、長さ3血me

幅lhme厚さ7・5mmを測る0尖頭器の再利用とみられ、下部の刃部に潰し痕を有し、単刃錐である。

先端刃部は欠失している。

たたき石2（図257、写85）は、Ale8の表土下第2層より出土した。表裏中央に窪みを有し、

側線面に打撃痕と研磨痕を残している。石質は安山岩で、長径8・壷me短径6．3cm。厚さ4．3cmを

測る。

楕円形石器3（図257、写85）は、Ald4の礫群と共に表土下第2層から出土した。用途不明
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の石器で、全面に擦痕と研磨痕を僅かに有している。石質は安山岩で、長径12．3cm・推定の短径

6．5cnい厚さ4．1cmを測り、一部欠持している。

両面礫器4（図257、写85）は、　Ald。の南東部の表土下第2層から出土した。下面からの

1回の打撃により、表裏両面を刺離している。刃部は鈍角で鋭利とはいえない。石質は安山岩

で、長径7．05cm・短径5．7cm・厚さ2cmを測る。

残核5（図257、写85）は、Ald4表土下第2層から出土した。石質は頁岩で、長径4．6cm・

短径2ゆ9cm e厚さ2．8cmを測るほぼ三角柱の形状を呈するもので、多方向からの打撃によって刺離

された残核である。

第5節　盈藍め

住居址については3軒を確認したが、遣物を伴った遺構は第2号だけである。そのうち床面直

上に遺存したのは茅山式と浮島式であるが、量的には浮島式が多い。しかし、この遺物も覆土が

浅いことから蓋然性が強い。形態上は早期から前期にかけてのプランに類似するが、床面には土

壌状落ち込み1基（SK′01は主根址とみた）と主柱穴を4か所に有しているのみである。床面

上には焼士粒子0炭化粒子が希薄に遥存したが、その中心となる部分はコーナー部であった。第

1号については、第　号よ　ほ長軸に比して短軸が短い隅丸長方形で、プラン上は早期から前期

のものに類似する。第2号との形態の差異は、床面が深く掘り込まれており、谷側に壁柱穴とみ

られるピットが疎に設けていること瞳主柱穴が皆無であることも局部的に壁が張り出し、柱穴を

有したこと等である。第3号についてはピットの確認のみで判断したが、主柱穴を有することで

／J竹　∩且し一日一、二品1卜之　　ま十、　五触壮士．恵一オー2、1・】レー不、／ヰ空事1＿里一レ半百有、Il　－r L一久　　スl　一ア　　盤1鵬さ志、ス、、
－J・牙J　∠．ワ（＿　ブて月ヨ∴1　′J o J、／しヽ’味uT‘こ　′H　　‘Qノ」一　」　＼・Vcト：4J　⊥’J L一　ノ、ケヽlrノヽ　し／　＼’‘0ノu L L／　＼ヽ　ノヽ‘′I、いノ　Cy’－

とは、第1号命第2号に近接して炉穴が位置していることである。第1号においては東の谷側に

1基、第2号においては東の谷側に2基e南に1基◎西に1基と、住居址を囲む配置となってい

る。

土壌については、総数18基を確認している。時期判定資料としての遺物を伴うものは次の通り

である。

時　　 期 土　 壌　 の　 番　 号

茅　 山　 式　 期 第 4 号　　 第12号　　 第18号

黒　 浜　 式　 期 第 8 号　　 第 9 号　　 第10号

浮　 島　 式　 期 第 2 号

土壌は、概ね稜線に近い乎担なところに位置するが、茅山式期の土器を出土した土壌は、第4

－　202　－



号がB礫群付近e第12号がC礫群付近e第18号がÅ礫群付近に位置し、窯浜式期の土器を出土し

た土壌は、中央に3基集中していた。浮島式期の土器を出土した第2号は、第3号炉穴を切って第2

号住居址の南西に隣接している。他の土壌については、出土遺物による時期判定が過当でないと

考えられるが、茅山式期に属するものについては、ある程度の判定が可能である。茅山式期に属

する礫。土器片等を覆土及び墳底から出土した土壌については、その位置関係を観察すると、前

述の第4号e第12号¢第18号同様、第1号◎第5号が礫群あるいは炉穴に近接して位置している。

このことは、炉穴◎礫群。土壌が同一時期に構築され、何らかの相互関係を有していたものと思

われる。

炉穴については、台地東側の緩斜面に存し、仕官址付近に位置している。形状は第1号・第

2号が双円形を呈し＿、一方の墳の中央部に焼土塊を検出した。第3号・第5号・第6号は楕円

形を里し、焼土塊は第6号を除いて壁直下に片寄り出土した。第6号は焼土塊をほぼ墳底一面

から出土し、掘I）込みは第1号・第2号と同様浅く掘ら・れている。第4号はサブトレンチで検

出され、焼土塊を5か所に確認した。縦断面土層において、サブトレンチで途中を切断したが層

位が連続せず、FlとF5は別遺構の重複とみることができる。更に、サブトレンチにおける土層

断面ではF3とF5が別遺構であることを示し、F3の廃絶後F5を構築L、その使用後は埋

め戻したと考えられる。第4号の焼土塊の遺存状態は、Fl～F3が壁直下の墳底面に片寄り、

F4・F5が壁面にテラス状に張り出した部分に遺存していた。遺構に伴って出土した遺物から

所属時期を判断すると、第2号・第4号・第5号は茅山式期に比定できる。形状と覆土内遺物か

ら考察すると、第1号・第3号が第2号・第5号に類似していた。なお、炉穴と住居址・土壌と

の位置関係は先に述べたが、後述する礫群の分布範囲にも近接している。

礫群については、総じて火熱を受けておl）、分布状況からA群とC群に分けられる。、A群の範

囲内に検出された第18号土境内からは、分布している礫と同類とみられる礫および茅山式土器

が出土している。従って、当礫群の使用された時期は茅U」式期と考えられる。更に、B礫群は疎

な分布を示してA礫群から1×6mの範囲で続いている。

炉穴の資料を現時点で概観すると、その出土例は関東地方に集中して存在し、顕著な出現時期は

早期後薬の茅山式期である。茅山式期における南関東の自然環境は、貝塚遺跡として出現した茅

山式期の遺跡が、炉穴を伴い沖積地の最奥部に発見される例（注1）から、海進現象が炉穴出現に

密接な係わりを有していると思われる。本遺跡においては、龍ヶ崎付近の沖積台地に確認された

同時期の炉穴が無いだけに、今後、資料の増加を待って検討していきたい。

注1　種田斉吾　「茅山式期における炉穴の予察」『なわ9号』昭和47年

今橋浩一　「竜ヶ崎古蹟猟渉謂＿」『常総台地10』昭和54年
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第2I8図　遺構分布図

一　204　－



L＝23．0m

第219図　第l号住居址

S　＝〕I　土層解説　A－A’

1．褐　色（炭化材粒子微量含む）

2．褐　色

3．暗赤褐色（ハードロームブロック中量含む）

4．暗褐色（脆い）

5．褐　色（脆い）

6．時赤褐色（脆い）

土層解説　D－D′

1．褐　色（炭化材粒子微量含む）

2．褐　色

3．暗赤褐色（ハードローム中ブロック少量含む）

4．にぷい赤褐色（炭化粒子少量・焼土粒子微量含む）

5．褐　色

6．にぷい褐色（ハードローム小ブロック多量含む）

－　205　－

土層解説　a－a′

1．褐　色

2．褐　色（粘着性有し、しまりある）

3．褐　色（ソフトロームブロック斑文多量含む）

4．褐　色

5．褐　色（ソフトロームブロック斑文少量含む）
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第220図　第2号住居址

N

二、＿三一二＝l

∵聖弼

S KOl　土層解説a－a′

1．褐　色

2．褐　色（ローム粒子少量含む、密度が低くブカブが

3．褐　色

S KO2土層解説　b－b′

1．褐　色（炭化材粒子を少量含む）

2．褐　色（ローム小ブロックハード微量含む）

3．褐　色（腐敗土を中量含む）

S102土層解説　A－A’

1．褐　色（暗褐色斑文、多量含む）

2。褐　色（ローム′j、ブロック少量含む）

3．褐　色（軟弱で脆い、室根撹乱址）

土層解説　D－D’

1．褐　色（暗褐色斑文、多量含む）

2．褐　色（ローム小ブロック少量含む）

L＝23．0m　ヒ二空二∃

第毘図　第　号住居址
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第詑図　第　号土壌

S KOl土層解説　A－A．

1．褐　色（炭化材粒子微量・焼土粒子微量含む）

2．褐　色（炭化材粒子微量・ハ一一一ドローム中プロ・ソク微量含む）

3．褐　色（ハード面）

4．褐　色（ハードローム中ブロック中量・大プロ・ソク微量含む）

工J

ヽ

、く㌫

＼＼

L＝23．帥1ト～」軋一・一・一、

第223回　第7号土鳩

S KO2土層解説　A－A’

1．明褐色（ハードローム小プロ、二．′ク微量含む）

1．褐　色

2．褐　色（ハードローム小・中ブロック微量含む）

3．明褐色（ハ一一ドローム中プロ、ソク中墓含む）

3′．明褐色（ハ一つごローム小ブロック中量・煉土粒子微量含む）

㌢嶺。5翻ゾ
ヒここ望ニヨ

第控図　第3号土壌

S KO3土層解説　A－A’

1．褐　色（ハードロームブロック少量、中ブロック中量含む）

2．褐　色（ハードローム小ブロック少量含む、硬質ローム面）

3．黄褐色（ハードローム小ブロック中量含む）

4．黄褐色（ハードローム小ブロック中量、中ブロック少量含む）
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第2錆図　第　号土壌

S KO4　土層解説　A－A′

1．褐　色（娩土粒子極微量含む）

2．褐　色（暗褐色小斑文少量含む）

3．明褐色（ハードローム小ブロック少量含む）

4．明褐色（焼土粒子微量・炭化材粒子少量含む）

5．明褐色（ハードロームブロック含む）

6．明褐色
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第226図　第5号土壌

S KO5土層解説　A－A′

1．褐　色（ローム粒子少量・炭化材微量含む）

2．褐　色（ハードローム小ブロック少量含む）

3．褐　色（ローム粒子微量含む、ハード面）

4．褐　色（軟弱面）

5．褐　色（ハードローム中ブロック多量含む）
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第228図　第7号土墳

S KO7土層解説　A－A′

1・褐　色（ローム小ブロック中量含む）

2・褐　色（ローム小ブロック多量含む）

】○
A－

－－A，

‾l、し圭、ノI
L＝23．0m

ヒ＝空ニヨ

第227回　第6号土壌

S KO6土層解説　A－A′

1．褐　色（焼土極微粒子微量含む）

2．褐　色（ハードローム小ブロック微量含む）

3．褐　色（ハードローム小～中ブロック少量含む）

L＝23．5m

2　M

第229図　第8号土壌

S KO8土層解説　A－A’　C－C′

1・褐　色（焼土極微粒子微量含む）

2・褐　色（炭化粒子少量・焼土粒子少量含む）

3・褐　色（炭化材粒子微量・ハードロームブロック面）

4・褐　色（焼土粒子微量・炭北村粒子微量含む）
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第230図　第9号土壌

S KOg土層解説　A－A’

1．赤褐色

1a．赤褐色（焼土粒子若干含む）

2．明褐色

3．明褐色

4．明赤褐色（ローム粒子を含む、焼土）

l l
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第232図　第汗考土壌

S Kll土層解説　A－A′

1．褐　色

2．褐　色

S KI2土層解説　A－A′

1．褐　色（炭化材粒子微量・焼土粒子微量含む）

2．褐　色（炭化材粒子多量含む）

3．暗褐色（焼土粒子微量含む）

4．暗褐色（炭化材粒子微量含む）

5．黒褐色（炭化材粒子少量・焼土粒子微量含む）
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L＝23．0m［二二聖二∃

第23i図　第13号土鳩

S K柑土層解説　A－A′

1．褐　色（焼土粒子微量含む）

2・褐　色巨、－ドローム大ブロック微量含む）

3・褐　色（ハードローム中ブロック少量含むハード面）

4．褐　色（ハードローム小～中ブロック少量含む）

5．褐　色（ハードローム中ブロック中量含む）

6．褐　色（ハードローム中ブロック多量含む）
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第233図　第［2号土蠣
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第23　図　第は号土噴

S K13土層解説　A－A’

1．明褐色

2．褐　色（黒色土粒子混入）

3．褐　色（小プロ、ソク混入）

3a．褐　色（小ブロック混入、黒色土粒子混入）

3b．褐　色（小ブロック多量混入）
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第23　図　第沌号土墳
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S K国　土層解説　A－A’

1．明褐色

l a．明褐色（男色土粒子混入）

2．褐　色

2a．褐　色（ローム小ブロック少量混入）

3．褐　色（ローム小プロ、ソク混入）

4．褐　色（ロームブロック混入）

＼
L＝23．Om

Lここ望ニヨ

舞～3区　競蟻号上境

S K15土層解説　A－A’

1．褐　色（黒色土混入）

l a．褐　色（木炭粒子混入）

2．褐　色（黒色土粒子混入）

2a．褐　色（ローム小ブロック少量混入1

3．明褐色（ローム小ブロック多量混入）

S K椅　土層解説　A－A′

1．明褐色（ローム粒二日数量含む）

2．明褐色（焼土粒子多量・炭化材粒’召敬遠・ハードローム小ブロック中量含む）

3．明褐色（ハードローム′トブロック少量含む）

4．明褐色

一二∴
A－　　　　　　－A，

‾＼・∵子「∵…
＼J L＝23・5m
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L＝23．Om lM

第239区l　舞［号炉穴

F OI　土層解説　A－A′

1・にぷい赤褐色（焼土粒子少量・焼土ソフトブロック少量含む）

2・明褐色（焼土粒子微量・ハードローム小ブロック中量含む）

3・赤褐色（焼土粒子中量・焼土ブロック少量・小炭化粒子少量含む）

4．明褐色巨、－ドローム小ブロック中量含む）

5・褐　色（ハードローム小ブロック中量・焼土粒子微量・焼土ブロック微量含む）

6・明褐色（ハードローム中プロ・ソク少量・焼土粒子微量含む）

7・褐　色（ハードローム中プロ、ソク多量・煉土少量・ブロック微量含む）
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FO2　土層解説　A－A’

1．明赤褐色（焼土粒子多量・炭化材粒子少量含む）

2．赤褐色（焼土粒子多量含む）

3．明褐色（焼土粒子少量含む）

4．褐　色（ローム′トブロック微量含む）

5．明褐色（焼土粒子中量・ローム′トブロック中量含む）

6．明褐色（ハードローム中プロ1ック多量含む）

7．褐　色（煉土粒子微量・ハードローム小一中プロ、ソク中量含む）

土層解説　8－B′

1．褐　色（煉土粒子含む）

2．時赤褐色（ローム粒子少量含む、焼土）

3．時赤褐色（娩土）

4．褐　色

ヒ二二空二二∃　　　　　　5・褐　色

第錮珂　第　号炉穴

／感

一一　一一∴
急がが

・一意喜一一
L＝23．5m　ヒ二三聖二∃

第2射配　第3号炉穴

－　211－

FO3　上層解説　A－A’

1．褐　色（ローム小ブロック少量含む）5より硬い

2．明褐色

3．褐　色（ローム中一大ブロック中量含む）

4．明褐色（ブロック面）

焼土解説　a－a’

1．褐　色（焼土粒子・炭化材粒子・微量含む）

2．赤褐色（焼土小ブロック少量・炭化材粒子微量含む）

3．赤褐色（焼土中ブロック中量・炭化材粒子極微量含む）

4．赤褐色（炭化材粒子微量・焼土粒子極微量含む）

5．明赤褐色（ハードロームブロック含む）

6．赤褐色（炭化柑粒子極微量含む）



第別図　第　号炉穴

FO4土層解説　A－A’

1．褐　色（焼土粒子・小ブロック少量・炭化材粒子微量含む）

1’．褐　色（焼土粒子少量・焼土中ブロック少量・炭化材粒子微量含む）

2・褐　色（焼土粒子・小ブロック微量・炭化材ブロック微量・炭化材粒子少量含む）

2’．褐　色（焼土中ブロック少量・炭化材粒子少量含む）

3．にぷい赤褐色（焼土中ブロック微量・ハードローム小ブロック微量・炭化材粒子微量含む）

3′．にぷい赤褐色（焼土粒子微量・焼土中ブロック中量含む）

4．赤褐色（焼土中ブロック・焼土粒子多量含む）

4′．褐　色（焼土粒子微量・焼土中ブロック微量・炭化材粒子微量含む）

5．にぷい赤褐色（焼土粒子中量・ハードローム小ブロック少量含む）

5′．褐　色（炭化材粒子少量・焼土粒子少量・小ブロック少量含む）

6．にぷい赤褐色（焼土粒子多量・硬質ローム）

6′．褐　色（炭化材粒子少量・焼土粒子微量含む）

7・褐　色（焼土粒子少量・焼土中ブロック微量・炭化材粒子・小ブロック少量・硬質ローム）

7’．褐　色（ハードローム小ブロック少量含む）

8．褐　色（焼土粒子微量・炭化材粒子微量含む）

9．褐　色（ハードローム中ブロック少量含む）

焼土解説　B－B’

1．にぷい赤褐色（焼土粒子多量・ローム粒子中量含む）

2．赤褐色（焼土粒子多量・焼土中ブロック少量・炭化材粒子微量含む）

3．にぷい赤褐色（焼土粒子中量・焼土中ブロック少量含む）

4．赤褐色（ロームブロック少量・炭化材粒子微量含む）

5．赤褐色（中ハードロームブロック中量含む）

6．暗赤褐色（ローム粒子少量含む）

7．赤褐色（中ハードロームブロック中量含む）

8．赤褐色（焼土粒子多量・煉土中ブロック少量・炭化材粒子・ローム粒子微量含む）

9．にぷい赤褐色（焼土粒子少量・炭化材粒子微量含む）

10．にぷい赤褐色（ローム粒子・ローム小ブロック微量含む）

11．にぷい赤褐色（ローム粒子微量含む）

焼土解説　C－C′

1．赤褐色（焼土粒子中量・ローム粒子微量含む）

2．にぷい赤褐色（焼土粒子中量・ロームブロック微量含む）

3．暗赤褐色（焼土粒子少量・ローム粒子微量含む）

4．赤褐色（焼土ブロック多量・炭化材粒子微量含む）

5．赤褐色（焼土ブロック少量含む）

－　212　－
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L＝23．0m

ト」旦二∃

第2超3図　第5号炉穴

二

＼

㊨

箸別図　第　号炉穴

FO5土層解説　A－A′

1・赤褐色（焼土ブロック多量　焼土粒子多量含むト焼土

2・暗赤褐色（焼土粒子多量含む）…焼土

3・赤褐色（焼土粒子多量含む）

4・暗赤褐色（焼土中ブロック少量含む）

5・にぷい赤褐色（焼土粒子少量・カーボン粒子微量含む）

6・褐　色（焼土粒子少量。カーボン粒子微量含む）

土層解説　B－B′

1・褐　色（焼土中ブロック微量含む）

2・褐　色（焼土粒子微量・焼土中ブロック微量・ハードローム中ブロック微量含む）
3・褐　色（焼土粒子微量含む）

FO6焼土土層解説　A－A’

1．赤褐色（ハード焼土ブロック含む）

2・赤褐色（焼土粒子多量・焼土中ブロック少量含む、捜乱）

4・褐　色（焼土粒子中量・カーボン粒子少量含む）

5．赤褐色（焼土含む）

6・褐　色（ハードローム小ブロック少量含む）

7・褐　色（ハードロームブロック・焼土粒子微量含む）

L＝23．0m　　　　8．褐　色（粘着性有す、ローム含む）

とこ竺二二∃　　9・褐　色（ハードローム中ブロック微量・焼土粒子微量含む）
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第247図　C礫群分布図
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ミ写　真

前清水遺跡

大羽谷津遺跡

打越A遺跡

打越C遺跡

仲根台塚群

廻り地B遺跡

229

240

256

274

292

300





I　前清水遺跡

2　第l号住居址

一　229　一



I　第3号土壌遺物出土状況

3．第4号土壌遺物出土状況

5　第5号土壌 6　第6号土墳

一　230　一



写3

′

ヽ　Ⅰ

・〆
、

！y

l　第7号土城

3．第10号土壌

5　第は号土塘

2　第8号土壌・第9号土頒・第I5号土壌

4　第II号土塘

6　第13号土墳

一　231一



I　第国号土蠣

3　第17号土壌

5　第2I号土塘人骨出土状況

2　第16号土壌

4　第I9号土壌

ー　232　－

6　第23号土塀歯牙出土状況



1　第I号溝・第2号溝

2　第1号竪穴状遺構

ー　233　－



l　第2号竪穴状遺構

－　234　一



I　塚土層断面

－　235　－



l F5区遺構全景

2　前清水遺跡F5区ピット群

ー　236　一



写9

－9ぎ2。
遺構出土土器
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（S＝％）
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グリット

グリット

遺構・グリット出土　石製晶・土器
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（S＝悠）



●
l
●
5
　
●
－
●
。

●
l
q

●
－
●
3

遺構・調査区出土古銭
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第21号土壌出土　人骨
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I　第l号住居址

2　第2号住居址遺物出土状況

一　241一



I　第2号住居址遺物出土状況

2　第2号住居址

－　242　－
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I　第3号住居址

2．第4号住居址遺物出土状況

一　244　－



I　第4号住居址遺物出土状況

2　第4号住居址

－　245　－



I　第5号住居址

2　住居址群全景

－　246　一



3　第3号土壌

－　247　－

5　第6号土壌

2　第2号土壌

6　第7号土壌



I　第8号土壌

3　第柑号土壌

5　第は号土壌

2　第9号土壌

4　第II号土壌

6　第I3号土塘

－　248　－



I　第国号土壌

3　第I6号土壌

5　第柑号土壌

一　249　－

2　第I5号土壌

4　第け号土壌

6　第19号土壌



l　第20号土壌

3　第22号土壌

5　溝土層断面

2　第2I号土壌

4　Alf9遺物出土状況

ー　250　－

6　溝曲折部全景



写23

I　溝　全　景

2　大羽谷津遺跡・遺構全景

－　251一



写24

」∵‾

濯・竜一．、≡

第2号住居址出土土器
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囁6　線5，聡8歯5。

．ノ・一坤葵．

第2号住居址出土土器
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写26

看物

第3号住居址出土土器

舞疇嶋乾

m●F観

鴨。●；

‘勘．2

第4号住居址出土土器

溝址出土土器

遺構出土土器
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写27

遺構・グリット出土　土製晶

▲
9

遺構・グリット出土　石器

－　255　一

（；二言：㌶）

10



I　打越A遺跡全景

2　D3区全景

－　256　－



l　第I号住居址遺物出土状況

ー　257　－



I　第2号住居址遺物出土状況

2　第2号住居址

ー　258　－



写3I

I　第2号住居址土器埋設炉

5　第4号土壌

2　第I号土塘

4　第3号土壌

6　第5号土壌（上）・第6号土壌（下）

－　259　－



写32

l　第7号土塘

3　第IO号土壌

5　第I2号土壌

2　第8号土塘（上）・第9号土壌（下）

6　第I3号土壌

一　260　－



写33

I　第I5号土頒

3　第I8号土塀

5　第20号土壌

一　261－

2　第け号土壌

4　第I9号土壌

6　第2I号土塀



l　第22号土壌 2　第23号土塘遺物出土状況

3　第23号土塀遺物出土状況

5　第24号土塘 6　第25号土壌

一　262　－



3　第29号土壌

－　263　－

5　第2号炉穴

4　第I号炉穴

6　第3号炉穴・第I6号土壌
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I　打越A遺跡遺構全景

2　打越A遺跡・打越C遺跡全景

－　264　－



第l号住居址

遺構出土土器
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（S＝％）



第1号住居址

56疇断7や5。書5。

軒、♪、、

拶6。闇膨。．

第2号住居址

遺構出土土器
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第18号土壌

第2号住居址

。71鴫8

遺構出土土器
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（S＝％）



徽2

第27号土壌

遺構出土土器
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遺構・グリット出土　土製晶・石器
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遺構・グリット出土　石器
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遺構出土土器
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遺構出土土器

一　272　－

（S＝％）



遺構出土土器

一　273　－

（S＝％）



l　打越C遺跡

2　B2区全景

一　274　－



I　第i号住居址遺物出土状況

2　第I号住居址
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I　第2号住居址遺物出土状況

2　第2号住居址

－　276　－



I　第3号住居址遺物出土状況

2　第3号住居址

－　277　一



I　第4号住居址

2　第4号住居址遺物出土状況

3　遺構確認作業

ー　278　－



I　第I号土壌

3　第4号土壌

2　第2号土壌（中央）・第3号土壌

4　B2dI遺：物出土状況

5　第5号土壌（A）（中央）（B）（右）・第6号土壌

ー　279　－

6　第7号土壌



l　第8号土頒

3　第IO号土塘

5　第I2号土壌

2　第9号土塘

4　第II号土壌

－　280　－

6　第I3号土壌



I　第国号土蠣

3　第柑号土壌

－　281－

5　第I8号土壌

2　第I5号土壌

4　第I7号土壌

6　第I9号土壌



I　第20号土碩

3　第23号土壌（左）・第24号土壌（右）

5　第26号土塘

2　第2I号土壌

4　第25号土壌

6　第27号土壌

－　282　－



I　第28号土壌

3　第30号土壌

－　283　－

2　第29号土壌

4　B2i6遺物出土状況

6　　B3区遺構全景



l　塚調査区全景

2　打越C遺跡B3区遺構全景

一　284　一



写57

●2．
第I号住居址

第2号住居址

遺溝出土土器
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（S＝％）



第3号住居址

遺構出土土器
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第l号土塀

第5号土壌（A）

第3号住居址

第4号住居址

第5号土壌（B）

76着7曹78膨7，聡80　81

90

第7号土塀

遺構出土土器

一　287　－

（S＝％）



97　　　　　　　　98

E撃。7
第30号土壌

鯵
99

遺構出土土器

ー　288　－

105

第22号土蠣

（S＝％）



遺構・グリット出土　土器・石器

一　289　－



遺構・グリット出土　石器

ー　290　－

（：；二：：：：㌶）



写63

第7号土蠣出土遺物

遺構出土石器

－　291－

（S＝H）



2　道祖神・子安観音・道祖神

ー　292　－



l　東西トレンチ

2　北東側東西（C－C′）土層断面

ー　293　－



I　北側南北（A－Aつ土層断面

2　南東側東西（D－D’）土層断面

ー　294　－



I　伸根台2号塚

一　295　－



i　南北（B－B′）土層断面

2　第l号土壌

－　296　－



I　第I号土壌・第2号土壌・第3号土塀

2　第3号土壌遺物出土状況

ー　297　一



l　第3号土壌

－　298　－



写7I

第3号土壌出土土器

ー　299　一

亀

（S＝兄）



写72

I　廻り地B遺跡

2　第I号住居址・第I6号土壌・第け号土壌

ー　300　－



l　第2号住居址遺物出土状況

2　第2号住居址

一　301一



I　第I号土壌

3　第3号土壌

5　第5号土蠣
6　第6号土壌

ー　302　－



I　第7号土壌

3　第9号土塘

2　第8号土壌

4　第IO号土塀土層断面

5　第II号土壌　6　第12号土壌（上）・第5号炉穴（中央）・第6号炉穴（下左）

ー　303　一



I　第13号土壌

3　第I5号土塘

2　第I4号土塀

4　第帽号土壌

5　第l号炉穴

一　304　－

6　第4号炉穴



l　第2号炉穴遺物出土状況

2　第2号土塀・第3号炉穴遺物出土状況

一　305　－



I AId4礫群

2　AIgO礫群

ー　306　－



写79

l　廻り地B遺跡・遺構全景

2　廻り地B遺跡・遺構全景

ー　307　－



攣
第I号住居址

第2号住居址

遺構出土土器

一　308　一

（S＝％）



44

第2号土塀

遺構培土土器

ー　309　一

（S＝％）



凛．
第2号土壌

遺構出土土器

－　310　－

第6号土蠣

（S＝％）



第12号土城

遺構出土土器

－　311－

（S＝％）



一4m．。5

，。。靖。，靖，。喝．．．
第2号炉穴

遺構出土土器

－　312　－

．2。■l，2．

（S＝％）



遺構・グリット出土　遺物

－　313　－



⑳豊壌
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